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プロローグ







　秋から冬の変わり目、燃えるように鮮やかな紅葉が徐々に色いろ褪あせ、その葉を散らし始めた頃のことであった。

　街の木々がその衣を脱ぎ始め、それと対照的に人々は衣服を厚くしていく。

　薄うっすらと雲がたなびき、ぼんやりとした太陽の光が地上に降り注いでは、秋の冷気がより厳しさを増して冬になろうとしていることを人々に感じさせていた。

　とある少女が学校の教室の中からそんな外の様子を眺めていた。

　雲に遮られた太陽の弱い光が教室にぬるく入り込み、部屋を中途半端に暖める。

　寒さに備えて服を着込み始める子や、まだ過ごしやすい秋の生活を引きずり、薄着のままの子もいる。暖かさと寒さの狭はざ間ま、季節感が曖昧な様子を見せる教室の中、先生が教壇に立って授業を行っていた。

「……で、その時代の流れの中で、３１９年に『プロガルディアの魔女裁判』と呼ばれる事件が起きた」

　先生がチョークをせっせと動かして板書をする。今は歴史の授業中であり、大昔の出来事を先生が説明しては、生徒たちはそれをノートに書き写していく。

「その時代は魔女狩りが世界の至る所で猛威をふるっていた。当時のそれはほとんど集団ヒステリーのようなものでな、その魔女狩りによってたくさんの人が犠牲になったが、そのほとんどが魔術とは無縁の一般人であったと言われている」

「…………」

「実際に存在するかどうかも分からない魔術というものに怯おびえ、たくさんの人が犠牲になっていった。……で、そうした背景の中、本当に魔術を扱える一人の魔女が魔女裁判の場に姿を現して、本物の魔術を世に広めた。それが『プロガルディアの魔女裁判』と言われる出来事だ」

　先生は口を止めることなくつらつらと喋しゃべりながら黒板に文字を書いていく。生徒たちはその話に『凄すごい』とか『偉い』とかいう感情を抱くことなく、ただ黙々とテストで良い点数を取るために内容を記憶していく。

「その事件を境に、魔術というものの存在が世界に広まっていった。ありとあらゆる生物が魔力という生体エネルギーを有しているのは今では誰でも知っていることだが、その事実が広まるのはこの事件がきっかけだ」

「…………」

「それまで魔術や魔女というのは、実在するかどうかも分からない危険な存在という認識だったが、この事件によって変わっていった。魔法は誰にでも扱えるものという考えが広まっていった」

　人々にとって魔法というものは日々の生活を支える身近な存在であった。あらゆる日常の生活に魔術が役立てられており、現代ではそれを当然のように受け入れているが、それは『プロガルディアの魔女裁判』以前では常識ではなかった。

　その時代、魔術というものは危険であり、異端であり、世界を脅かす術とされていた。悪魔と契約した人間だけが扱える邪悪なものという考え方が一般的であり、魔術を扱う者は処罰の対象となっていた。

「現代において、魔力は機械を使うためのエネルギーとなっていることを知らない人はいないだろう。君らが自分の魔力で動かしている携帯ゲーム機とかは、この事件がなければ開発されなかったことになるな。よかったな」

　先生がそう言うと教室の中に笑い声が起こる。

　その『プロガルディアの魔女裁判』を契機に魔法が世に広まったといっても、魔法はそれほど大したことができる技ではなかった。

　面倒な儀式を行っても小さな火しか灯ともせず、軽い物を少しばかり動かせる程度であり、当時魔法が実社会に大きな影響をもたらすことはなかった。

　しかし機械文明の発達と共に魔力の有用性が見直された。機械を動かすのに体内の魔力が便利であることが分かり、魔術に関する研究は大きな発展を遂げた。様々な種類の機械が魔力で動かせるように改良され、人の魔力で動かせるそのような機械は、魔法道具と呼ばれるようになった。

「…………」

　その授業を一人の少女がつまらなそうに聞いていた。黒板の方に目を向けず、気けだるげに窓の外を眺めている。

　仏頂面で先生の話を聞き流す。校庭で行われている球技の授業を、それほど興味がないにも関わらず眺めている。早く授業が終わらないかな、と言わんばかりに退屈そうな雰囲気を全身から醸し出していた。

「…………」

　少女は物憂げな表情で授業から目を逸そらしている。

　しかし、聞きたくなくても授業の内容は自然と耳に入ってきてしまう。魔女の時代の話など聞きたくないと思いながらも、彼女にできるのはつまらなそうな表情を見せることだけだった。

　少女は魔女に強い関心を持っている。

　いや、関心という以上の執着を魔女に抱いている。だからこそ、あの時代の話など、先生といえども他の人から聞きたくない。

「…………」

　少女は教室内に目を向ける。彼女のクラスメイトたちはいつもと変わらぬ様子で普通に授業を受けている。今日の歴史の授業は誰にとっても特別なものではなく、いつもと変わらないただの日常に他ならなかった。

　ただその少女の心の内だけが荒れていた。

「…………」

　あの苦難の日々、痛み、仲間への思いが頭の中に呼び起こされる。後世の人々は、裁判で魔術を見せた魔女を進歩への功労者だと讃えるけれど、あれはそんなものじゃなかった、あれはもっと黒い想いを抱えていた……。

　少女にとって、その『プロガルディアの魔女裁判』の話は複雑な思いを抱かせるものであった。

　その時代の話について、少女は誰よりも深い深い思いを胸に抱えていた。

　なぜなら……

　──少女の前世は、その話に出てくる裁判の魔女だったからだ。




　少女はまた窓の外へと目を向ける。ぼんやりとした曇天が広がっており、はっきりとしない天気がまるで自分の態度のようで、たったその程度のことで胸の内がぐちゃぐちゃと掻かき乱される。つまらなそうな顔をしながら、ぎゅっと強く拳を握る。

　歴史の先生はまだ『プロガルディアの魔女裁判』について説明している。どうしても少女は前世のことを思い出してしまう。




　自分の最期の言葉は語り継がれることはなく……

　──彼女は自分が魔女だった頃へ、思いを馳はせる。










第13話　魔女たちの生活







　それは暦の３１８年、ジークたちのいる現代から四百年近く前のお話である。

　鬱うっ蒼そうとした森がどこまでも続いている。ここは商業地区である都心部から遠く離れた片田舎の山の中であった。人の手の入っていない広大な森が、はるか地平線の果てまで続いている。

　木々は乱立し、その木の葉に遮られて太陽の光が入らない。薄暗くじめじめとした森であり、節操がないと言いたいほどの緑が視界一杯に散乱している。息を吸い込めばむせ返ってしまうほどの濃い青臭さがその周辺に満ちており、この森に慣れない者が入り込めば鼻が曲がりそうになるものであった。

「はぁっ……はぁっ……」

　そんな密度の濃い森の中に一人の少年がいた。

　疲れ果て、息を切らしながら斜面を歩いている。まだ10歳ほどの小さな学校が辺りをきょろきょろ見回しながら困惑し、泣きだしそうな顔でふらふらとさまよっている。

　その少年は迷子であった。山の麓ふもとの村に住んでいる子供なのだが、山菜を採っている途中で帰る方向が分からなくなってしまった。その森は右も左も葉の緑で埋め尽くされている。この森をよく知った者でなければ目印など見つかる訳もなく、整備された道などあるはずもない。

「うぅ……」

　少年は小さく声を漏らし、目から涙がこぼれた。山は広く、深い。あてもなく歩き回って運よく自分の村に戻れる可能性は低い。このまま山の中を迷い続ければ、自分は衰弱して死ぬだろう。少年にはそれが分かっていた。

　小さな失敗と不運は、そのまま死に直結する時代であった。

「グルルルル……」

「……っ!?」

　少年をさらに不幸が襲う。近くの草むらがガサガサと揺れ、獣の唸うなり声が聞こえてくる。少年は驚いて身を震わせる。

「グルル……」

「…………」

　草むらの中から大きな獣が姿を現した。それは熊であった。

　体長が２メートルほどで分厚い毛皮が体を覆い、太い四肢で体を支えている。体の重みが土にくっきりとした足跡を残す。武器を持っていても撃退することは困難で、ましてや子供に勝ち目などあるはずもなかった。

　少年は怖おじ気けづいて震え上がる。足に力が入らなくなり、その場で尻餅をついてしまう。先ほどまではまだ余裕があった。山での遭難は恐ろしいことだが、どうしたらいいのだろうかと考えるゆとりはまだあった。

　しかし、突然現れた熊によってそんな余裕すら奪われてしまう。少年の置かれた状況は一瞬で変化する。山の恐ろしさに呑のみ込まれようとしていた。

「ウルル……」

「ひっ……ひぃっ……！」

　熊は低い唸り声を上げながらゆっくり少年へと近づく。少年は尻餅をついたまま、恐怖で麻ま痺ひして動かない体を引きずり、後あと退ずさろうとする。

　熊が立ち上がり、少年を見下ろす。獣は興奮しており、目が血走っている。２メートルの巨体が少年の体に影を落とす。少年の何倍もの圧倒的な大きさの肉体に、彼は目の前が真っ暗になる。

「グワアアッ……！」

「……っ！」

　熊が大きく吠ほえた。少年は死を覚悟して、ぎゅっと目を瞑つぶった。

　その時──、鈴の音がした。

　シャン、と凛り々りしい音が一つ、森の中に響く。枝葉が風に揺れる音、虫の羽ばたく音、山の中のあらゆる雑然とした音の中でその鈴の音は異質に響き、少年も熊もはっとその音の方を振り向いた

　シャンシャンと鈴の音は鳴り響く。音楽を奏でるように優雅に、綺き麗れいに音を立てる。

　その鈴を鳴らすのは一人の女性であった。16歳ほどであり、セミロングの栗色の髪に、真っ黒のローブを着ている。赤い目をしていて、あまり物が入るとは思えない小さなカバンを肩にかけていた。山を歩くには似つかわしくない服装で鈴を手に持ち、熊と少年の前に現れた。

「…………」

「…………」

　少年は呆あっ気けに取られ、今まさに命を落としかけているという状況を忘れてその女性に見入っていた。なぜか彼女から目が離せず、しかしすぐ傍そばの熊も同じようで、目の前の獲物をほったらかしにして、視線をその女性に向けていた。

「…………」

　彼女は鈴を鳴らしながら淑やかに舞い始める。体を揺らすと栗色の髪や黒いローブの裾がふわりと広がって、その所作がなんとも言えず美しかった。そして踊りながら熊と少年の間に割って入る。

　鈴が鳴る。女性が踊る。森の中で行われる異様な舞踏に、少年も熊も動けなくなっていた。

　そして彼女は肩にかけたカバンの中から一枚の羊皮紙を取り出した。そこには円を基調とした複雑な文様が描かれている。それを見た少年の頭の中に『魔法陣』という単語が浮かんだ。

「はいっ……」

　彼女はその羊皮紙を土の上に落とし、足でぐっと踏み込んだ。すると描かれた文様が淡い光を発し始めた。

　その光を受けてか、熊の血走った目が和らいでいく。２本の足で立ち上がっていた体を小さくし、熊はまた４本の足を地に付けた。獲物に興奮しきった様子は鎮まり、ただ穏やかにその女性の目を見つめている。

　熊はおとなしくなった。

「よしよし、いい子いい子……」

「クルル……」

　熊の鼻の頭を優しく撫なで、その後に顎の下を軽くくすぐった。熊は気持ちよさそうに目を細める。彼女は穏やかに微ほほ笑えみ、その様子を見て少年はただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　彼女は熊の殺気を和らげ、そっと言った。

「ほら、巣にお帰りなぁ」

　そしてカバンの中から一切れの干し肉を取り出し、熊に与える。まるで彼女の言葉を理解したかのように熊は小さく頷うなずき、それをくわえて身を翻した。

　ゆっくりと熊が去っていく。その後ろ姿には怯おびえも興奮もなく、撃退とか討伐とは全く違う決着だった。

「ふぅ……」

「…………」

　黒いローブの女性が小さなため息をつく。少年は驚きに包まれ、何も言葉を発することができない。彼女は少年の方に振り返り、軽く笑いかけ。

「君は山の麓ふもとの村の子かな？　山から戻って来ないって、皆が心配していたよ？」

「……あ、はい」

　少年は知っていた。その黒いローブ姿、羊皮紙に書かれた魔法陣、熊の殺気を和らげた謎の一連の行動。それらを見て少年の頭の中に一つの単語がよぎる。

　魔女──。目の前の女性がそういう存在であることを少年は知っていた。

「あたしの名前はアオイ。何度も君の村にお邪魔しているんだけど、知ってるかな？」

　そう言って、アオイと名乗った女性は尻餅をついたままの少年の手を取り、ゆっくりと引っ張り上げる。

　少年は一人の魔女に命を救われた。




「ありがとうございました！　魔女様……！」

「村の子供を守っていただき、本当に感謝いたします……！」

「そ、そんな大おお袈げ裟さな……」

　大人たちはアオイと名乗る魔女に深く頭を下げていた。村で取れた作物などを彼女の前に並べ、謝意を示している。それを受けてアオイは困惑していた。

　ここは山の麓の村である。山で遭難した少年はアオイに連れられ、無事に村へと帰ってきた。都心部から大きく離れた片田舎であり、自然が豊かな村であった。

　魔女のアオイはその村から依頼を受け、少年を捜索していたのである。

「魔女様、あの、助けてくれてありがとうございました……！」

　助けられた少年がアオイに近づき、頭を下げる。アオイは軽く微ほほ笑えんで、少年の頭を撫なでた。

「次からはあまり山の深くに入っちゃダメだぞ？　あと、『様』なんていらないから」

「……そうなの？」

「こら、お前、ダメだぞ？　魔女様には敬意を払わないと！」

「ははは……」

　大人に言われて少年は縮こまり、アオイは困ったように笑うしかなかった。

「魔女様、どうして僕を見つけることができたんですか？」

「ん？」

　少年は質問する。山は広大で深い。そして周囲は木々に囲まれて視界が悪い。その中から人一人探すのは至難の技だった。

　それでもアオイは少年を見つけることができた。少年はそれが不思議だった。

「それはね、人探しの術を使ったから」

「……人探しの術？」

　アオイがそう言うと、少年は首を傾かしげる。

「そう。こういう事態に備えてね、この村では一人一人の切った髪を保管してるんだけど、それを使えば、あたしたちならその人がいる方向が分かるようになるの」

「……す、すごい！　魔法みたい！」

「いや、本物の魔法なんだけど……」

　少年は目を輝かせ、アオイは難しい顔をした。

　魔法の存在は、広く世に知れ渡っている訳ではない。「魔法」「魔女」など、そういう単語は聞いたことがあるが、世界中のほとんどの人がそんなのは嘘うそっぱちだと思っている。実際、魔法が使えるなどという人が現れても、大半が嘘八百であった。

　しかしごく少数、アオイのように本物の魔法が使える人間もいた。そういう者たちは世間から身を隠し、ひっそりと生きていた。

　嘘やデタラメが飛び交い、世間では魔術は危険視され、魔女裁判や異端審問が行われている。本物の魔術は危険ではないのだが、そういった世間の火の粉から逃れるためにアオイたちのような魔女や魔術師は隠れるように生きていた。

「じゃ、じゃあ魔女様！　熊！　熊を追い払ったのはどうやったんですか？」

「あれはね、熊と心を通わせたの」

　しかし、それでもこの村のように魔女の存在をよく知り、助け合って生きている村は存在した。長い年月をかけて信頼を築き合い、魔術師たちと共存して生きる村であった。

　村は魔術師から魔法の恩恵を受け、魔術師たちは対価として村で作られた作物や日用品などを受け取る。持ちつ持たれつ、足りないものを補い合って生きている。魔術師たちの歴史は長く、彼らとの交流のあるいくつかの村は百年以上、何代も代替わりしながら信頼関係を築いてきた。

「あの鈴の音と舞いは儀式でね、魔法陣と合わせて発動するタイプの魔法なんだよ。動物の感情がある程度分かるようになるし、こっちの考えも少しだけど伝えることができるようになるの」

「熊と会話ができるようになるの!?」

「いや、会話なんて繊細なものじゃなくて、もっと大まかなもので、感情が大体分かる、って程度かなぁ……」

　魔術は万能ではない。何も知らない世間は魔術のことを危険視して恐れていたのだが、魔術ができることは限られていた。

　それでも人が普通に暮らすために役立つ技はたくさんあった。正しい魔法は危険なものではない。本物の魔術師たちはそれを理解しているが、世界はそうは考えなかった。

「魔女様！　ありがとうございました！」

「もう迷うなよぉ？」

「うん！」

　そうしてアオイは別れを告げ、そこを離れた。

　村は広大な畑地に囲まれており、村人たちがその畑でせっせと仕事をしていた。小麦はまだ小さな芽を出したばかりで可愛らしく、畑で育てられている野菜はよく葉を茂らせており、風が吹く度にその広大な緑が揺れて踊っていた。

　村の背後には高くて険しい山がいくつもそびえ立っている。その山々を越え、そしてその中に隠れるようにアオイたちの里がある。大自然がアオイたちの住む魔術師の里を一般社会から隠すベールとなっていた。

　アオイは自分たちの里を隠しているその大きな山を下からぼんやりと眺めながら、ゆっくりと村の中を歩く。村の土地の大半は畑であり、その間をアオイは歩いていく。

「あ……」

　芽を出したばかりの小麦畑の中に、一人の女性が立っているのを見つけた。彼女は小麦の芽をなるべく踏まないようにしながら、ゆっくりと神に捧げる舞いを舞っていた。見えにくいが、足元の土に小さな魔法陣が刻まれている。

　アオイと同じような黒いローブを着ており、赤い目をした女性だった。金色の長いストレートの髪をなびかせて、真剣な顔をして畑に祝福の魔法をかけていた。

　アオイと同じ魔術師の少女であった。

「…………」

　畑の脇で幾人かの村人が、その魔術師の少女の舞いを見ていた。アオイもその人だかりに紛れて同郷の少女を眺めていた。

　そして、しばらくするとその金色の髪の少女の動きが止まった。

「ふぅ……」

　彼女は一息ついてから、村人たちの方を見る。村人たちは魔法の儀式が終わったのを悟り、喜びの声を上げた。

「これで今年も安泰だ！　ありがとうございます、魔女様！」

「魔術師様たちの魔法がかかれば、本当に作物が病気にかかりにくくなるからな」

「いえいえ……」

　村人に褒められ、金髪の少女は照れくさそうに笑う。そこに、アオイが声を掛けた。

「イリアスー！」

「あ、アオイ……」

　畑の中に立つ金色の髪の少女はイリアスといった。アオイと同じ里に住む魔女で、彼女と同い年の親友であった。

　イリアスは村の作物に魔術的な祝福をかける仕事をしていた。儀式を通じて畑に魔力を流し、作物が病気に侵されず大きく育つよう、まじないをかけていた。

「あとどのくらい作業残ってるー？」

「あ、ご、ごめん……。まだいくつか畑を回らないと……。もうちょっと待ってて？」

「いや、あたしもまだ少し仕事残ってるから、ゆっくりでいいよー」

「あ、う、うん」

　アオイが畑の外から手を振り、それにイリアスは小さく頷うなずいた。村人たちが畑の中に入り、イリアスに感謝の言葉を述べる。

「ありがとうございます、魔女様。これで今年の作物も立派に育ちます」

「い、いえいえ……。私たちにできることはまじない程度のものです。背中を押すことはできますが、毎年よく作物が育つのは皆さんのお力ですよ」

　イリアスはそう言って、村人たちに微ほほ笑えんだ。その姿を横目で見ながら、アオイは次の仕事場へと足を向けた。

　アオイは占いによって未来の天候を読む。近々雨の降る日とその量、気温、これから訪れる冬に降る雪の量などを占い、予測する。天候が荒れると村の作物や家畜に直接大きな被害が出てしまう。天候が予測できるのならそれに応じて様々な対策が立てられる。天気の予測は村の生命線を支えることと同義であった。

「ふぅ……」

　そうしてアオイの仕事も一通り終わる。気が楽になり、イリアスを探しながら村をぶらぶらとする。青々とした空は高く、気持ちのよい風が吹く一日であった。

「あ、イリアスこんな所にいた」

「あ……アオイ、仕事終わったの？」

　村の集会場の近くでアオイはイリアスを見つけた。

　イリアスは草の上に腰を下ろし、声を掛けてきたアオイを見上げる。そのイリアスはたくさんの子供に囲まれていた。

「姉ちゃーん！　姉ちゃーん！　もっと歌！　歌教えてくれよー！」

「お姉ちゃーん、もう歌ないのー？」

「え？　あ、ちょ、ちょっと待って……？　引っ張らないで……？」

　イリアスは村の子供たちに歌を教えていた。その子供たちにせっつかれたり、服を引っ張られたりしている。

「おーおー、やってるねぇ。イリアスはいつも子供たちに歌教えているねぇ」

「ア、アオイ……、ごめん、ちょっと待って……？」

　イリアスは趣味で歌を作っていた。魔術の仕事とは関係なく、自分で歌を作り、それを近隣の村の子供たちに教えるボランティアのようなことをやっていた。娯楽の少ない農村部の子供にとって遊びや歌は貴重な存在であり、子供たちはそれを教えてくれるイリアスを慕い、群がっては揉もみくちゃにしていた。

「なははは」

　子供たちに揉みくちゃにされて困っているイリアスを見て、アオイは笑う。

「ご、ごめん、アオイ。もう帰る仕度するから……」

「えー!?　姉ちゃん、もう帰っちゃうの!?」

「歌、歌を教えてよー！」

「で、でももうアオイが待ってて……」

　逃がさないとばかりに子供たちはイリアスにしがみつく。

「ええよ、ええよ。あと一曲ぐらい。ゆっくり教えてやんなよ」

「……アオイ、ありがとう」

　困り顔でアオイの方を見るイリアスに対し、アオイはへらっと笑いながら手をふらふらと振り、歌を教えてやんなとジェスチャーをする。イリアスは申し訳なさそうに苦笑し、小さく頷うなずいた。

「じゃ、じゃあ、あと一曲だけだよ……？」

「わーい！」

　イリアスがそう言うと子供たちの歓声が上がる。アオイは子供たちの集団から少し離れた建物の壁にもたれ、遠巻きにその様子を眺めていた。

　イリアスは歌いだす。
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　透き通るような美声が風に乗って響き始める。子供たちは彼女の歌にじっと聞き入り、すぐにその場で後に続けて歌いだす。イリアスの綺き麗れいな歌声と子供の無む垢くな声が混ざって響き、アオイは仕事終わりのお酒を軽く飲みながら、その和やかな歌を聞いていた。

　麦畑からぽつぽつと生えた小さな芽の緑と、山々の深い緑の中に金髪の少女の歌声が染み渡っていく。美しい声と子供たちの朗らかな声が広い自然の中に溶け入っていく。

　イリアスは無邪気な子供たちに服を引っ張られたりしがみつかれたりして、困ったように笑いながらも歌を歌う。アオイは寛くつろぎながら、親友の綺麗な歌をゆったりと聞いていた。

　イリアスが歌い終わった。

「ふぅ……。皆どうだった、この歌？」

「良かったー！」

「ありがとう、お姉ちゃん！」

　子供たちは目を輝かせながらイリアスにお礼を言い、彼女は照れくさそうにしながら微ほほ笑えんだ。

「でももっとかっこいい歌も聞きたいー」

「都会のお歌教えてー！」

「魔女様ー、都会で流は行やってる凄すごいお歌教えてー！」

「[image: ]っ……？」

　農村部の子供たちは都会に強い憧れを持っていた。好奇心が強く、イリアスの作った歌だけでは飽き足らず、都会で聞かれている曲も聞きたいとねだっていた。おそらく一生都会に行くことなどないだろう田舎の子供たちにとってその興味は当然のことで、何でも知っている博識な魔女様にそれをねだるのは仕方のないことであった。

　しかし、イリアスの表情は固まり、額から汗が垂れた。

「ちょ、ちょちょ、ちょい待ち……！」

　困った友の姿を見て、アオイが近づいて助けに入る。

「いいかい？　よく聞きなさいな、お前たち。魔女は都会のことなど何も知らない。むしろ魔女という存在はお前たちよりも都会から縁遠い」

「えー？　なんでー？」

　子供たちは無邪気な疑問の声を上げる。

「それは……捕まっちゃうからだよ……」

「魔女狩り、恐いもんね……」

　魔術師たちは普通、魔女狩りや異端審問から逃れるため、人目に付かない山の中で隠れるようにして日々を過ごしていた。

「大抵の魔術師たちは、山しか知らず死んでいく……」

「流は行やりの服とか、一生着る機会ないよね……」

「都会にはケーキというおいしいお菓子があるらしい……」

「私たちは一生口にする機会なんてないけどね……」

「都会で流行ってるものとか、むしろあたしたちが教えてほしいくらいだよ……」

　魔女二人は青い顔をしながら絶望にまみれた声を発していた。隠れ潜んで生きるしかない業を背負った者たちの哀愁がそこにあった。

「魔女様だっせー」

「うっさい、うっさい！　気にしていることを言うんじゃないっ……！」

　子供の非情な一言にアオイは少し大きめの叫び声を上げる。

「あたしたちだって都会のおしゃれな服とか着てみたいんだーっ……！」

「魔女様だっせー」

「くそおおおおおぉぉぉぉっ……！」

　朗らかな様子がどこまでも広がる小さな村の中の、暖かな昼下がりのことであった。

　イリアスの歌を教える時間も終わり、魔術の仕事も終え、二人は帰宅の準備を始めていた。麦や酒、衣料品など、仕事の対価に村人からもらった物資を馬車に詰め込み、アオイとイリアスはこの村から離れようとした。

　そこで、見送りに来た村の長に声をかけられた。

「魔女様……」

「はい？」

「近頃魔女狩りの動きがさらに高まっているようです。どうぞお気を付けくださいませ……」

「…………」

　村長はうやうやしく礼をし、その言葉にアオイたちは小さく息を呑のむ。そちらもお元気で、と短い返事しかできなかった。

　馬車を走らせて二人は村を後にする。アオイたちの仕事は滞りなく終了した。
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　険しい山々の間に、ひっそりと隠れるように存在する小さな隠れ里があった。山にはオークの木が生い茂り、枝葉を広げて周囲を緑の葉で覆っている。

　足で踏み固められただけの道なき道を進み、アオイとイリアスが山を抜けるとその小さな隠れ里に辿たどり着く。

　五十人ほどが住む小さな里であり、四方を山に囲まれているため人目につかない。国もその存在を知らないひっそりと佇たたずむ里であった。

　そこは魔術師の里であった。異端と称され、大手を振って生きることができない人たちが集まり、そこで秘かに隠れて生活をしていた。

　人口の割には歴史の長い里であって、建物や設備は長い時を経て重厚感があり、夏には原っぱにエーデルワイスの白い花が咲き誇るのだった。

　そしてその里の中央には、ひときわ枝葉を大きく広げた大樹がそびえ立っていた。

「よぅ！　お帰り！　今帰ったのか？」

　村の倉庫近くに馬車を止めると、アオイとイリアスの二人は馬車の外から声をかけられた。女性の低く張った声であり、二人は扉を開けて顔を出した。

「ベルディ」

「おぅ、アオイ、イリアス。お疲れさん」

　そこには二人と年の近いベルディという友達の姿があった。

　ベリーショートの黒髪で、日焼けした健康的な小麦色の肌の少女であった。魔術師の里における仕事は主に狩猟であり、山に入ってはたくさんの獣を獲り、里の皆の食糧を調達している強い少女であった。

「長旅ご苦労さん。一週間ぐらいいなかったんだっけか？」

「何日だっけ、イリアス？」

「え、えぇっと、六日だよ。二つ村を回ったからね」

　山道は移動しにくく、村は遠く、アオイたちは近隣の村に着くまで数日移動に費やすのが常であった。

「倉庫に馬車の荷物を入れるんだろ？　手伝ってやるぜ？」

「あ、ありがとう、ベルディ。助かるよ」

「わはは！　机ばっかりに向かっている貧弱な魔女様たちじゃ、すぐに息切れしちまうからなぁ！」

「山ばっかりに入ってる筋肉馬鹿とは一緒にしないでくれぇ」

　軽口をたたき合いながら仕事で得た荷物を里の倉庫に運び込む。ベルディは力持ちで重労働もラクにこなすが、アオイとイリアスは顔を赤くして重い物を必死に運んだ。

　そうして馬車の中も空となる。冬がだんだんと近づいており、里の倉庫の中は備蓄の食糧で満たされようとしていた。

「あ、アオイお姉ちゃん、イリアスお姉ちゃん、帰ってきてたんだ」

「お帰りなさいー」

「ん？　あぁ、ただいま、皆」

　倉庫の入り口から中を覗のぞき込むようにして顔を出したのは里の子供たちだった。10歳ほどの小さな子供たちで、帰ってきたアオイとイリアスを見つけて声をかけてきた。倉庫への荷運びの仕事も終わり、アオイとイリアスは子供たちの傍そばに寄って軽く頭を撫なでた。

「アオイ姉ちゃん！　イリアス姉ちゃん！　魔法教えて！　分かんないとこがあんの！」

「えぇ？　今ぁ？」

　男の子が帰って来たばかりのアオイの腕を捕まえてぐいぐいと引っ張る。里の外では魔術というものは異端の術として扱われているが、この里では日常生活にも役立つ、あって当然のものだった。

　この子供たちは本格的に魔法を教わり始めたばかりであり、アオイもイリアスもよく年下の子供たちに魔法を教えていた。

「ベルディ姉ちゃんバカだから、聞いても全然分かんないの！」

「あっ！　てめぇ、このやろ！　喧けん嘩か売っとんのか!?」

　子供の容赦ない言葉の暴力にベルディは怒った。彼女は勉強が苦手で、魔法はからっきしであった。その代わり狩猟の腕は抜きんでており、魔法の下手さを補って余りあるほどの仕事をこなしていた。

「魔法教えて！」

「教えて！　教えて！」

「あー、もう、分かった分かった。ほら、少しだけだぞ？」

　アオイたちは子供たちに寄ってたかって抱きつかれ、揉もみくちゃにされる。二人に「お帰り」と挨拶をしにきたのは、帰ってきたことへの歓迎というよりも、自分たちの都合を優先させたのに他ならなかった。

　アオイとイリアスは子供たちにぐいぐい引っ張られるが、ベルディは放置されていた。

「それで、どこが分からないのかな？」

「えっとね、何度やっても火が燃えないの！」

「火？」

「火……？」

　子供たちの訴えにアオイとイリアスは目を丸くする。子供たちはアオイたちを引っ張り、地面の土にいくつもの魔法陣が描かれている場所に連れてきた。子供たちが勉強のために描いた魔法陣であった。

「魔法で火をぼうって燃やしたいんだけど、全然できないの！」

「どこが悪いのか分からないの。見てください！」

「火……火ね……」

「火かぁ……」

　子供たちの質問に対して、二人はなぜか苦笑いをしていた。

「アオイお姉ちゃん、イリアスお姉ちゃん、魔法での火の付け方教えて？」

「…………」

　子供たちは純粋な眼まな差ざしで年上の二人を見上げている。大きなお姉ちゃんに質問すれば何でも答えが返ってきて、自分たちも魔法の火を付けることができると信じきっているようだった。

「あー……」

「えぇっと……」

　しかし当のアオイとイリアスは困ったように頭を掻かいて、言葉を濁していた。

「魔法陣を修正する前に……ちょっと魔術についてお勉強しようかな？」

「お勉強？」

「そう。魔術が持っている本来の役割についてね……」

　イリアスが説明を始め、アオイは傍そばに落ちていた木の棒を拾って、地面に人魂や神様の絵を描き始めた。それは魔法陣などではなく、ただの簡単な絵であった。

「魔術はね、火を灯ともすのが苦手な技なの」

「苦手？」

「そう。魔術はね、魂とか運命とか、目には見えないものを扱うのが得意な技なの」

　イリアスは語る。

「本来魔術というのはね、生命、霊魂、精神、運命、神性など、非物質、非エネルギーに関する超自然的な事象を視みることが得意なものでね、そういったものの流れをほんの少しだけ扱わせてもらうための技なんだよ」

「……？」

「だからね、火を灯すとか物を曲げる、土を動かすといった、エネルギーや物質的な事象を操ることは不得意でね、魔術は本来そのように使うものではないの」

　イリアスの説明に子供たちは首を傾かしげる。アオイは火の絵を描いてはそこにバツ印を付け、逆に人魂や神様の絵の傍に丸を付けた。

「どういうこと……？」

「えっとね……簡単に言うと……、魔術は火を付けるのが苦手で、占いをするのが得意なの」

「占い……？」

「そう、占い。運命を予想する占いとか、心とか、目には見えないものを扱うのが本当の魔術なの」

　アオイは地面に人の目の絵を描き、そこから火の絵に向けて矢印を書いた。そしてその傍そばにまたバツ印を付ける。火のように目に見えるエネルギーは、魔術で扱うには適さないと示そうとしていた。

「魔術はね、生命、霊魂、精神、運命、神性に関わる超自然的な事象に関することが得意で、だからそれらに関わる医術、薬学、占い、呪まじない、心療、思念などを扱うことに大きな効果を発揮するものなの」

「薬に魔法をかけて効果を強くしたり、占いによって運命を視みたり、作物に祝福の魔法をかけて成長を促進したりすることが魔術の本質なんだよ」

「…………」

　二人の説明を聞いて子供たちが目をぱちくりとさせ、アオイは説明を重ねる。

「魔術師たちの歴史は長いからねぇ。三千年近くの歴史を積み重ねて、先人がこつこつと術式を編み出し、試行錯誤を経てその知識が自分たちに細々と伝わっているんだよ。目には見えない超自然的な現象を相手にしてるからね。魔術は論理的な進歩が難しく、経験則によってゆっくりと進歩をしてきた分野なんだよ」

「…………」

「魔術は難しいからねぇ。だから最初は火を灯ともすとか物を動かすとか実利的な魔術の練習は避けて、占いなどの勉強から始めるべきなんだよ。分かった？」

「…………」

「や、やっぱり難しかったかな……？」

　子供たちは目をぱちくりさせながら口をあんぐりと開けている。イリアスは困り顔を見せた。

「分っかんねぇ！」

「……あんたは分かってないとダメなんだって、ベルディ」

　真っ先に反応したのは子供たちでなく、その傍にいた狩人のベルディであった。大きな子供の反応にアオイとイリアスは肩を落とす。ベルディは眉間に皺しわを寄せながら腕を組んでうーんと唸うなった。

「いや、もう、何度聞いても昔から細かい事をねちねちねちねち……。四の五の言わず、でっかい炎ばーんと打ち上げればいいじゃねえか？　なぁ？」

「だから、それは難しいんだってば……」

「バーカ、ベルディ、バーカ」

「てめぇ、アオイ、この野郎」

　ベルディは難しいことは苦手であった。子供たちは首を捻ひねりながらアオイとイリアスが言ったことを頭の中でゆっくりと考える。

「じゃあ……魔法で火は付けられないんだぁ……」

「そっかぁ……なんだぁ……」

「う……」

　子供たちは少ししゅんとする。魔法を勉強し始めたから魔法で凄すごいことをしてみたいという思いがあったのだが、それができないと断じられて少し悲しい気持ちになっていた。

　その落ち込んだ様子を見て、アオイたちは何か申し訳ない気持ちになってくる。

「ま、まぁ……火を灯ともすのは難しいってだけで、できない訳じゃないけど……」

「え……？」

「できるの？」

「ま、まぁ、頑張れば……」

「ほんと!?」

　子供たちのきらきらした目がアオイに向けられる。

「わ、分かったから、これ見たら普通に占いとかの勉強から始めるんだぞ？　今からやるのは魔術の邪道なんだからね!?」

「うん！」

「アオイお姉ちゃん、頑張れー！」

　アオイは手に持っていた木の枝でがりがりと土を削り、地面に大きな魔法陣を描いていく。大きな円の中に複雑な文様を描き入れ、直径２メートルほどの大きな魔法陣が出来上がる。

　さらにアオイはその前後左右に別の魔法陣を描き、魔法陣の円と円の一部が重なり合う複合の魔法陣が出来上がった。子供たちやベルディにもそれが複雑な魔法陣であることは理解でき、さらにアオイは近くの木からナイフで枝葉を切り取り、それを魔法陣の周辺の土に突き刺した。

「え……？　この魔法使うの？　あ、危なくないかな……？」

　書かれた魔法陣を見て、それだけで何の魔術を使うのか理解したイリアスは不安そうな声を出す。

「大丈夫大丈夫、平気だって」

「う、うーん……。そうかな……？」

　しかしアオイは軽く返事をしながら作業を進める。イリアスは困ったように唸うなるが、アオイの手は止まらなかった。

　いくつもの円が重なる大きな魔法陣が完成した。

「じゃあいくよー」

「うん！」

　アオイは魔法陣の中央に立って、手に持っていた木の枝を空高く真上に放り投げた。

「ほいっ！」

「わぁっ……!?」

　投げられた木の棒は空中でいきなり大きな炎に包まれた。木の棒の内側から炎が溢あふれ出るように燃えて、弾けて分裂した。バチバチと音を鳴らしながら火の子を飛ばし、燃えながら壊れていった。

　それはまるで小さな花火であった。木の棒は火を纏まといながらさらに弾けて分裂を続ける。火の子を周囲にまき散らしながら、また壊れては分かれていく。

「すごい！　すごいよ、アオイお姉ちゃん！」

「ふははは！　どうだい!?　こんなことできるのはほとんどいないんだからね！　ちょっとはあたしを尊敬しなさいな！」

　地面に落ち切る前に木の棒は全て燃え尽きて、灰となっていた。イリアスは準備良く井戸から水を汲くんできており、ぷすぷすと煙を出す灰に水をかけていった。

　子供たちは今の小さな花火に驚き喜び、頬を赤く染めている。それを見てアオイも満足げに笑みを浮かべた。

「……もう一度言っておくけど、これは魔術にとって邪道。まずはちゃんと占いや薬作り、まじないから始めるんだぞ？」

「うん！　分かった！」

「すっごく勉強を頑張れば、いつかこういうこともできるようになるから。それまでは基本を頑張りなさいな」

「はーい！」

　子供たちから良い返事が返ってくる。いつか自分たちもこういうことをするんだと、やる気に満ちていた。

「ひゃー！　いつ見てもこの花火はおもしれえな！　もう一回やってくれよ、アオイ！」

「……やだ。めんどい」

「えー」

　駄々をこねているのはアオイと同年代のベルディだけであった。

「こらー！　今の炎は何だぁっ……！」

「げっ!?」

「里さと長おさっ……！」

　空に高く上がった炎を見て、額に青筋を立てながらこの里の長がやってきた。腰が曲がり、杖つえをつく老年の男性であった。

「大きな炎など上げおって！　森や里に燃え移ったらどうするつもりじゃ！」

「逃げろぉっ……！」

「あぁっ!?　お前たち、卑ひ怯きょうだぞぉっ!?　お前たちが炎を見せてくれって言ったからやったんじゃないかぁっ……!?」

「待て！　逃げるでないぞぉっ！」

　一目散に逃げる子供たちにアオイたちは戸惑った。彼女たちは成人であり、里の仕事を任される身となっているため、里さと長おさの制止に対して逃げるわけにはいかない。だがそんなことはお構いなしに子供たちはあっさり逃げ去った。

　里長が彼女たちに近づき、厳しい目が三人を射い貫ぬく。アオイとイリアスとベルディはこの後の長い説教を思い、どんよりと暗い顔になったのであった。




「それで……今回の村での仕事は上う手まくいったんじゃな？」

「はい……」

「はい……」

　里長の家の中で、アオイ、イリアス、ベルディの三人は正座をしながら反省させられていた。今回も仕事はスムーズであったというのに、危険な魔法を使ったために里長から大目玉を食らっていた。

　もし山火事なんて起きたら里を捨てなければならなくなるし、火事の炎で目立ってしまっては里の秘匿性が薄れて注目されてしまう。怒られるのは仕方のないことであった。

「アオイ、ベルディ、お前たちは昔からいつもいつも悪戯いたずらばかり……。成人なんじゃから少しは落ち着かんか」

「はい……」

「はい……」

「イリアス、お前はこいつらの抑え役じゃろうが。いつもこの二人に押し切られているでない」

「わ、私、この二人の抑え役になった覚えなんて……」

「返事」

「はい……」

　いつも二人に振り回されて割を食っているのはイリアスであった。

「まぁ、仕事の方は文句なくこなしてきたようじゃの。お前たちは性格に難はあるが、能力は優秀じゃ。その若さでもう一人前の仕事をこなす」

「へへ……」

「照れるぜ……」

「ちょ、ちょっと待ってください！　わ、私は普通です……！　アオイとベルディと同じくくりで性格に難ありって、違うと思います……！」

「連帯責任じゃ」

「ひ、ひどい……」

　イリアスはがっくりと肩を落とす。アオイとベルディの幼馴染おさななじみであるがために、彼女は何度も損な役割を負わされてきた。両脇のアオイとベルディが慰めるようにイリアスの頭を撫なでるが、元凶二人に慰められても嬉うれしくなかった。

「それで？　村で何か気になる話とかはあったかの？」

「あ、は、はい、大きな事が……」

　里さと長おさは情報を求めた。この里は閉じられた里であり、普通に生活しているだけでは外の情報は入ってこない。外の村に出て仕事をする際に、最近の国の様子、周辺地域の情勢などの情報を得ることは外に出る者の大切な務めであった。

「つい先日この国の国王が亡くなり、王位は長男のグレスドリーが継ぐことになりました。グレスドリー７世の誕生です」

「グレスドリーか。彼は確か……」

「はい、近年異端審問や魔女狩りに力を入れていて、暴走気味とされている人物です」

　それを聞き、里長は眉をひそめた。

「具体的な動きはまだですが、どうやら異端審問官を増やして権限を強くすると公言しているようで、世間では罪のない一般市民まで巻き込まれてしまうのではないか、と心配の声が上がり始めているようです」

　イリアスは聞いてきたことを説明する。

　これまでの歴史でも魔女狩りや異端審問は世界各地で行われており、それにより多くの犠牲者が出てしまっていた。そのほとんどは魔術とは関係のない人で、たくさんの人が無実の罪で処刑されてきたのだ。

　しかしその中には少数だが本物の魔術師も含まれていた。

　この里とは違う場所に隠れて、ひっそりと生活をしていた者たちが魔女狩りにより炙あぶり出され、教会に粛しゅく清せいされていった。故に、魔術師は元々数の少ない存在であるのだが、その数をさらに大きく減らしていた。

　異端審問と魔女狩りは厳密には別種のものだが、時代の流れはそれらをほとんど同一視し、新しく国王になった男はその両方に力を注ごうとしていた。

「魔女狩りに力を、か……。嫌な人物が国王になったものじゃな……」

「改めて言う事ではありませんが、世間一般の考えている魔術と私たちの使う魔術は全くの別物です。しかし、それらは異端審問官には関係ありません。今後の動きに注意するべきです」

　本物の魔術というのは霊魂や運命などの流れを視みて、占いをするといった程度のものである。世間の考える魔術と本物の魔術は大きく乖かい離りしていた。

「あたしら、悪魔なんて召喚できないのになぁ……」

「結局のところ、魔女狩りというのは集団ヒステリーが生み出す幻影による暴走じゃ。理屈は通らん」

　病気や飢き餓が、戦争などによる苦しみが、人々に残酷な犠牲を求めさせていた。

「ふぅむ……」

「…………」

　里さと長おさは自分の顎あご髭ひげを擦さすりながら体を傾け、小さな息を漏らした。イリアスは不安そうに聞く。

「まさか、この里を離れたりすることとか考えていらっしゃいますか？　里長？」

「ふぅむ……、それも検討してはいるんじゃが……」

　里長は思案しながらゆっくりと答える。

「現実的に考えると、それも難しいと思われるのぅ。国外に逃げたところで上う手まく身を潜められる場所が都合よくある訳ではないし、完全に安全とは限らんしの」

「……魔女狩りの被害は国外にも広がっていると聞きますしね」

「それにこの里は千年の間、外から見つかっていない。むしろ外に出たら危険な目に遭う可能性の方が高いしのぅ」

「そうですね」

「あと……里を出て国外に逃げようとするなら、年寄りは見捨てねばならん。長距離を歩く体力なんてもうないしの……」

「…………」

　そう言って里長は自分の足をさする。彼の言う年寄りには、もちろん自分も含まれていた。

「それに……」

「…………」

　里長がおもむろに窓の外を見る。それにつられ、彼女たち三人もこの部屋の外の光景を眺める。

「神樹様を見捨てるわけにはいかんしの……」

「神樹様……」

　窓の外には大きな大きな木が立っている。幹は太く、物々しくうねり、枝葉が天に向かって高く伸びている。里の中央に威風堂々と鎮座しており、樹齢千年を越えてなお、生命力豊かに葉を茂らせ、命の力強さを見せつけていた。

　この里で神樹として敬われ、崇あがめ奉られている大樹であった。

「里の歴史は神樹様の歴史じゃ。千年もの間、この小さな小さな魔法の里を見守り続けてくださっていた。いまさらこの方を見捨ててよその土地に移る訳にもいくまいて」

「…………」

「だが……」

　里さと長おさは続ける。

「それでも何より、まずは若い者の命が最優先じゃ。移れる見込みがあるなら里を移そう。そのためには、まず身を隠せる土地を探さねばならんな」

「……いいのか？　里長？」

「良いのじゃ。子供たちの命のためならば、神樹様も許してくださるさ」

　里長は穏やかに笑って目の前の三人を見る。彼女たちはこそばゆい気持ちになる。そして里長はまた神樹の方にゆっくりと顔を向けた。

「儂わしら年寄りは無理じゃ。もう長く歩けんし、長く神樹様と生きてきた。たった六十年……、神樹様の命に比べればか細いものじゃが、それでも儂らはもう神樹様と離れられん」

「…………」

　その言葉を聞き、三人は口を噤つぐむしかなかった。この里を捨てなければならないということは、里長や年配の者たちをも捨てなければならないということなのだ。

　この里の年配者たちがどれだけ深く神樹様を崇あがめているか知っている。長く生きれば生きるほど、敬ってきたものを捨てることなどできなかった。

「……教会が魔術師を追い詰める、か……」

「……あたしたち、同じ宗教を信仰する者たちなのにね」

　教会は魔女たちを邪悪な異端者と決めつけているが、この里ではこの国に住む人たちと同じ宗教を信仰し、変わらない慣習の元に生活してきた。むしろ魔術という神秘を扱っていることもあり、魔術師たちは普通の人よりも信心深い傾向にあった。

　信心深い者が異端視される。皮肉な話であった。

「とりあえずは様子見じゃ。最悪この里を捨てることになったとしても、もうすぐ冬が来る。結局のところ、今は動けん」

「そうですね」

「まぁ、不安なことについてばかり話したが、この里は千年近く外から見つかっていない。この内側にこもっていればほぼ安全なはずじゃ」

「……そうですね」

　里長の言葉にアオイは頷うなずく。しかしそれはどこかぎこちなかった。

「そうだと、いいですね……」

　心の中の不安が滲にじみ出るように、アオイは小さく呟つぶやいた。




　夜、暗い空に星が輝いている。紅葉の赤と樹葉の緑に色づいていた山が一転して黒色に染まっており、星によって淡く光る空の闇と山の黒色が里を包み込んでいる。里はほぼ寝静まり、家の中の小さな明かりが外に少し漏れる程度の光しかなかった。

「ア、アオイ？　まだ起きてる？」

「おう、アオイー。遊びに来たぞー」

　夜のためか、イリアスは恐る恐るというようにアオイの部屋の扉を開け、ベルディはあまり気にせず元気よく中に入っていった。

　部屋にはランプの赤い火がぼうっと灯ともっている。それは部屋全体を照らせるほど大きな光ではなかったが、魔法陣を研究するテーブルの上を照らすには十分だった。

「ん？　お二人さん、どうしたの？」

「こ、こんな夜遅くまで明かりが漏れてるから……お茶、淹いれてきたよ……」

「オレは干し肉持ってきたぜ」

　アオイはテーブルの前に座り、顎に手を当てながら考え事をしていたところだった。ランプ一つの明かりしかない暗い部屋の中、温かな光がアオイの顔を照らし、赤みがかっているように見えた。

「おー、サンキュー、サンキュー。お茶におつまみ、ありがたいよ」

「どう……？　研究は進んでる？」

　イリアスはお盆に乗せたお茶のコップと一口サイズに切られた干し肉の皿をテーブルに置く。暗い部屋にふわりと熱い湯気が立ち、そのお茶の香りが鼻び腔こうをくすぐった。

「いや、全然全然」

「え？　そうなのか？」

　当たり前のようにぶんぶんと手を振るアオイに、ベルディが目をぱちくりとさせる。研究は進んでいないと言いつつ、アオイはそれを全く気にする様子がない。

「今日やってるのは『転生』の魔術の研究だからねぇ。そりゃ、成果なんて上がんないよ」

「て、転生……？」

「そう、転生の魔法」

　アオイのやっている研究の内容を聞き、ベルディの頬がヒクつく。

「あたしの家が何代も続けている研究でね、死んだ人間が生前の記憶と魂を引き継いで生まれ変われるような魔術を作り上げる、って課題を抱えてるのさ」

「う、生まれ変わるって……そんなことできるのか？」

「ムリムリ。研究すればするほどムリだって思うわ、こんなん」

　アオイの机の上には『魂』と『生命』に関わる転生の魔法陣が敷かれていた。彼女の家はずっと転生の魔法について研究を続けてきた。魔術師は数は少ないが歴史は長く、何代にもわたって同じ研究を続けることは珍しくはなかった。

　しかしこの転生の魔法について、アオイはそれを無理と断言していた。先祖から受け継がれてきた難題を前にして、アオイはやる気がなさそうに頬ほお杖づえをつき、目の前の魔法陣に面倒くさそうな目を向ける。

「転生なんてムリなんだよ。魔術でできることの域を越えてるよ。こんなの、あと千年研究したってできることじゃないよ」

「千年って……。え？　じゃあなんでそんなことやってんの？」

「代々受け継がれてきた研究だから仕方なくー。正直、うちの家のお年寄り以外みんな勘弁してほしいと思ってる研究課題だよ」

　そう言ってアオイは大きなあくびをする。それを見てベルディの力が抜け、イリアスは苦笑した。

「転生の魔法は難易度が飛びぬけて高いみたいだからね……。私、アオイの家に生まれなくて良かったな、って思うよ……」

「イリアス、代わってー」

「い、嫌だよ。アオイにできないものが私にできるはずないもん」

　イリアスはぶんぶんと手を振りながら後あと退ずさった。

「しっかし、魔術は世間が思うような危ない技ではないって皆言ってるけど、『転生の魔法』なんてこと聞くとそうは思えねぇな？　めっちゃ狂ってる魔術師って感じすんだけど？」

「……こんな奇妙な研究やってるのはアオイの家だけだから……」

「あたしが家の家長になったら、即刻この研究は廃止するし」

「ほ、他の研究のほぼ全ては日常生活に役立つ普通の魔術の研究なんだからね……？　誤解しないでね？　ベルディ？」

「へぇへぇ」

　ベルディは生返事をしながら干し肉をつまんだ。

「ま、なんとなく大変なのは伝わったぞ。ほらアオイ、茶飲め、茶」

「うー」

　勧められるままアオイはお茶を飲み、行儀悪くカップの端をがじがじと齧かじった。

「はー、占いの方の研究がしたいー。やっぱあたしは占いの方が得意だし、性に合ってるなぁ……」

「占いやまじないはアオイの得意分野だもんね」

「最近、馬ば糞ふん占いっての作ったんだけど、イリアスやる？」

「や、やらない……」

「ちぇー」

　危機感を覚えてイリアスが身を引き、実験対象に逃げられてアオイが口を尖とがらせたところで、ベルディが聞く。

「で？　イリアスの趣味の歌の方は最近どうなんだ？　オレは魔法のことはよく分からねえけど、そっちの方の話なら少しは分かるぞ？」

「あ、うん、ぼちぼちかな……？　さっきも新しい曲作ってたんだ」

　イリアスは今日も里や周辺の村の子供たちに聞かせるための歌を作っていた。この辺りの子供たちはイリアスの歌を口ずさんでのびのびと育っているのであった。

「今回の仕事で行った村でも子供たちに歌教えてたよ」

「イリアスは子供受けがいいからな」

「ま、まぁ……私、子供は好きだからね……」

「オレは熊獲ってきたりすると、子供に泣かれるからなぁ」

「……獲った熊の皮被かぶって里に戻ってきたりする悪戯いたずらが悪いんだと思うけど……」

　イリアスの指摘に、ベルディはからからと笑う。イリアスは子供に好かれる性格だが、アオイとベルディは悪戯が盛んで子供たちに警戒されていた。

「イリアスには夢があるんだから、もっと胸を張って頑張らないと」

「ゆ、夢っていうほど大層なものでもないけどね……」

「なんだっけ？　自分の歌を世界中に広めて、後世まで歌い継がせ、永遠にがっぽがっぽ稼ぎたいんだっけ？」

「違うよっ!?」

　イリアスはびっくりしたような声を上げた。

「そ、そうじゃなくて……！　わ、私は自分の歌が子供たち皆を笑顔にして、そしてそれが次の世代、次の世代へと伝わって、そしてまた次の子供たちを笑顔にするような……そんな歌を作れたらいいなって思ってるだけなの……！」

「ひゃっひゃっひゃっ！」

「も、もぅ……」

　からかうように笑うアオイとベルディに対し、イリアスはふくれっ面を見せる。

「……だって凄すごいと思わない？　五百年前も六百年も前から里に伝わる歌とか多いんだよ？　その間にどれだけの子供たちがそれを歌って、笑い合ったんだろう……。私も、そんな凄い歌が書きたいな……」

「イリアスは純情だなぁ」

「全く、オレたちと一緒に育ってきたとは思えねぇぜ」

「ガキどもの笑顔に何かを感じたことはない」

「基本、自分さえ良ければそれでいい」

「すれてるなぁ……」

　ひねくれた幼馴染おさななじみ二人にイリアスは呆あきれるほかなかった。

「あたしは歌のクオリティなんて本当のところ分からないけどさ、イリアスの作った歌はなんだか、こう、ほっとする。良いと思うよ、うん」

「そ、そうかな……？」

「そうだって」

　褒められ、おどおどと困ったように笑うイリアスに、アオイは歯を見せてにかっと笑顔を向け、ベルディは小さく頷うなずく。赤く淡いランプの光が三人の顔に濃い影を落としながら、それでも僅かな明かりで自分の表情を相手に伝えていた。

「子供に歌を伝えていきたいなら、イリアス、さっさと自分で子供作ったら？」

「えっ……!?」

　イリアスの顔がかあぁっと赤くなる。

「え、いや、その……わ、私にはまだ早いかなぁって……？」

「どこがだよ。あたしたち、もう16歳だぞ？」

「この前１個下の子が子供産んだばかりじゃんか」

「うっ……いやっ……その……」

　イリアスは真っ赤になりながら慌てる。この時代では15歳前後で結婚、出産は珍しいことではなかった。

「イリアスは良いお母さんになるだろうなー」

「おう、イリアスの元に生まれた子供は幸せだろうなー」

「や、やめてよ、二人とも！　わ、私をからかってるでしょ……!?」

　狼ろう狽ばいするイリアスを見て、にやにやと笑いながら楽しむ趣味の良いアオイとベルディだった。

「そ、そういう二人はどうなの……!?　ちゃんと結婚する予定とかあるの!?」

「あたしたちがちゃんとした家庭を築けると思っているのか？」

「オレたちを嫁に欲しいなんて思う男がいると思っているとは……」

「……ごめん」

　イリアスは否定しなかった。

　彼女がため息をつき、会話に少し間が空いた。

「はー、イリアスの淹いれたお茶がうまい……」

「オレの獲ってきた肉は？」

「それもうまい」

「そうだろう、そうだろう？」

　まだ温かいお茶を飲み、アオイはふぅと口から白い吐息を漏らした。ランプの明かりだけしかない薄暗い部屋の中に、白く温かな息が淡く揺らいだ。

「ねぇ、イリアス、ベルディ」

「ん？」

「なに？」

　アオイの呼びかけに二人は反応する。

「ちょっとさ、外を散歩しない？」

「え？　いいけど、こんな夜遅く？」

「ちょっとだけさ。夜風に当たりたい気分」

　そう言って、研究で凝り固まった体を解ほぐすためにアオイはぐっと伸びをする。イリアスが窓の外を見ると、里の明かりはほとんど消え、物音ひとつしない。三人はゆっくりと部屋の扉を開き、音をたてないよう静かに外に出る。

　夜の空気が肌を撫なで、山の冷たさが彼女たちに染み入ってくる。明かりは空に輝く星々と、眠らない研究者の家から漏れる僅かな灯火だけであったが、三人は明かりなしでも外を歩くことができる。目をつぶってでも歩ける慣れた里の中であり、三人にとっては星明かりだけで十分過ぎるほどであった。

「ねぇねぇ、ちょっと……」

「え、え……？」

「おっ、いいねぇ」

　アオイは悪戯いたずらっぽい笑みを見せ、里の蔵の中へと忍び込む。そして大切に保管されている酒と酒杯を三つ、さらに酒を入れる小さな容器を一つ取り出した。

「ま、まずいよ？　蔵のお酒勝手に取り出しちゃ……？」

「少しならバレないバレない」

「そうそう、アオイの言う通り！」

　てきぱきと酒を器に注ぐアオイとベルディに対し、イリアスはおどおどと彼女たちを諫いさめる。しかしアオイとベルディの手は一切止まることはなく、イリアスがどうしようと悩んでいるうちに作業が終わり、二人は酒を抱えて暗い蔵を出た。

　そして、神樹である樹齢千年を越える大樹の傍そばに歩み寄る。三人はその木の根に腰を掛け、大きな幹に背中を預けた。

　夜の風に晒さらされている木の肌に背を付けると、そこから冷たさが伝わってくる。ごわごわと波打った木の幹がこの大樹に風格を与えており、天に向かって開くように広がった枝葉が三人の頭上に傘を掛ける。

「じゃあ、乾杯」

「乾杯ー」

「か、乾杯……。い、いいのかな……」

　三つの酒杯がこつんとぶつかり合って、中の酒が波立つ。杯を傾け酒を飲むと喉が熱くなり、頭の中にも熱が宿る。体温が少しずつ少しずつ上がっていって、夜の冷気をより一層気持ちよく感じられるようになる。

「今日も、星が綺き麗れいだね」

「そうだねぇ」

　空には無数の星がきらきらと輝いている。この山やま間あいの里は標高が高いため、国の都市部よりも一層星が強く輝いて見える。数多あまたの星の粒が細かい光を散らし、この里を淡く薄く照らしている。三人の少女たちは酒を飲みながら、その素晴らしい星空を楽しんだ。

「あーっ！　盗んだ酒が旨いっ！」

「最高の贅ぜい沢たくだな！」

「そ、それもどうかと思う……」

　ぷはぁっと気持ちよさそうに息を吐くアオイとベルディに、イリアスが呆あきれる。

「そんなことばっかりしてると、神樹様に怒られちゃうよ？」

「いいもん、怒られる時は共犯のイリアスも一緒だもん」

「くっ……」

　あれよあれよという間に怒られる立場に入れられてしまったイリアスが、困りきった顔をしながら、アオイとベルディに酒を注ぐ。

「神樹様は怒らないよ。だって、千年以上生きているご長寿だもんねぇ。きっと気も長いさ」

　アオイは酒を飲みながら空を見上げる。自分の頭上には大樹の枝葉が大きく広がっており、その間から無数の星々が見える。そして夜の暗闇に呑のまれた黒い山々が見え、広大な自然がアオイたちを取り囲んでいた。

「神樹様は千年もこの星空を見守っていたんだねぇ。いや、星空が千年神樹様を見守っていたのかなぁ？」

「広大な話だね」

「千年とか、想像もつかねえなぁ」

　ベルディはくつくつと笑いながらしみじみと言葉を吐いた。

「千年後もこの里って残ってたりするのかなぁ？」

「それは……どう頑張っても私たちには分からないことだね……」

「そうだねぇ」

　そう言って、三人でお酒を注ぎ合う。大樹を背に、木の肌は冷えているけれど、その温もりを体に感じながら、三人は大樹が見続けてきた星空をじっと見つめている。この神樹もこの星空も、三人が生まれてからずっと変わらないものであった。

「ねぇ、イリアス」

「ん？　なに？」

「さっき言ってた、今日作った歌聞かせてよ」

「え？　あ、えぇっと……」

　アオイがそう言うと、イリアスはぽっと顔を赤くする。よく歌を作る彼女であったが、自分の作品を友達に聴いてもらうことはいつまで経たっても慣れず、恥ずかしさが胸の内に込み上げた。

「ほらほら、聞かせてな、聞かせてな」

「おう、歌ってくれ、歌ってくれよ」

「う、うぅ……」

　俯うつむきながら顔を赤くするイリアス。そして目だけで友達の二人の顔を見て、か細い声で言う。

「……よ、夜だから、声は抑えるからね」

「うし、頑張れぇ」

　そしてイリアスは赤い顔を上げ、集中するために深呼吸をする。夜の冷たい風の中に緊張が高まっていく。数秒間の沈黙が生まれ、夜の静寂が三人を包み込む。アオイとベルディは黙って集中する友の横顔をじっと眺めていた。

　そして、イリアスがゆっくりと歌いだす。

　抑えられた細い声で、美しいメロディが紡がれていく。イリアスの声は星空のように綺き麗れいで、そして静かに輝いている。小さな風に揺られて、大樹の木の葉がさわさわと揺れる。その音が音楽の一部となって、イリアスの歌を支えていく。静かで美しい調べの歌をイリアスは歌っていく。

　アオイは酒を飲みながらその歌を聞く。大樹の陰に身を落ち着かせ、友の綺麗な歌声を聞き、里の星空を見上げながら酒を飲む。何とも贅ぜい沢たくな時間であった。やがてイリアスが１曲歌い終わって、終わったのかなと思うと、彼女は次の曲を歌い出した。今度は明るい曲調の跳ねるような歌であった。

　４曲ほど歌い終わるとイリアスは大きなため息をついた。それに合わせてアオイが彼女に酒を注ぐ。

「お疲れさん。良かった、良かったよ」

「そ、そうかな……？」

「おう、オレたちには歌の良さなんて分からねえけど、うん、良かったぜ」

「も、もう……」

　照れを隠すようにイリアスは口を尖とがらせる。そしてアオイは言う。

「もうちょっと歌ってよ。もうちょっとイリアスの歌聞きたい」

「え？　あ、えぇっと……もうちょっとって、どのくらい？」

「あと千年くらい」

「死んじゃうよ……」

　そう言いながらもイリアスはまた歌いだす。それを聞きながらアオイは彼女の夢を思い出した。自分の歌が次の子供、さらにその次の子供へと伝わっていって、たくさんの子供を笑顔にしていくこと……。

　それはまるで背中の大樹のように、空の星々のように広大なことだなとアオイは思う。百年、千年とイリアスの歌が歌い継がれていったら、それはきっと大樹や星空のように尊いものとなるのだろう。

　隣でずっと一緒に生きてきた友が美しい声で歌を歌い、それを肴さかなに酒を飲み、星を見上げる。それはアオイにとってとても贅ぜい沢たくな瞬間だった。

　こうした穏やかな時間をずっと過ごしていきたいな。

　夜の風が肌を撫なで、アオイはそう思いながら彼女の歌をゆっくり、ゆっくり、ずっと傍そばで聞き続けていた。










第14話　魔女狩り







　しかし、平穏な日々は突然終わりを迎える。

　ある日、仕事で外に出た男性の帰りが遅いことが里の中で問題となった。彼はアオイやイリアスと同じように里の外の村に出かけて行って、その村で働いて対価を得ることを仕事としていた。

　里の外に出て、一週間近く帰ってこないのはいつものことであった。しかし、その時は予定より一日遅れており、それでもまだ彼は帰ってこない。

　心配か？　いや、一日くらいなら大丈夫だろう。あいつもいい大人だ。村で宴うたげか何か行われていれば一日くらい帰りが遅くなることもあるだろう。里の寄り合いで人々はそう考え、様子を見ることに決めた。

　しかし、二日経たっても帰ってこない。事故にでも遭ったのではないかと考え、里は使いを出した。そして、その使いの人も二日間帰ってこない。

　里の騒ぎが大きくなる。何かあったのだろうか、大丈夫なのだろうか、何事もなければいいのだけれど。里の大人たちは集まって繰り返し話し合うも、現状は分からず結論も出ない。

　そんな時、一羽のカラスが里へと飛んできた。その足には手紙が括くくり付けられており、里の者たちには一目でそれが魔術による動物の使役であることを理解した。

　その手紙には帰りの遅い男性を探しに行った使いの者の文字で、こう書かれていた。

『村の裏切りにあった。魔女狩りの連中が大量にやって来ていて、自分たちの里を探している』

　その手紙には血がべっとりと付いており、里の中は騒然となった。国王が代わったという情報を得てからまだ二、三週間足らずのことであった。あまりにも早過ぎる国の動きに大混乱となった。

「すぐにこの里を捨てて、外に逃げるべきだ！」

「いや、里を出る準備が全く整っていない！　無策で里の外に逃げても餓死者を出すだけだぞ……!?」

「それにもう冬が近づいてきているっ！　寒さをしのぐ場所に当てはあるのかっ……!?」

　里の中は大論争となる。この国の王が強硬派に代わってから、万が一を考えて里を出る準備を進めていたのだが、まさかこれほどまでに早く動きがあるとは思わなかった。

　里を出る準備も、行く当てもないまま、答えの出ない論争が続く。

「お年寄りたちはどうする!?　長い距離を逃げ続けるなんてできるとは思えない！」

「それに、手紙には魔女狩りの連中が自分たちの里を探している、とだけあった。案外この山奥の里は見つからない可能性もあるのでは……」

「何を馬鹿なことを言っている！　楽観視をしてどうするというのだっ!?」

　そんな議論の中、里さと長おさが口を開いた。

「……この里から逃げるのがいいだろうのぅ」

「里長……！」

「これから何が起こってもおかしくはない。魔女狩りの連中も、この里を探し当てるまでずっと捜索を続ける気かもしれん。まだ騒ぎが浅い段階でここを抜け出すべきじゃ」

　答えの出ない議論の中で、里長は明確に行動の方向性を定めた。

「逃亡の準備を一日で終わらせるのじゃ。出立は明日の夜更け。この森ならば我らにとっては庭も同然。外が寝静まる頃、この里を離れるのじゃ」

「里長、しかし……」

「お前たちの言いたいことも分かる。しかしこれはどれだけ議論を尽くそうとも正解の出ない問いじゃ。時間はない。儂わしはここを出ることを里の者全員に指示する」

「……かしこまりました、里長」

「それともう一つ……」

　里長は少しだけ口を閉じ、わずかの間沈黙してから、ゆっくりと口を開いた。

「……儂わしを含めた年寄りたちは見捨てよ。儂らはここに残る」

「なっ……!?」

　里さと長おさの言葉に場がざわつく。

「儂らはここを離れられん。長くは歩けん。当然じゃ」

「…………」

「それになぁ……」

　里長は窓の外を見た。

「神樹様を見捨てるわけにはいかん。儂らは生まれてからずっと神樹様と共にあった。若い者たちよりもずっと長く神樹様と共に生き、生涯かけて敬ってきた」

　窓の外には里の神樹が威風堂々とそびえ立っている。

　皆が里長につられて窓の外を見れば、里の象徴がまるでこの里を包み込むように枝葉を広げている。その姿はいつも以上に逞たくましく、尊い。

「いまさら神樹様の元から離れる訳にもいくまい。いくまいて……」

　里長がしみじみとそう呟つぶやく。里の者たちがその場を見渡せば、この場にいる年寄りたちが皆、里長と同じような表情をしていることに気が付く。最期まで神樹様と共に、そういう決意がその顔から見て取れた。

「里長、我らもここに残ります」

　中年の男が言った。里で権力を持っている男だった。

「……何をバカなことを言っているのじゃ。残るのは年寄りだけでええ。ほかの者は逃げるのじゃ」

「しかしですね、里長。もしこの里が戦いの場になれば、この里を出た者のために敵を足止めする者が必要です。それはご年配の方々には務まらない」

「……それは、そうかもしれんが」

「我々ももう四十過ぎ。里にも神樹様にも愛着があります。神樹様を守るためにも戦わせてください」

「…………」

　その男の必死の眼まな差ざしに、里長はしばし目を瞑つむって考える。そしてゆっくりと口を開いた。

「……分かった。ここには足止めとなる最低限の戦力を残そう。あとの若い者たちは明日の夜更け、ここを離れよ」

「はっ！」

　方針が決まった。明日の夜更けまでに荷物を整理して、逃亡の準備をする。急ごしらえも急ごしらえで、食料の貯えは当初計画していた半分にも満たない。しかしそれでも準備のために里の人間を総動員して、持てる限りの食料や必要な道具を詰め込む。

　年寄りたちと最低限の戦力を残し、三十人を超える若い者たちが皆この里を離れることになった。

　里人たちは不安でいっぱいになる。この里はもう終わりなのか。自分たちはどこに逃げればいいのか。自分たちは生き延びることができるのだろうか。皆青い顔をしながら、ただただ手を動かす。

「ア、アオイ、ベルディ……。わ、私たち、どうなっちゃうの……？　さ、里は、どうなるの……？」

　イリアスがアオイやベルディに近づぎ、震えながら尋ねた。不安を隠せず真っ青な顔をした友の姿に、アオイとベルディは胸が締め付けられる。

「それは……」

「…………」

「…………」

　次の言葉を紡げず、アオイはぎゅっと歯を噛かみ締める。その時、ベルディが大声を発した。

「大丈夫だ！」

「ベ、ベルディ……？」

　周りの注目が彼女に集まる。

「オレが全部守ってやる！　敵が来たらばったばったと薙なぎ払ってやる！　みんなみんな、オレに任せろって！　オレが全員守ってやるさ！」

　ベルディの声はとても大きく、イリアスやアオイだけでなく里の人たち皆に聞こえた。威勢の良い彼女の声に、人々の気持ちがほんの少しだけ軽くなる。

「だから安心しろって、イリアス……」

「ベルディ……」

　ベルディはイリアスの頭を軽く撫なで、小さく微ほほ笑えんだ。

「そ、そうさっ……！　あたしも皆を守ってやるさ！　イリアス、心配なんかいらないさっ……！」

「アオイ……」

　ベルディに引きずられるようにして、アオイも強い言葉を吐いた。ベルディは小さく頷うなずく。

「……そうだ。アオイの言う通り。オレとアオイならみんなみんな守ることができる。怖いことなんかありゃしねぇ」

「そ、そうさっ！　あ、あたしたちなら皆を守れる！　誰一人として死なせはしないさっ……！」

　アオイの大声もあり、この三人に里の注目はより集まっていた。ベルディもアオイも顔が強こわ張ばっていて、アオイなんかは体が少し震えている。少し見ただけでもそれが強がりであることが分かった。

　しかし、その強がりに里の者たちは勇気づけられる。大丈夫だと大きな声で叫ぶ、たったそれだけのことで、里の者たちの不安が少し和らぐ。

　イリアスは小さく微ほほ笑えんだ。

「……ありがとう、二人とも」

　イリアスの顔から恐怖が薄れ、表情は少し落ち着いた。

　里の皆で力を合わせ、一日中準備をする。とても万全の備えとは言い難かったが、何とか夜更けまでに準備を終えることができた。

　里を出る若い者たちは真っ黒なフード付きのコートで全身を覆っていて、夜の暗闇に紛れられるように仕度を整えていた。それを里に残る年寄りたちが見送る。

　もし里が魔女狩りの者たちに見つからず無事だったら、残った者から使いを出すことになっている。あらかじめ合流地点を定めておいて、その使いが逃亡組と合流し、里は安全であったことを伝える手て筈はずとなっている。そうなれば逃亡組も安心して故郷に戻ることができる。

　そうなることを信じて若い者たちは里を出た。これが永遠の別れでないことを祈り、彼らは夜の闇の中、密やかに里を抜け出した。

　夜の山の湿った草木の匂いを嗅ぎながら、故郷を離れた者たちはゆっくりと歩いていく。自分たちの里は木々の中に隠れるように存在しており、そこを出て少し歩いただけで見えなくなってしまう。辺りの山は自分たちの庭のようなもので、いつも駆けまわっていた馴な染じみ深い場所であるが、深い夜の闇の中を里を出るような経験はなく、今日この日だけはまるで知らない世界を歩いているかのようだった。

　三日三晩歩き続けて里から逃れる。山の中をジグザグに縫うようして歩き、近隣の村に近づかないようにして逃避行を続ける。里のある高く険しい山が遠目に見える。傍はたから見れば広大な自然の他に何もない山なのだが、里の者たちには自分たちの家が山のどの辺りにあるのか一目で分かるのだった。

　そして、皆は見てしまう。

「あ……」

　その里のある場所から、薄ぼんやりとした火の手が上がった。距離があるから小さな炎に見えてしまうが、それが里全体を呑のみ込むには十分なほど大きいことは察することができた。

「里が……」

「俺たちの里に……火が……」

　里が燃えている。その小さな明かりから彼らはそれを察した。

　彼らは胸に鉛が流れ込んだような重く苦しい気分になり、その小さな明かりを見て自然と涙がぽろぽろとこぼれた。

　自分たちの、魔術師の里が消えてなくなってしまったことを皆は悟った。




　三十人以上の逃亡者の中には小さな子供たちも含まれていて、連日の逃避行に疲れきっていた。数頭の馬も連れているため、歩かずにすむよう子供たちを乗せてやることはできるが、馬には食料などの荷を積んでいるため、馬に乗って休める人数を多くすることはできなかった。

　そして子供たちだけでなく、大人たちにも疲労が溜たまっていく。一日に歩ける距離が少なくなり、休憩の時間が多くなる。

　この一行の目的地は国外であった。この国の王様が代わり、国全体が魔女狩りに力を入れ始めている。だから皆はこの国の外に逃れようとしていた。もちろん国外にも魔女狩りの脅威は存在する。だがそれでも今のこの国よりはまだ安全であるはずだった。目的地を魔女狩りの脅威が比較的少ない国に定めて、皆はひたすら歩く。しかし国境まではまだまだ遠い。

　疲れが溜まり、重苦しい雰囲気が場を支配する。全身が怠だるく、足の皮が裂けて血が滲にじんでいる。木々の濃い森の中で休憩を取り、皆が円になって座り込んでいるが、疲労により交わす言葉は少なく、項うな垂だれ、未来の見えない絶望感が皆の表情を暗くしていた。

「……大丈夫！」

　そんな時、その場の重い雰囲気を吹き飛ばすように元気で明るい声が響いた。

「……アオイ？」

「そんな暗くなる必要はないさ！　大丈夫！　何とかなる！」

　急に立ち上がり、元気な声を発したのはアオイであった。俯うつむいていた皆がアオイの声に顔を上げる。

「何とかなるって、どうやって……」

「皆、あたしの魔術の研究内容をお忘れかなぁ？　あたしは『転生』の魔術を研究しているんだよ！」

　アオイがそう言うと、里の皆がぽかんとする。

「あたしが皆に転生の魔法を仕込む。そうすれば例え逃げ切れなくても、あたしたちが消え去ってしまうことはないさ」

「…………」

「あたしたちは未来に希望が持てるんだよ」

　その言葉に、数秒間の沈黙が流れた。皆の目が丸くなり、大きな瞬きをぱちくりと何回も繰り返す。夜の静かな風が彼らの間にさっと吹き、里の皆はアオイの言ったことを頭の中で繰り返し、確認した。

　そして、大きな笑い声が漏れ始めた。

「あっはっはっは！　アオイちゃん！　それはムリってもんだ！」

「だって転生の魔法は未完成なんでしょう!?」

「君はいつも言ってたじゃないか！　こんな研究ムリだって！　あと千年はかかるって聞いたぞ!?」

　皆が大きく口を開けて笑いながら、アオイの提案にツッコミを入れる。あまりに無謀な提案におかしくなりながら、皆が明るく笑っていた。

　それを見てアオイは満足げに胸を張る。

「皆ひどいなぁ！　あたしのことを信じてくれないのかな？」

「あっはっは！　ムリムリ！　ムリだってアオイちゃんが一番よく分かっているでしょうが！」

「やってみないと分からないんじゃないかなぁ？」

　アオイは少し芝居がかった口調で、大丈夫、楽勝だし、と声を出す。その度に里の皆が笑いながらツッコミを入れる。

　皆分かっていた。アオイの言葉は冗談のようなものであり、転生の魔法は成功しないだろうし、おそらく自分たちは逃げ切れないだろう。

「あたしに任せて！　皆の命はあたしが守るよ！」

　それでもアオイは胸を張ってそう言う。その虚勢の励ましに皆の気持ちが軽くなる。アオイの冗談と元気さによって、暗く重苦しかったその場の空気の中に小さな笑顔が戻ってくる。

　アオイは休憩の時間の中で、皆の背中に転生の魔法陣を書き込む。里でのいつもの研究会のように皆が魔術について話し合いながら、転生の魔法陣を体に描き込んでいく。

　その魔法陣は恐ろしく複雑で、魔術に慣れ親しんだ里の者たちから見ても舌を巻くほどのものであった。魔法陣の円がいくつもいくつも重なり、背中一杯に細かい文様がびっしり刻み込むように書かれていく。周囲にいくつもの蝋ろう燭そくを灯ともし、大掛かりな儀式と共にアオイは一人一人丁寧に転生の魔法をかけていく。

「これで大丈夫……」

「あはははは！」

「これで、大丈夫さ……」

　恐らく成功しないであろうか細い希望の糸を皆に刻み、皆はおかしくなってまた笑い合った。魔術は里の皆にとって誇りであり、力であった。知識の粋を集めたような魔法陣を体に刻み、皆の心に勇気が少し宿っていく。

　多分この魔法は発動しない。そう分かっていても、魔法と共に歩めることに皆は嬉うれしくなった。

「…………」

　皆を少し励ますことができて、アオイも小さく微ほほ笑えんだ。

　そしてまた歩き始める。

　とりあえずこの国の外へ。それを目指し、しかし何かの支えなどなく、糸の切れた凧たこのようにふらふらと皆は逃亡の歩みを進める。




　そしてまた幾日も幾日も経たった。

　彼らはなるべく人目に付かないよう、点在する町や村を避け、主な街道から外れて道なき道を歩いていた。そのため山や森の中を進むことが多く、鬱うっ蒼そうとした木々に身を隠しながらゆっくりと前に進んでいた。

　しかしこの時は見晴らしの良い平地を歩かなければならなかった。

　里の皆は黒いフード付きのコートを脱ぎ、普通の村人が着るような目立たない服へと着替える。しかしそれでも荷物運びの馬を連れた三十人もの異様な集団は、その存在感をどうしても強調してしまう。

　自分たちの存在が人目に付きませんように、そう祈りながら広い空の見える平地を歩く。山が遠くにうっすらと見え、それを目指して歩く。いつもは山の坂道を歩くのが辛つらいと感じていたのだが、身を隠す木々がない平地を歩くのは不安を感じるもので、それはそれで辛かった。

　その中で一行にとって不幸だったのは、彼らの歩く場所になだらかで大きな丘があったことだった。丘の頂を越えたその先の様子は、丘を登っている彼らには見ることができなかった。

　丘の頂に辿たどり着いて一行はぎょっとする。下り坂が見えて視界が開けた途端、そこから近い場所に人の住む街が存在した。街の中央には一目で宗教建築と分かる比較的大きな建物があり、教会の力が強い街であることが見てとれた。

　里の者たちはすぐに来た道を引き返し、街の人々から身を隠そうとした。そして丘を迂う回かいして街の傍そばを通らない道を模索する。

　しかし、不幸にも頂から身を出したその一瞬を、教会の者に発見されてしまう。丘の上に行商のような一団を発見したが、一日経っても街にやってこない不審な集団として、教会は警備隊に街の外を見回りさせた。

　そしてそれから半日、遂に里の者たちは教会の警備隊に見つかってしまった。

「あいつらっ！　赤い目をしているぞっ……！　魔女の手先だっ！」

「やばいっ！　警備隊だっ！　逃げろっ……！」

　魔術師の家系の者は遺伝的に赤い目をしていることが多かった。それは小さな判断材料にすぎず、そのせいで大勢の者が魔女の濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、不当な処罰を受けてきた事実があるのだが、今この場でそんな言いのがれをする暇など一切なかった。

　警備隊の一団は里の者たちを悪あつ辣らくな魔女の集団と決めつけ、襲いかかってくる。里の者たちは走って逃れようとするが、一行の中には足の遅い子供たちもいる。とても逃げ切れるような状況ではなく、まだ警備隊との間に距離があるが、それが詰められてしまうのも時間の問題であった。

「……男たちはこの場に残って戦え！　警備隊を足止めする！　他の者たちはその間に森に逃げ込めっ！」

「えっ……!?」

　一行のリーダーの男が指示する。森はもう少し先にあった。その中に逃げ込めば森の木々が姿を隠してくれて逃げやすくなるが、しかしその森に入る前に警備隊に追いつかれてしまう。足止めするために戦わなければこの警備隊からは逃げられない、このリーダーはそう判断したのだった。

「で、でもっ……！」

　皆が動揺する。うまく足止めできれば子供たちも逃げ切れるかもしれない。しかし追っ手と戦う者たちはどうなるのだろう？　彼らは逃げ切れるのだろうか？　分かり切った答えを何とか頭の中から追い出そうとしながら、その場でおろおろと足踏みをしていた。

「アオイ！　イリアス！」

「は、はいっ……!?」

　一行のリーダーは大きな声で二人の名を呼んだ。

「お前たちが率いるんだっ！」

「……っ!?」

「お前たちが率いて、残った者を逃がしなさいっ……！」

　彼はアオイとイリアスにそう指示を出す。言われて、二人の額からぶわっと大量の汗が噴き出た。

「で、でもっ！　それじゃあリーダーたちは……!?」

「行けっ！　アオイ、イリアス」

「ベ、ベルディ……？」

　リーダーの指示に抗おうとしたアオイに、ベルディが声を張り上げる。

　ベルディは背中の弓を取り、矢を手に取って弓を引き絞る。剣を持って威勢よく駆け寄ってくる警備隊を前にして、緊張を抑え、呼吸を止め、ただ凛りんと狙いを絞る。

　怒号と足音が近づいてくるが、それに気け圧おされることなくベルディは矢を放った。

「がぁっ……!?」

「…………」

　ベルディの矢が先頭の警備兵の首を貫く。その男はそのままばたりと倒れ、二度と立ち上がることはなかった。彼の体から流れ出す血が土に吸い込まれていった。

　ベルディは次の矢をつがえながら、静かにアオイたちに語り掛けた。

「時間は稼いでやるから。お前たちが皆を逃がしてやらないと」

「……で、でもっ！　ベルディも逃げなきゃ……!?」

「頭が悪いことがコンプレックスだった……」

「……？」

　ベルディは声を抑え、しかし少し早口に淡々と語り始めた。

「お前たちの魔術の話に全然ついていけなかった。自分がバカだってガキの頃からずっと気が付いていた。この魔術師の里の中で、自分は仲間外れにされているように感じてた」

「ど、どうしたの、ベルディ？　こんな時に……？」

「正直、アオイたちに嫉妬してた……」

　ベルディは話しながら次の矢を放つ。するとそれは次の警備隊の胸に当たり、また一人敵を討ち倒した。

「里を追われることになって、オレは皆から逃げることも考えちまった。自分は魔女じゃないんだから、皆から離れれば追われないって」

「…………」

「……少しでもそんなことを考えちまったのが恥ずかしい」

　敵の距離はまだ少し遠い。それでもベルディは正確に敵を射い貫ぬいていく。アオイは呆ぼう然ぜんとしながら友の言葉を聞いていた。

「に、逃げればいいっ……！　ベルディなら、一人でも逞たくましく生きていけるっ！」

「……そんな悲しいこと言うなよ」

「…………」

　ベルディは穏やかな笑みをアオイに向けた。その顔を見て、アオイの胸は強く締め付けられた。泣きたくなるような衝動に駆られた。

「……今度魔法を教えてくれよ、アオイ。バカなオレでも分かるように、簡単にさ」

「ベルディ……」

「嫉妬ばかりじゃいけねえからな。ちゃんと勉強してさ、オレもちゃんと魔女になりてぇ」

　ベルディの柔らかな笑みにアオイは声もなかった。そしてベルディはアオイから視線を外し、二、三歩前に出る。彼女がアオイに背を向ける形になった。

「大丈夫さ、こいつらを蹴散らして、すぐに追いつく」

「ベルディ……」

「心配すんな。オレが強いこと、よく知ってるだろ？」

　ベルディは女性でありながら、里で一、二を争うほど強かった。皆彼女の強さを尊敬していた。獲物を狩って食料をたくさん運んでくる彼女に感謝していた。魔術なんか使えなくても、彼女を見下す者など誰もいなかった。

　悪戯いたずらにはいつも手を焼かされていたけれど、皆彼女に信頼を置いていた。

「……分かった。待ってる。絶対追いついてきてよ！」

「おう、あたぼうよ！」

「待ってる！　待ってるからっ……！」

　短い会話を終え、アオイはベルディに背を向ける。アオイは森の方を向き、ベルディは敵の方を向く。彼女たちの背中が離れていく。

「みんな！　あっち……！　逃げるよっ……！」

「アオイっ……！」

　アオイは皆に号令をかけて、残された者たちに指示を与えた。

　戦える男性の多くが足止めに回る。その中にベルディも加わる。逃げる仲間は女性と子供がほとんどだった。あと少し走れば平野を抜け、見通しの悪い森の中に入れるため、アオイは大声を出して皆を誘導した。

「走って！　走って……！」

「皆っ……！　走って……！」

　怯おびえる皆を必死で励まし、アオイとイリアスは混乱する皆を率いて森の中に逃げ込むことに成功した。足止めのかいもあって、警備隊と自分たちの間には大きな距離が開いていた。

　仲間たちが次々と森に逃げ込み、その姿を木々の中にくらませていく。アオイとイリアスはしんがりを務め、子供を含めた皆を森の中に潜ませた。

　そして二人は後ろを振り返り、見てしまった。

「あっ……！」

「……っ！」

　二人が後ろを振り返ったちょうどその時、遠い後方で、ベルディが警備隊の槍やりに胸を貫かれた。数人の兵に距離を詰められて、それでもベルディは敵の攻撃を凌しのいでいたが、ついに彼女の体に敵の凶刃が突き立てられた。

「……！」

　それまで大きな声を上げ、激しく敵を威圧していたベルディの声がやみ、その体がくたっと曲がり、地に倒れ伏した。ずっとずっと力強く皆を助けてきた彼女の体が動かなくなり、その体から血が流れ出る。

「…………」

　アオイとイリアスは頭の中が真っ白になった。よく見ればその場には死体がたくさん転がっている。そのほとんどは二人のよく見知った顔であり、生まれてからずっと世話になってきた大切な里の人たちだった。

　足止めのために戦った皆が無慈悲に蹂じゅう躙りんされていた。一人一人殺されていく。

「……っ」

　アオイは力の抜けそうになる足を踏ん張り、心に鞭むち打って前へと体を向ける。何も言わず、ただ唇をぎゅっと噛かみ、自分と同じように全身を震わせているイリアスの手を取り、駆けだした。

「…………」

「…………」

　足止めの人たちはもう助からない。それは決定的だった。

　アオイは残された者たちを率いて前へ前へと駆けていく。森や山の中では、里の一行は街の警備隊よりもずっと上うわ手てである。足跡などを消し、敵の裏をかき、煙のように姿をくらましていく。足止めにより距離を離された警備隊の兵たちは、遂に里の一行の姿を見失った。

　足止めは結果的には成功であり、里の女性や子供たちはその場を逃れることができた。しかし、三十人ほどいた一行のうち、十人が亡くなってしまった。

　皆を先導し、必死に走りながらアオイは考える。先ほど足止めしてくれた仲間たちが殺される光景を見たが、誰一人として転生の魔法は発動しなかった。背中に刻み込んだ魔法陣が効果を発揮することなく、みんなみんな普通に死んでいった。

「…………」

　誰も転生の魔法が発動しなかったことを彼女は感じ取っていた。転生の魔法は失敗だった。

「うわああああぁぁぁぁん！」

　森の闇夜の中、イリアスは泣いていた。必死に逃げて、休息できる場所を見つけ、皆の寝床を定めた後にイリアスは泣いた。

「ベルディが！　ベルディが……！　うわああああぁぁぁぁ！」

「…………」

　アオイはそんなイリアスの背中を撫なでていた。自分はぎゅっと唇を噛んで、ただ友の背中をゆっくりと擦さすっていた。イリアスはただ泣きじゃくっていた。

　そしてイリアスが泣き疲れて眠った後、今度はアオイが声を立てず泣いた。

「ごめん、ごめん……」

　皆を起こさないように、静かに涙をこぼす。木々の枝葉の隙間から明るい星々が輝いているのが見えた。

「ベルディ、ごめん……。ごめん……」

　夜の空気は冷たかった。厳しい冬はもうすぐそこだった。アオイは声をたてぬよう忍び泣く。彼女の目からこぼれ落ちた涙が土の中に吸い込まれて消えていく。

　あの時足止めを引き受けたベルディがどうなるか、そんなことアオイはよく分かっていた。

「ごめん……ごめん……」

　夜の風がアオイの体を無情に打つ。夜の闇に染まった木々の枝葉がさわさわと揺れる。空に輝く星は美しく、しかし今のアオイの心に届くことはなかった。




　それからの旅路でも次々に死者が出た。飢えや疲労から体力のない子供がまず倒れ、死亡した。長い逃亡生活の中、体を壊すのは子供だけでなく、中年の人も、遂には体力のある若い者も動けなくなっていく。

　季節は巡り、冬の厳しい寒さを超え、春の穏やかな季節になごむ。夏の暑い日差しが容赦なく体力を奪い、秋の寒気が皆の肌に染み入り、気候の変化が皆を病気に至らしめた。雪が積もり、雨が降り、そうやって一年もの間彼らは逃亡生活を続けた。

　移動中に山の中で食べられる物を探すけれど、それでも常に食糧不足の状態は続き、荷を運ぶ馬も餓死してしまった。

　長い旅路の中で、一行はボロボロになっていた。生き残っている者も皆やせ細り、ふらふらになりながら国の外へと向かって歩く。警備隊に襲われたあの日、リーダーを任されたアオイとイリアスはそんな一行の様子を見て、何もできない自分たちのふがいなさに心を痛めていた。

　幾人も亡くなっていくが、誰も転生の魔法は発動しなかった。この魔法が成功しないであろうことは皆分かっていたのだが、落胆の気持ちを隠すことはできなかった。

「…………」

　そしてアオイは心がどこかに飛んで行ってしまったかのようにぼうっとして、転生の魔法が発動しなかった死体をただただじっと眺めていた。




　そんな長い逃亡生活も、とうとう最大の難局を迎えようとしていた。一行は国境へと辿たどり着いたのだった。

「…………」

「…………」

　皆が感慨深い思いを胸に秘めながら、熱い目で検問所のある街を離れた所から眺めていた。

　最初は三十人以上いた一行も、もうこの時には五人しか残っていなかった。

「…………」

　皆、その街をじっと眺める。国境を越えるには検問所を通らなければならない。しかし、当然ながら魔女である彼女たちは正式な方法で国境を越えることなどできず、役人を騙だまして突破するか、検問所を避けて国境を隠れて越えることになる。

　国境には頑丈な柵があり、あちこちに兵が詰める番所も建っている。国境を抜けるといっても、それは容易なことではなかった。

「あたしが、陽動の役をやるよ」

　アオイがそう言うと、皆が驚いて彼女を見た。

「え？　アオイ……？」

「あたしが検問所の近くで騒ぎを起こして、検問所や番所の役人の注意を引くから。その隙に皆は見つからないように柵を越えて、ね？」

「…………」

　アオイの提案に皆の顔が青くなる。陽動、足止め、それをやって生き残った者はいなかった。

「ダ、ダ、ダメだよ！　アオイっ……！」

　イリアスが悲鳴のような声を上げる。

「そ、そうだよっ！　誰かが犠牲になるような方法はやめなってっ……！」

「アオイお姉ちゃん……、ダメだよ。もうそういうの見たくないよ……」

「もっと別の方法を探そう？　アオイ？」

　仲間の三人からも否定の言葉が出る。彼女たちはたった五人の生き残りであり、これ以上一人だって失いたくなかった。

「でも他に方法はないさ」

「…………」

「…………」

　アオイがそう言うと皆が黙る。具体的な他の方法を上げることができず、アオイの主張を否定できない。

「……あたしたちが死んだら、魔術の技法は失われる」

　何か方法はないかと考え込む皆に対し、アオイはゆっくりと語りかける。

「あたしたちの他にも魔術師の里はあるかもしれない。でも、世界中に魔女狩りが広まってもう数百年。魔術師たちはたくさんたくさん狩りつくされてしまったよ。あたしたちが死んだら、魔術師はもう絶滅すると思った方がいい」

　魔女狩りは世界中で長期間にわたって続けられてきた。この国の王様が代わり、魔女狩りにさらに大きな力が入れられ始めたのは去年のことだが、それ以前からも魔女狩りはずっと続いていた。それによって各地に点在していた魔術師の里のほとんどは滅ぼされてしまっていた。

「このままじゃ、魔術の技法が失われてしまうよ」

「…………」

「だから絶対、この中で一人は生き残らないといけないのさ」

　だから一人ぐらいの犠牲ならば、とアオイは言っている。

「それにあたしは死ぬつもりなんてさらさらないよっ？　あたしには作戦があるのさ」

「……アオイ？」

「あたしが簡単に死ぬと思う？」

　そう言って彼女はにっと笑う。

　この長い旅の中で皆やせ細り、頬はこけ、青い顔になったのに対し、アオイは皆の中では若干顔色が良く、まだ少し体力が残っていた。

　一年近い逃亡生活の中で、これは驚異的なことだった。

「大丈夫、この中で一番魔術が上う手まいのがあたしなんだから。死ぬはずないって」

「アオイ……」

　アオイが皆の背中をバンバンと叩たたく。皆が泣きそうな、困ったような顔をする。

「向こうの国で落ち合おう、ね？」

　アオイは笑った。イリアスたちは他に国境を越える方法が思いつかず、アオイの言葉を拒否しきれなかった。

　そして皆と別れた。泣きそうな顔で、しかし涙は流さず、自分たちのやるべきことを全うするために別れた。向こうで合流しようと言うけれど、これがきっと今こん生じょうの別れなのだろうという思いが胸の中に溢あふれ、それを必死に否定しながら笑って別れた。

「……よし」

　皆が見えなくなるまで見送り、覚悟を決めてアオイは検問所のある街の中へと入っていった。

　この国境は交易の要所であり、街は賑にぎわい活気が溢れている。道端にいくつもの出店が並び、異国の珍しい野菜や果物が売られている。

　アオイは人ごみに紛れながら街の中を歩く。賑やかな街中に黒いフード付きのコートは目立ってしまうのだが、そのフードを脱げば自分の赤い目が見られてしまう。彼女は顔を伏せ、目を隠すようにしながら街を歩いていた。

　検問所の近くに辿たどり着くまでは順調だった。しかし、この堅固な守りの国境は簡単には抜けられない。

　アオイは作戦を実行した。

「えいっ！」

　アオイは緊張で身を固くしながら、鞄かばんの中に入れていたとある袋を検問所に投げつけた。自身は検問所の前に並ぶ人ごみに紛れ、彼女が放った袋は宙高く舞い、検問所の床に叩たたきつけられた。

　そして袋が破れ、中から何かの粉が舞い上がった。

「な、なんだっ!?」

　異常に気が付いた衛兵が声を上げる。不運にもその近くにいた役人や検問のために並んでいた人たちが舞った粉を吸い込んだ。

「うっ!?」

　アオイが放った粉を吸い込んだ人たちは体の自由が利かなくなり、かくんと膝が折れてその場に座り込んでしまった。その粉が体の自由を奪ったのは明らかだった。

　袋の中身は痺しびれ粉であった。魔術と医療は密接な関係があり、アオイは薬や毒の知識が深かった。その知識を使い、致死性はないが即効性のある痺れ粉を作り出し、それを検問所に放り込んだのだった。

「敵襲！　敵襲っ！」

　衛兵が警戒の声を上げ、検問所は騒然となる。すぐに厳戒態勢が敷かれ、検問所の中からたくさんの衛兵が現れてマスクを着けて毒物を処理し、外に出て犯人を捜す。

　アオイは袋を放り投げてすぐにその場から立ち去ろうとした。彼女の今の目的は検問所を突破することではなく、この場で騒ぎを起こして注目を集めることであった。

「あいつよっ！　あいつが袋を放り投げたわっ！」

　アオイの後ろから中年の女性の大声が聞こえた。アオイはすぐにその場を離れていたのだが、さすがに全く目撃されなかった訳ではなかった。

「撃てっ！」

　検問所の高い建物の窓から衛兵が顔を出し、弓を構えてアオイに矢を射る。走って逃げるアオイに向かって風を切り裂きながら矢が飛んでいき、彼女はそれを腕を使って防いだ。

「ぐぅっ……！」

　腕に矢が刺さり、アオイは苦く悶もんの表情を浮かべるけれど、この場で痛みに悶絶するわけにはいかない。ぐっと歯を食いしばりながら走り続ける。走りながら止血をして、建物の隙間を縫うように進み、衛兵たちをまくことに成功した。

「魔女だっ！」

「魔女が出たぞっ……！」

　街の中全体が騒然となった。毒袋を検問所に投げつけて国外に逃れようとした魔女が現れたというニュースはその街全体を駆け巡り、住人たちは怯おびえた。幸い死者は出なかったものの、検問所の役人たちが毒で痺れてしまったため、近くの番所に詰めていた兵たちが応援に駆け付ける。広い街の中、たくさんの衛兵たちが毒袋の魔女一人を探すこととなった。

　しかし、それでも毒袋の魔女は見つからない。

「全く……もう街の外に出ちまってるんじゃねえか？」

　三日月がのぼる夜空の下で、黒い顎あご髭ひげを生やした男が衛兵の軽い鎧よろいを身に着け、街の見回りをしていた。毒袋の魔女の騒ぎが起こってからもう三日が経たち、街全体の警備は強化されていた。いつもよりも仕事量が多くなったことに対して顎髭の男は不満げで、普段通りの夜の街をやる気がなさそうにぶらぶらと歩いていた。

「……ん？」

　そんな中、顎髭の男は見た。黒いフード付きのコートを着た人物が建物の角から姿を現すところを。

　その人物は女性だった。彼女はなにげない様子で建物の陰から姿を現し、衛兵の鎧を着た顎髭の男を見てびくっと体を震わせた。驚きによってか、動きを止め、目を大きく見開きながら顎髭の男をじっと見る。

　男とコートの女は目が合い、お互いが一瞬動きを止めた。

「赤い、目……」

　女の黒いフードの奥の目の色を男は見た。その女は衛兵である自分の姿を見て、驚きをあらわにしていた。

　そして踵きびすを返し、建物の陰へと引き返す。

「ま、待てっ！」

　顎髭の男は慌ててその女を追いかけた。幸い彼女の足はそれほど速くはないようで、必死に追いかけていけば、建物の角を曲がっていくその姿を見失うことはなかった。男は魔女らしき人物を追う。追われる女は一生懸命に逃げるのだけれど、その男を振り切ることができない。

　そして男が何度も建物の角を曲がると、ある建物の扉が開き、慌てて閉まる場面を目撃することができた。

「…………」

　そこは街でも治安の悪い場所で、空き家が増えている地区であった。薄汚れたその路地を歩き、男は先程閉まった扉のドアノブに手を掛ける。

　中はしんと静まり返っている。明かりは一つもなく、暗闇がその部屋を覆いつくしていた。

　そこに一人の女がいた。窓から月明かりが差し込み、ぼんやりとその姿が見える。女は黒いコートを脱ぎ、白っぽい薄物をまとった姿へと変化している。

「魔女……」

「…………」

　男は呟つぶやくけれど、女に反応はない。しかし部屋の中に入ってきた顎髭の男をじっと見ていた。明かりは月の光しかなく、部屋の中はほとんど何も見えなかったが、女の赤い目が輝いているのが見えた。

　暗闇に目が慣れてくると男は色々なものが見えてきた。女の腕には包帯が巻かれていて、初日に矢で腕を射い貫ぬいたという報告通りであった。栗色の髪は夜の闇によってほとんど黒色にしか見えなかった。そして魔女は部屋の奥に身を縮めて座り、薄着のため胸元や足が見えている。
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「へへ、よく見たら結構いい女じゃねえか……」

「…………」

　男はその魔女を追い詰めるようにゆっくりと部屋の中へと足を踏み入れた。魔女の表情は硬く、身を強こわ張ばらせているが、観念しているのか逃げる素振りはなかった。

　そして部屋の中央まで来て、男は気付く。

「……ん？」

　足元の床に何か文字が描かれていた。

　部屋が暗くて気が付かなかったが、部屋の床を埋め尽くすように、円形の文様や複雑な図形がいくつもいくつも描かれていた。

　魔法陣。男の頭の中にその単語が浮かぶや否や、魔女はぱちんと指を鳴らした。

「は……？」

　すると、突然部屋の中の扉がばんと開き、三人の男が新たに姿を現した。

「な、なんだてめぇらっ!?」

「…………」

　突然現れた三人の男に顎あご髭ひげの男は動揺する。そして驚きに身を強こわ張ばらせた隙に、三人の男が襲いかかり、腕を取り、床に倒した。

「な、何しやがるっ!?」

「…………」

　急な状況に対応できず、顎髭の男は身動きが取れなくなる。自分を襲った三人の男は一切喋しゃべらず、ただ黙々と男を拘束している。彼がよく見ると、三人組は自分と同じ衛兵の鎧よろいを着ており、同僚であることが分かった。

「おいっ！　ベーン！　バッグス！　ローラン！　何をしてやがるっ……!?　放せっ……！」

「…………」

　同僚の名を呼びかけるけれど反応はない。まるで魔法かなにかで操られている人形のようであった。

　その時魔女が動きだし、拘束されている顎髭の男に近づいた。そしてポケットから小さな羊皮紙を取り出し、それを男の喉に当てた。魔女が持つ羊皮紙には魔法陣が描かれており、それが淡い光を発し始めた。

「あ……が……、がっ……!?」

　男は声にならない声を発し始める。まるで頭の中をぐりぐりといじられているような感覚を覚え、視界がぐにゃりと歪ゆがんでいく。自分が何か魔女の攻撃を受けていることは分かるが、三人の同僚に身動きを封じられて逃げだすことができない。

「が……、あ……」

「…………」

　男は手足を動かそうと抵抗していたのだが、徐々にその力が弱くなって抵抗をやめた。男は自分がなぜここにいるのか、なぜ逃げだそうとしているのかすら分からなくなってきて、目がとろんと虚うつろになっていく。

　やがて魔女の持つ魔法陣が描かれた羊皮紙から淡い光が消え、魔女は数歩後ろに下がった。

「放して。立って」

「……はい」

　魔女に言われるままに三人組は顎髭の男の拘束を解き、男はゆっくりと立ち上がった。立ち上がるだけで、先ほどまでのように魔女を捕らえようとする気配は一切ない。操り人形のように目の前の魔女の次の言葉をじっと待っている。

　アオイは顎あご髭ひげの男に洗脳の魔術を使ったのだった。魔術は人の『精神』に関わる分野でも強い効果を発揮することができ、洗脳の術は魔術の持つ力を十分に使った危険な代物であった。

　本来、精神に関わる魔術は心療、気分転換などに使われるのだが、思い切った使い方をすれば洗脳が可能だ。

　難しく危険な術ではあるが、アオイの実力ならばなんとか扱うことが可能だった。部屋の床に描かれていた大きな魔法陣も、喉に当てた羊皮紙の魔法陣も、洗脳の魔術のためのものだった。

「お前たち、戻りなさいな」

「……はい」

「……はい」

　アオイがそう一言呟つぶやくと、四人の男たちはゆっくりと部屋の外へと出ていく。そして何事もなかったかのように夜の街中を歩き、検問所の事務所へと戻っていく。

「戻ったか。見回りはどうだった？」

　戻ってきた顎髭の男に彼の上司が尋ねる。

「西南の地区、異常ありませんでした」

「そうか、お疲れさん」

　たったその一言でアオイはまた一日姿をくらますことに成功したのだった。

　そうやってアオイは何日もかけて検問所の衛兵を自分の操り人形に変えていく。魔術の知識がない役人たちには、アオイの決死の隠密行動を破ることができなかった。

　そしてまた数日が経たった。

　検問所の衛兵たちが必死に毒袋の魔女を探したり、近くの番所から救援を求めて人員を増やすけれど、魔女を見つけ出すことができない。

　たまに街の近くで痺しびれ粉が撒まかれて街の衛兵が何人か身動きが取れなくなることがあるが、魔女を追い詰める手掛かりは得られていない。

　アオイは洗脳した衛兵を使って痺れ粉を撒いて捜査をかく乱しつつ、動ける衛兵の数を減らしていた。

「…………」

　そしてアオイは最後の行動へと準備を始める。彼女は洗脳した衛兵の鎧よろいを着込み、兜かぶとで頭を覆い、検問所へと向かった。

　ドクンドクンとアオイの心臓が跳ねている。

　今日、自分は国境を越えようとしているのだ。鎧の中身が魔女だとバレたら即拘束、その場で殺害されることもあり得る。緊張と恐怖で身が強こわ張ばるが、それでも内心の緊張など一切表に出さず堂々とアオイは歩いていた。

　検問所の建物は大きく、中央に大きな道が通っており、その道を取り囲むようにレンガ作りの建物が建てられている。検問所の周囲には大きな壁が設置されており、この町から隣国に行くためにはこの検問所を通るしかない。

　アオイは検問所の広い道を渡る。

　彼女には勝算があった。彼女が数日間で撒まいた痺しびれ粉によって検問所は人員不足となっており、さらにアオイは衛兵を幾人も洗脳している。通常の時よりもずっとアオイの敵は少なかった。

「おい」

「……っ！」

　しかしアオイは一人の衛兵に呼び止められた。顔を見ると洗脳した人間ではないことが分かる。アオイは冷や汗をかくけれど、内心の恐怖を表に出さないようにして、自然に振り返った。

「……なんでしょうか？」

「ここでうろついて何をしている？　お前、どこの所属だ？」

　声を掛けてきた衛兵の目がぎらりと光り、アオイは兜かぶとで顔を隠したまま小さく息を吐いた。そして変声の魔法で変化させている声をゆっくりと出した。

「第三チーム所属、バッグス・アドンであります。隣国の役所に書類を提出しに行くところであります」

「…………」

　アオイは手に持っていた書類をその男に手渡す。男は書類とそこに押してある印鑑をじっと眺めた。

　その書類は本物だった。アオイは洗脳した衛兵たちから情報を聞き出し、兵の名前、検問所の内情などの情報を手に入れていた。その情報の中に、隣国へ自然に入ることができる仕事があることを聞き出し、その役目を取って変わろうとしていた。

「……分かった、ご苦労」

「ありがとうございます」

　アオイを呼び止めた男は彼女に書類を返す。書類は本物、押された印鑑も本物であり、本物の通行許可書も持っている。男はアオイを通した。

　彼女は国境の検問所を越えた。検問所の向かい側も大きな街であり、人通りは多く油断はできない。ただ、一歩歩く度に検問所が遠ざかっていく。緊張も恐怖も喜びも表に出さないよう、アオイは悠然と一歩一歩歩き続ける。

　そして路地の奥へ入り、人目がなくなったことを確認して重い鎧よろいを脱ぎ捨てる。そしてまた顔を俯うつむけ、なるべく目立たないようにしてその街の外へと出た。

　街を出て、街道を通っていると自然と駆け足になった。早く早く早く、少しでも早くあの国から遠ざかるために。街道の周りは草原が広がっており、今はほとんど人通りがなかった。自分たちを苦しめた国を背に、なるべく早く少しでも遠ざかるために、気持ちが急せいてアオイは一生懸命走っていた。

「はぁっ……はぁっ……！」

　一晩中走ると隣町の近くへと辿たどり着いた。朝日が山から少しだけ顔を出し、一日の朝が始まろうとしている。朝露に濡れた草原の青々とした草の匂いを嗅ぎ、アオイはその場に座り込んで隣町を眺め、ぼろぼろと涙を流した。

　ここまで来れば……。ここまで来れば……。

　安あん堵どして胸がいっぱいになり、次から次へと涙が目から溢あふれ出てくる。

「う……、うぅ、ううぅ……」

　一年もの過酷な旅路の果て、犠牲となった里の仲間たちの顔を思い出しながら、アオイはただただ咽むせび泣いていた。朝露に濡れる草に彼女の涙が落ち、二つの水滴が葉の上で混ざる。

「ううぅぅっ……！　ううううぅぅぅっ……！」

　アオイの苦しい旅は今、実を結んだのだった。

　落ち着いてから、彼女は街に入った。ほんの少しの余ったお金で身なりを整え、小さな食堂で食事を取った。空腹の体に温かい食事が染み入り、極上の味がする。この国は赤目というだけで人を魔女だと騒ぎ立てる国ではないのだった。

　この街はイリアスたちとの合流地点として定めていた場所だった。一晩徹夜で走ってきたためにアオイの体はへとへとであったのだが、しばらく休憩したらイリアスたちを探さなければと彼女は思う。

　イリアスたちは上う手まく柵を越えられただろうか、無事にこの国に入ることができただろうか、もうこの街に着いているだろうか。アオイは食事を口に運びながら、里の仲間たちのことを思った。

「おい、聞いたか？　あの話……」

　そうしていると、食堂の片隅のテーブルの話し声が聞こえてきた。男たちは大きな口を開きながら話していて、聞こうと思った訳ではないがアオイにはその話が聞こえてきた。

「あの話って？」

「ほら昨晩さ、隣の国の国境付近でさ、四人の魔女が捕まったって話」

「……っ!?」

　それを聞き、アオイの心臓がドクンと跳ねた。

「どうやらその国の大都市プロガルディアに連行される予定らしいぜ？　結構大きな魔女裁判が開かれるんじゃねえのかな？」

　男たちの話を聞いてアオイの手からフォークが滑り落ちた。

「そん……な……」

　アオイは目を見開き、口をあんぐりと開けていた。頭の中が真っ白になる。木のフォークが床にぶつかり、軽い音を立てた。
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　国境で四人の魔女が捕らえられてから数週間後、大都市プロガルディアの広場では魔女裁判が行われようとしていた。

　都市が管理する広場に机や椅子が並べられている。屋外での裁判が準備されており、幾人もの裁判官が魔女たちと相対している。民衆が周囲を取り囲んで興味深そうにその様子を眺めている。

　イリアスたち四人の魔女は地面に固定された木の柱に縛られていた。裁判官が立ち会って裁判の形式が取られているが、魔女たちの足元には油を浸した薪まきが積まれており、もはや結果の決まった裁判であることは明らかだった。

「被告に問う。貴様らは妖しい術を用いて近隣の村の人間を騙だまし続け、村の貯えを窃盗していた。相違ないか？」

　曇った空から差す弱い日が広場に薄暗い影を作る。縛られた魔女たちの姿は汚れ切っており、民衆はイリアスたちを気味の悪いものを見る目で見ていた。

「……違います。私たちは正しく村の人たちと取引をして、対価に見合った働きをしていました。人を騙す行為は一切しておりません」

「主張に信しん憑ぴょう性せいなし。被告の供述を棄却する」

　裁判長が木き槌づちをこんこんと打つ。イリアスは声を荒らげることなく淡々と裁判長の質問に対応していた。彼女たちはもう自分が助からないことを分かっている。せめて最後の意地と、毅き然ぜんとした態度で裁判に応じていた。

「貴様らは悪魔からもたらされた魔術を用い、我らが神の尊厳を冒ぼう瀆とくした。相違ないか？」

「違います。私たちが使う魔術は妖しい悪魔の術ではありません。私たちはあなたたちと同じ信仰を持ち、同じ慣習の元に生活をしております」

「主張を認めない。被告の供述を棄却する」

　イリアスたちが何を言っても裁判長は聞く耳を持たない。周りを取り囲む民衆が意地悪い笑みを作り、自分たちこそ正義だとでも言うように眺めている。

「悪魔をこの地に呼び出そうと穢けがれた儀式を行っていた。相違ないか？」

「違います。悪魔の召喚というものは空想の産物です。私たちの術には存在しません」

「被告の供述を棄却する」

「悪魔の術を研究するにあたり、近隣の村から人を攫さらって生いけ贄にえとして捧げていた。相違ないか？」

「違います。人の命を犠牲とするような術は使っておりません。そのような事実は一切ありません」

「被告の供述を棄却する」

　イリアスたちと裁判官の見解は一切交わりを見せないまま裁判が進み、裁判長は判決を下した。

「被告ら四人を火刑に処す」

「…………」

　とっくに決まっていた結論が覆くつがえることなく終局を迎えた。

　民衆は安あん堵どのため息をつきながら薄笑いを浮かべ、イリアスたちは口をぎゅっとつぐんで天を仰いだ。裁判官たちは一仕事終わったとばかりに息を吐き、椅子の背もたれに体を預けた。

　──そしてその時、裁判長にとって予期せぬことが起きた。

「え……？」

　裁判長の隣に座っていた裁判官の一人が急に立ち上がり、椅子に座ったままの裁判長に体当たりをした。

「ぐわっ……!?」

「え……？」

「な、なんだっ？」

　周囲の民衆は突然の出来事に呆あっ気けに取られる。裁判長は椅子ごと倒されて、地面に転がった。そしてその裁判官は倒された裁判長にそのままのしかかり、彼の体を地面に押さえつけた。

「なっ……？　お、お前何をしているっ!?」

「…………」

　裁判官によるあまりに突然の行為に、裁判長はなす術すべもなく拘束される。周りにいた裁判官たちは驚き、椅子から立ち上がり数歩後あと退ずさる。民衆は動揺し、裁判長は何が起こっているのか分からないというように目を丸くしていた。裁判長がのしかかる裁判官に詰問しても、その人物は何も言わない。

　そんな中、民衆の集団の中から一人の黒いフードの女が躍り出てきた。混乱の中、倒れ伏す裁判長に近づき、彼の首元にナイフを当てた。

「な、なんだっ!?　貴様っ……!?」

「動くな」

　その女が冷たい声で言い放つ。彼女のナイフは裁判長の首の皮膚を浅く傷つけ、一筋の血が首に垂れた。裁判長は裁判官に拘束されている以上に動けない状況となった。

　女性が黒いフードを取って顔を晒さらす。栗色のセミロングの髪がふわりと揺れた。

「アオイっ……!?」

「イリアス……」

　その黒いフードの女はアオイだった。イリアスや他の魔女たちが驚いて目を丸くする。アオイが手を振ると裁判長を押さえていた裁判官がそこをどく。その裁判官は裁判が始まる前からアオイによって洗脳されていたのだった。

　アオイはすうっと大きく息を吸い込んだ。

「あたしはっ……魔女だっ……！」

「なっ……!?」

　彼女が大きな声で自分が魔女であることを宣言すると、裁判官も民衆も、その場の全員が驚き身を強こわ張ばらせる。裁判長は首にナイフを突きつけられていて、アオイに抵抗することができない。

「魔女は特別な存在なんかじゃないっ……！　魔力は特別な力なんかじゃないっ！　魔力は誰にでも宿るものなんだっ！」

「…………」

「魔術を恐れないでっ！　魔術は誰にでも使えるものなんだっ！　特別な人間が使う危険な力じゃないんだよっ！　勉強すれば……誰にだって使えるものなんだよっ……！」

　アオイは声を荒らげて周囲の人たちに語り掛ける。魔術が危険なものでないこと、自分たちが妖しい存在でないことを主張する。

「…………」

　しかし民衆には届かない。突如現れた魔女に民衆は怯おびえ、その魔女が言うことに呆あきれ返っていた。

「あたしたちを迫害するなっ！　理解してほしいんだっ！　あたしたちは危険な存在なんかじゃないんだよっ……！」

「あの魔女……何言ってるんだ……？」

「気でも触れちまってるんだろ……？」

「早く誰かあの女を殺してっ！　危険な魔女よっ……！」

「あたしたちは危険な存在なんかじゃないっ！　あたしたちに罪なんかないっ！　あたしの友達を殺そうとするなっ！　魔術は危ないものなんかじゃないんだよっ……！」

「この魔女めぇっ！」

　民衆から石が飛んできて、それがアオイの額に当たる。皮膚が少し切れて一筋の血が垂れるけれど、アオイは痛みに怯ひるむことも、呻うめくこともなかった。この程度の痛みなどなんでもないかのように、凛りんとした表情を崩さず、石の飛んできた方向を見た。

「…………」

「う……」

　石を投げた人が後あと退ずさる。アオイの毅き然ぜんとした態度に周囲の人たちが怯ひるんだ。

　そしてアオイは次の行動に出る。彼女は裁判長にナイフを突きつけて拘束しながら、カバンの中から大きな羊皮紙を取り出し、それを倒れ伏す裁判長の前に広げた。

「な、なんだ……？」

　魔女の新たな行動に民衆がざわつく。アオイが広げた羊皮紙には大きな魔法陣が描かれていた。いくつかの円の模様が重なり、複数の魔法陣が絡み合い、大きな一つの文様となった図が紙に描かれていた。

　アオイはその中心に一本の小さな蝋ろう燭そくを置いた。

「お前、手を置け」

「……は？」

「この魔法陣の上に手を置け。しなければ殺す。分かってるでしょ？」

「……っ！」

　アオイは魔法陣が描かれた羊皮紙の上に手を置けと裁判長に命令した。

　裁判長は魔女の用意したものに触れることが恐ろしかったが、首元にナイフを突きつけられているため、魔女の指示に従うしかなかった。

　怯おびえながら魔法陣の上に手を置く。

「なっ!?」

「きゃっ!?」

「…………」

　すると、裁判長の手が僅かに淡く光り、魔法陣の上に置いてあった蝋燭に火が灯ともった。その場にいた皆が驚き目を丸くする。その光景は裁判長が魔法を使ったように見えるものであった。

「え……？」

　まず目を丸くしたのは裁判長本人であった。自分が魔法陣に手を置いたら、その上に置かれた蝋燭に火が灯った。まるで自分が魔法を使ったかのようであった。

「ま、まさか裁判長が魔法を使った……!?」

「い、いや、そんなまさか……」

「あ、あいつは魔術師だったのか……!?」

「ちょ、ちょっと待て!?　ち、違うっ……！　これは何かの間違いだっ……！」

　民衆は驚きながら裁判長に怪しむような視線を向け、彼はうろたえる。それは魔法陣に触れた者の魔力を吸い取り、火を灯すことのできる魔法陣であった。アオイの洗練された魔術の技法があれば、魔法陣の上に手を置くだけでその人の体の魔力を使い、誰でも小さな火を灯ともすくらいの魔法は行使できるのであった。

　アオイは裁判長にナイフを突きつけながら、彼に聞く。

「お前は魔術師か？」

「…………」

　裁判長は怯おびえながら息を呑のんだ。

「……どうした。言え。お前は魔術師か？」

「ち、ちち、違う……！　私は魔術師なんかじゃないっ！」

　彼はそう答えるけれど、アオイの追及は止まらない。

「ならばその蝋ろう燭そくの火は何だ。お前が自分の力で灯したんだぞ。お前が魔術師でなければなんなんだ」

「…………」

　裁判長の顔が青くなり、全身ががたがたと震えだす。この状況はどう見ても魔女の罠わなであり、自分に罪はないと主張することはできる。

　しかし魔女裁判というものは僅かな疑いがあっただけでも有罪なのだ。僅かでも魔術師の疑いをかけられたなら断罪されるのが普通だった。それは自分が大量の人間を裁いてきたため、身をもって知っていることだった。現に民衆は裁判長にも怯えた目を向け始めていた。

「しかしだ……」

　アオイは息をふっと吹いて蝋燭の火を消してから、裁判長に囁ささやきかける。

「魔術師が異端な存在ではなく、魔力が誰にでも存在するものだと証明できればお前の疑いは晴れる。お前は異端ではなくなる」

「……なっ」

「人を呼べ。民衆の前で魔法陣の上に手を置かせろ。そして魔法が誰にでも使えるものだと証明しろ。でなければ、お前は異端の魔術師だ」

「……っ!?」

　アオイは裁判長を脅す。彼は今にも気絶しそうなほど青ざめていた。もし自分が魔術師であると断罪されてしまったら、今まで自分が執行してきた処刑の刃やいばが自分に向かってしまう。絶望がすぐそこまで迫ってきていた。

「あ、あ……」

「どうした？　人を呼べ。自分が異端でないことを証明しろ」

「……！」

　魔女に耳元で囁かれ、裁判長は震えながら大きな声を発した。

「パーウィンズ家！　ボワティスキ家！　カラジョベルグ家……！　こちらに来いぃっ……！」

「なっ……!?」

　裁判長はアオイの脅しに屈し、貴族の名前を呼んだ。それは自分より下位の貴族たちであり、その者たちは裁判長の命に逆らえず、彼の近くに寄った。

「お前たち！　魔女の言う通り魔法陣の上に手を置けっ……！」

「さ、裁判長……しかし……」

「文句を言うなぁっ！　私がどうなってもいいのか……!?」

　彼の必死な叫び声に、仕方なく呼ばれた貴族たちは魔法陣の上に手を置く。

「うわっ……!?」

「ひぃっ!?」

「な、なんで……!?」

　そしてその度に蝋ろう燭そくに火が灯ともった。呼ばれた貴族たちは皆、魔法の行使に成功した。

「ま、魔術師たちがこんなにたくさん？」

「ど、どういうこと……？」

　民衆がざわざわと騒ぎだす。その様子を見て貴族たちは慌て、保身に走って大声で叫んだ。

「ち、違うっ！　我々は魔術師ではないっ！」

「こんなもの全てあの魔女の謀略だっ……！」

「ま、魔女の罠わなに決まっているだろうっ!?」

「わ、私だけがおかしいのではないっ！　みんな火が灯ったんだ！　私は魔術師ではないっ……！」

　蝋燭に火が付く度に悲鳴のような驚きの声が上がる。貴族の多くが自らの潔白を叫び、これは魔女の罠だと騒ぎ立てた。しかしそれ以外の行動を取る者もいた。

「ディーズ家！　ジェノバンド家！　お前たちも来いっ……！」

「え、えぇっ……!?」

　裁判長に呼ばれた貴族がさらに別の貴族を呼び寄せる。そしてまたアオイの魔法陣に手を置き、魔法の行使に成功する。そして貴族は自分たちだけがおかしいのではないと証明するため、周りを囲っていた民衆をも巻き込み、魔法陣に手を置かせた。

　大勢の者がアオイの魔法陣を経験し、蝋燭に火を灯してしまう。

　これが魔女による罠だという理屈は立つのだが、それでも魔術師の疑いを持つ者の数が膨れ上がってしまった。

　有力貴族を含めた大勢の人間を一気に断罪することなどできず、裁判官たちはおろおろとうろたえた。

「あたしたちを断罪するなっ！」

　混乱の中アオイは再び叫ぶ。

「あたしたちはお前たちと何も変わらない人間だ！　特別な力なんて持ってないし、お前たちの恐れるようなことはできない！」

「…………」

「あたしたちを迫害するな！　あたしたちを迫害するなっ……！」

　民衆や貴族たちが騒然とする中で、アオイの叫びは奇妙に響き渡った。顔を赤くして熱く必死に叫ぶ魔女の姿に、そこにいる者たちは皆息を呑のんだ。

「魔術は誰にでも使える……温かな力なんだ……！　危険な力なんかじゃないんだっ……！」

「…………」

「あたしたちを殺すな！　変わらない、人間なんだ……！　辛つらい旅を越えて、仲間が大勢死んできて……何も変わらない、普通の人間なんだっ……！」

　アオイの目から涙がこぼれる。

　この場の人間は皆さっきまで安全圏にいた。しかしアオイの魔法陣によって自分たちも魔法を発動してしまう。安全圏から出され、自分たちが魔女裁判にかけられる可能性を持ってしまったため、アオイの言葉に耳を傾けずにはいられなかった。

「あたしたちを迫害するな……」

「…………」

「何も変わらない、普通の人間なんだ……」

　その場が奇妙に静まり返る。皆が涙を流す魔女に注目していた。

　そして、その混乱が一瞬止んだ時がアオイにとっての致命的な瞬間だった。

「構えっ！」

「……っ!?」

　衛兵が弓矢を構えてアオイに矢を向けていた。混乱が鎮まり、魔女も貴族も民衆も動きを止めている。アオイは裁判長にナイフを突きつけたままだというのに、より上の立場の人間はお構いなしに衛兵に矢を放つことを命じた。

「放てっ！」

「お、おい!?　待てっ……!?　私まで巻き込……!?」

「……っ！」

　衛兵が矢を放つ。何本もの矢が風を切りながら飛び、裁判長を巻き込みながらアオイに刺さる。彼女は声にならない悲鳴を上げ、その体は地面に倒れ伏す。

　激痛が全身に走り、意識が途絶えそうになる。悶もん絶ぜつしながら血がぼたぼたと流れ落ちる。自分が倒れたことで周囲から歓声が上がったのをアオイは聞いた。

「……ま」

　口から血を吐きながら、薄れゆく意識の中でアオイは顔を上げる。

「まっ……て‥…」

　そして見た。

　イリアスたち四人の足元の薪まきに火が付けられようとしていた。

「まって……」

　油が染み込んだ薪はすぐに燃え上がり、大きな火となって縛られている四人を包み込む。悪夢のような赤い炎が揺れ、周りの人間はその光景を正義感と嗜し虐ぎゃく心しんを胸に抱えながら眺める。

　肉の焼ける匂いがする。アオイはなんとか皆を助けようと地面を這はおうとするけれど、体はほとんど動かず血だけが流れ出る。

　地獄のような光景だった。アオイの目から涙がこぼれる。

　そしてその時アオイは聞く。

　ありがとう。

　炎に包まれながら微ほほ笑えみ、イリアスはアオイに向かってそう言った。炎がばちばちと弾ける音に混ざりながら、気を失う直前にアオイは確かにその言葉を聞いた。

　その日、大きな混乱を呼びながらも予定通り四人の魔女は処刑され、新たに魔女一人を捕まえる結果となった。

　そしてやっぱり、転生の魔法は発動しなかった。
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　それから数日後、同じ広場に今度はアオイが縛られていた。

　小さな白い雪がちらちらと舞っている。空気は冷たく肌は凍え、吐き出される息は真っ白く染まる。それなのに、その広場を囲む人は先日の魔女裁判よりもずっと多かった。

　数日前の裁判は大きな波紋を生んでいた。裁判長が魔法を扱い、それに引きずられるようにして大勢の人間が火を使わず蝋ろう燭そくに火を灯ともしたという事実は周辺地域に広がり、騒ぎの魔女を一目見たいとこの裁判に多くの人を呼んでいた。

　この魔女に関わっては自分たちも魔術師の疑いを掛けられると忌き避ひする人も大勢いたのだが、それ以上に興味を引かれてしまう人の方が多かった。

「では、最期に言い残したことはないか？」

「…………」

　アオイは先日のイリアスたちと同じように木の柱に縛られ、足元には油が染み込んだ薪が置かれている。裁判はとても短い時間で終わろうとしていた。長い時間をかけてまた何か騒ぎが起きては問題だと、先日のイリアスたちの裁判よりもさらに強引にアオイの罪を決めつけ、目の前の魔女をすぐに処刑してしまおうとしていた。

　裁判長は先日とは違う人が務めていた。先日の裁判長は心も体も深い傷を負い、長期的な療養が必要とされていた。

「……あたしは」

　最期の言葉を問われ、アオイはゆっくりと口を開く。長い旅でやつれ、体はボロボロで何もせずとも今にも死んでしまいそうであった。

「あたしは、思っているよりも自分の胸の内に怒りも憎しみも、恨みも抱いていないようです。もちろん憎い。皆を死に追いやった国への恨みも、自分たちを追い詰めた者たちへの怒りも、あの苦しい旅への痛みも抱えています」

「…………」

「でもこれが時代の本流であったというのなら、心は納得できなくても理性では理解ができます。魔術は運命に寄り添って生きるものだからです」

　小さな粉雪の粒が少しだけ空から降ってきて、それがアオイの栗色の髪にかかる。大雪ではなく涙のような僅かな量の粉雪であり、それが地面に落ちては溶けて消えていった。

「それよりもあたしの胸の内にあるのは……」

　雪を体にくっつけたまま何かを言いかけて、アオイは口を噤つぐんだ。数秒間ゆっくりと目を閉じ、言いかけた言葉を呑のみ込んで別の言葉を紡いだ。

「……時代の本流が、魔術が消え去ることを望むのならそれも仕方のないことなのでしょう。あたしにはそれが無念だけれど、魔術に関わる者として神様が作る運命は喜んで受け入れます」

　周囲の人間はアオイの言葉を息を呑んで聞いていた。魔女裁判を壊そうとして大きな騒動を起こした魔女。何か時代が変わろうとしていると、その時の人たちは不明確な胸騒ぎを覚えていたのかもしれない。

「ですが、もしあたしの願いが叶かなうなら、自分の最期の一言を次の世代、その次の世代へと永遠に残してほしい。後世に伝え、ずっとずっと語り継いでほしい。あたしの心をずっとずっと人の心に残し続けてほしい」

「…………」

「それが今のあたしの願いです」

　空気がとても冷たかった。周囲の気温は時間が経たつとともに下がり、民衆たちは寒さに体を震わせる。アオイも強く寒さを感じていたけれど、木の柱に縛られて身をよじることも体を震わせることもできない。自分の死が間近に迫っているのだと心の内側も冷たくなりながら、しかし最期の言葉を残すための心の火が小さく赤く燃えていた。

　雪が静かに揺れ、魔女にも教会にも民衆にも差別なく公平に降り落ちる。

「その言葉とは？」

　裁判長が聞く。

　アオイは小さく微ほほ笑えんで、ゆっくりと口を開いた。

「──みんなみんな、呪われて死んでしまえばいい」

　そしてアオイは火に包まれた。大きな火が全身を焼き、彼女の命を奪った。




　こうして教会と魔女たちの戦いは終しゅう焉えんを迎えた。結果として教会は各地に散る魔女のほぼ全てを駆く逐ちくすることに成功し、事実上魔術師の文化と技術は消滅した。魔女たちは教会の大きな力と世界の流れに抵抗することができず、ほぼ死に絶えた。

　しかしその一連の裁判が歴史を変えた。その魔女騒動の記憶は消えることなく人から人へと語り継がれ、大きな時代のうねりとなる。その時の魔女が残した魔法陣は確かに誰が触っても火が付くものであり、魔女が死んだ後でも変わらずに機能した。そしてそれは何度も何度も繰り返し検証が行われることとなった。

　魔法という存在への今までの常識に疑問符が投げかけられ、あの時に魔女が言ったように、魔法は誰にでも使えるものなのかもしれないという声が上がり始めた。最初の裁判でその魔法陣に触れて蝋ろう燭そくに火を灯ともした者はほとんどが強くそう主張した。そうしないと自分たちが異端の魔術師とされてしまうからである。

　その主張はそう簡単に受け入れられるものではなかったが、時間を経るごとに検証は進み、その時の魔女の主張は一般論へと変化していったのであった。

　そして魔法は人の生活を支える身近な技術へと変化する。医療技術や薬学から始まってゆっくりと検証が進み、何百年後の未来では機械を動かすための技術として重宝されるなど、魔術は一般社会と親しい文化となっていった。

　そしてその時の『プロガルディアの魔女裁判』は勇気ある魔女の英えい雄ゆう譚たんとして大きく歴史に名を刻んだ。

　世界の多くの人々がその事実を知り、世界中の歴史の教科書に載って、多くの子供たちがその出来事を学ぶ。魔女の勇気ある行動が魔法を世に残し、今の時代に恩恵を与えていると評価されていた。

　しかしアオイの最後の言葉は世に伝わらなかった。

　彼女の一言は裁判記録からすぐに削除され、関係者は魔女の呪いを恐れて口を噤つぐんだ。その魔女は勇気ある偉人としてだけ世に伝わり、彼女の呪じゅ詛そは誰からも忘れ去られてしまった。

　彼女の心の内が世の歴史に残ることはなかった。




　アオイが絶命する時、奇妙なことが起きた。

　それがなぜ起きたのかアオイ自身にも分からない。理由など一切理解できない。周囲の人間はそれが起きたことにすら気付かず、それに気付けたのは術者であるアオイ本人だけであった。

　炎の中で産声を上げた。忘れるものかと目を開いた。




　──転生の魔法が発動した。

　当時の人間が誰も生きていない遠い未来に、アオイは前世の記憶を保ち、生まれ変わった。
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　秋から冬の変わり目、燃えるように鮮やかな色の紅葉が徐々に色いろ褪あせ、そしてその葉を散らし始めた頃のことであった。

　とある少女が学校の授業中に黒板から目を背け、曇りがかった薄ぼんやりとした外を眺めている。

「だから３１９年の『プロガルディアの魔女裁判』は魔力エネルギーへの転換点だったという訳だ……」

　歴史の先生が板書しながら授業を行っている。平坦な口調で過去の出来事を説明し、生徒たちはそれをノートに書き写していく。

　ここはプロガルディアの魔女裁判から約四百年後の時代の学校であった。雲に遮られた太陽の光が教室にぬるく差し込み、部屋の中を中途半端に暖める。この時期は季節感が曖昧であり、寒さに備えて冬服を着る子や秋の気候を引きずり薄着のままの子もいる。

「この裁判での魔女の主張により、世間の『魔術』の捉え方が変わっていく。魔法は誰にでも扱えるものだという認識が広まり、魔力によって一体何ができるのかを探る動きが活発化していった」

　今日の歴史の授業は『プロガルディアの魔女裁判』に関わる授業であった。

　教科書に載っている四百年前のこの国の歴史について、先生は淡々と語って聞かせていた。

「その『プロガルディアの魔女裁判』の影響により、教会の力は一時的に落ちた。その事件は民衆の間で語り継がれ、魔女狩りに力を入れていたグレスドリー７世の権力が削そがれ、若い貴族が台頭し始めることとなる。教会の中で二つの勢力が争うようになり……」

　歴史の先生がまた黒板に向き合い、カッカッとチョークの音を鳴らして板書をする。クラスの皆はその板書を写し取るため黒板とノートに向き合う。

　その中で、ある少女はつまらなそうな顔をしながら黒板から目を背け、窓の外を眺めていた。

「…………」

　その少女は四百年前の魔女、アオイであった。裁判にかけられ殺された魔女は、転生することによって現代に生を受けていた。
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「…………」

　少女はその授業を複雑な心境で聞いていた。

　歴史は裁判の魔女を大きな権力に屈しなかった勇敢な女性であると伝えているけれど、自分の最後の怨念の言葉は世に伝わらなかった。

　歴史は自分の心の内を正しく伝えてくれていない。

　少女は教室の内部に目を向ける。現世の友達であるティフィーという少女はすやすやと幸せそうに眠っている。同じく友達のユキは勉強熱心で、全身にやる気をみなぎらせながら板書をバリバリと写している。優等生のトゥーリとレインは落ち着いて授業を受けている。

　授業から目を逸そらす。ぼやけた雲が空を覆いつくしている。少女は鬱々とした感情を胸の内に宿しながら、物憂げな様子で窓の外を眺めていた。

　少女は四百年前の魔女の転生者である。

　どうして転生の魔法が発動したのか、アオイ自身にも分からない。理由などは一切説明できない。

　ただ分かるのは、ここにはもう昔の自分を知る者は誰もいないということだ。昔の仲間が誰もいない時代に生まれ変わり、普通の少女として今を過ごしている。

　守るべきものが何もなくなった世界で少女は今を生きている。




　──転生を果たしたアオイは、カスミという名を親から貰もらった。










第15話　魔女の転生







　がたりがたりと電車が揺れる。お出掛け日和の良い天気であり、元気な太陽が燦さん々さんと照りつけ、街の高層ビルが濃い影を作っている。

　平日の昼間、人々は忙せわしなく電車を乗り降りし、目的の街に辿たどり着くのを電車の中でじっと待っていた。

　戦争も迫害もない平和な日常が長く長く続いていた。

　その中で、一組の親子が異様な雰囲気を漂わせていた。幼い女の子が座席に座りながらも近くの手て摺すりに体ごとがっしりとしがみ付き、がたがたと全身を震わせている。その子の親が隣に座り、我が子の様子におろおろとしている。

「ど、どうしたの？　カスミちゃん？　電車、そんなに怖いの……？」

「……わ……、わ…………」

　少女は声にならない音を口から漏らしながら、自分が今乗っている電車という物に恐怖していた。電車ががたりと揺れたり少しカーブしたりする度に、少女の体は大きくびくりと震えた。

「なんやこれーっ!?」

　カスミと呼ばれた少女は悲鳴のような声を上げた。少しばかり迷惑であったが、幼児のため、周りの人が眉をひそめる程度で済んでいた。

「カ、カスミちゃん？　電車の中だからね？　静かにしてね？」

「なんでこないなもんが動くんや!?　ありえへん！　ありえへんっ！　こないなことおかしいやんっ……！」

　母親がなだめるもカスミはずっと怯おびえ、顔は真っ青である。

「大丈夫よぉ？　カスミちゃん？　電車はとっても安全な乗り物だからね？　絶対絶対大丈夫だからね？」

「嘘うそやぁっ！　こないなスピード、絶対危ないどすっ！　馬車の何倍あるんやっ……!?　絶対横転するどすっ……！」

「カ、カスミちゃん馬車なんか乗ったことないでしょ……？」

　電車が好きな子供というのは多い。外の景色が高速で動いていく様子を窓にしがみついて眺める子供はたくさんいるが、カスミはその真逆をいっていた。高速で動く乗り物に生命の危機を感じてカタカタと歯を鳴らしながら恐怖している。その彼女の様子を見て、近くの子供が鼻で笑っていた。

「こんなもの知らへん！　こんなもの知らへんっ……！」

　そんなことはつゆ知らず、カスミはただ発達した文明という理不尽に恐怖していた。

「こんなんありえへんーっ……！」

　カスミが幼いころの出来事であった。

　彼女の家庭はわりあいに裕福であり、家は広く清潔で、郊外ではあるものの大きな庭もあった。一人っ子で、衣食住はもちろん、玩具やお菓子にも不自由することなくすくすくと育った。両親は教育熱心であり、小学校は私立に入れようと勉強に対して少し口うるさいところもあるけれど、豊かに暮らしていた。

　カスミはごく普通の愛を受けて生まれ育ったのだった。

　しかしカスミは他の子とは違う事情を持っていた。それは四百年前の人間の転生者であり、国から強く迫害を受けた魔女という存在であったことだった。

　前世の記憶は物心がつくにつれてはっきりと認識できるようになっていった。生まれた瞬間から記憶も意識もはっきりしていた訳ではなく、少しずつ喋しゃべれるようになってくる頃、自分には前世の記憶があることをはっきりと理解したのだった。

　転生の魔法を作り上げたのは前世のアオイ自身なのだが、そういった細かい部分は実際に経験してみなければ分からず、なるほどとカスミは納得をする。

　そのため、生まれてすぐの赤ん坊の様子が変などといった疑いを持たれることはなかった。しかし、カスミの場合は前世の記憶を取り戻すと共に、少し変わった子供として認識されるようになった。

　まず言葉使いがおかしかった。成長して少しずつ言葉を話すようになると、その言葉が現代の標準語ではなく、どこか古風な言葉使いとなっていった。カスミの両親はどうしてだろうと首を捻ひねる。時代物のテレビドラマでも見て覚えたのだろうか、でもうちはそういう番組を多く見ないし、どうしてだろうかと、子供の言語の発達に疑問を感じていた。

　それはただ単にカスミが昔の人間の生まれ変わりだからだが、そんなこと両親は想像もできない。カスミの喋しゃべり方は四百年前の一般的な口語だった。

　当時、人々は今のカスミと同じ口調で喋っていたが、時を経るうちに言語も変化し、彼女の口調は現代とは違う妙に古くさいものになってしまった。

　だがカスミは喋り方を変える気はなかった。前世で十七年間使い続けた言葉への愛着は、彼女の中から抜けるものではなかった。

　そして物心がついてからというもの、周りにあるもの全てに怪け訝げんな目を向けるようになっていた。

　外を走る車に怯おびえ、飛行機を指さしては鉄の怪鳥だと驚き、携帯電話の通信技術を悪魔の技であると震えていた。高層ビルが倒れてくるのではと、とても恐れていた。薄い板の中に人が入っていると、テレビに対して一昔前のコントのような驚き方をしたりもした。

　物心がつくにつれて、それまで全く怖がっていなかったものを驚き恐がり、両親はまたもや首を傾かしげる。アオイは四百年近く昔の時代を生きた人間である。現代の技術革新に理解が付いていけず、自分が転生者であると自覚した時、ここは元の世界の続きではない！　自分は『異世界』に転生してしまったんだ！　と本気で思ったほどであった。

　そして今まさに電車に震えていた。

「いやぁっ！　降りるぅっ！　あて降りるぅっ……！」

「カスミちゃん、わがまま言わないの。買い物に行くんでしょ？」

「理解できへん！　こんなん絶対理解できへんっ……！」

　カスミにはこの鉄の乗り物がどうしてこれほどまでの速さで動けるのか、その理由が理解できなかった。昔には想像もできなかった技術であり、こんな速さで動いて転倒したらどうするのか、どこかにぶつかったらどうするつもりなのか、四百年前の世界の常識の外にある乗り物にただただ恐怖していた。

「助けてなぁっ、イリアスはんんんっ……！」

「イリアスちゃんって誰？　お友達？」

　今は亡き友に助けを求めるほど、カスミは現代に戸惑っていた。

　転生の魔法を自覚して、カスミはまず親に本をねだった。現代の常識を学び、自分が生きた時代から現代までの空白期間を埋めるために知識が必要だった。そもそも、自分が今生きている世界が本当に元の世界なのか、カスミはまだ疑っていた。

　しかし本を手に入れるのは難しいだろうとカスミは考えていた。本は高価であり、歴史書なんてものは大学の教授など、地位のある知識人しか手に入れることのできない物だ。

　だからカスミは本を手に入れるまでに何年、何十年もかかると思っていた。成長して働いて金を稼ぎ、本を買って自分の知識の空白の部分を埋めなければと考えた。本を手に入れるまでは吟ぎん遊ゆう詩し人じんなどを探して、伝聞によって知識を得ようと計画を立てた。

　それが人生の初めの目標なのだとカスミは感じた。転生者という特殊な出自のための試練なのだと理解した。

　……と思ったら違った。現代では全然違った。

　印刷技術の発達により、本は安価で簡単に手に入るものになっていた。本は一般家庭の収入でも簡単に手に入るほど親しみやすいものとなっていて、本屋に書物が大量に並んでいる光景を見て、カスミは目が点となった。

　カスミの常識は四百年前の古い古い常識であった。

「カスミちゃんはお勉強熱心で偉いわねー」

「…………」

　そう言って母が本屋でカスミの頭を撫なでるけれど、カスミはただただ本を持って呆ぼう然ぜんとするばかりであった。

　本を読み、ようやくこの世界は自分の元いた世界で間違いないという結論を得た。転生前に知っていた世界の歴史とこの世界の歴史は同じであり、国の名前なども自分のよく知るものと一緒であった。

『プロガルディアの魔女裁判』が歴史に名を残していることを知った時には、思わず眉間に皺しわが寄ってしまった。

　奇々怪々な現代の品々についても、技術の革新によって生まれ出たものだと、本は当然のように語っていた。産業革命というものが起こってから機械文明は飛躍的に発展した。現代においては電子機器が生まれ、あらゆる機械がデジタル技術を用いていた。

「おかしいやろおおおぉぉっ……！」

　本を読み、カスミは叫んだ。

「どうやったら蒸気機関車が『てれび』や『ぱそこん』に進化するんやぁっ!?　おかしいやんかぉっ!?　どう考えても『ねっと通信』なんて紡績機から生まれる訳あらへんやんかあっ……！」

　本を読んでも現代の科学についてカスミは納得がいかなかった。現代の科学技術というのは複雑であり、技術の発達の経緯は本に載っていても、その技術の詳しい仕組みまでは載っていないことが多かった。

　真空管によって電子の流れを整理したり増幅したりうんたらかんたら、という説明を読んでも、それでどうして遠く離れた人の声が聞こえるのか、カスミには納得できない。全てが悪魔の所業に思えた。

　過去に自分たちの魔術が悪魔の所業だと断じられて悔しい思いをしたものだが、現代の科学の方がよっぽど悪魔の所業であり、魔女裁判にかけるべきものだと思ったりもした。

　そもそも電気という存在に馴な染じみがない。昔では雷くらいしか電気と呼べるものはなく、それが現代の生活の中心になっていると言われても、カスミは首をひねるばかりである。

　もっと言ってしまえば、産業革命時に開発された紡績機や蒸気機関車すらカスミの常識の範囲を越えていた。それらは機械文明の初期の発明とされているが、それすらアオイの時代にとっては夢物語のような代物だった。

「科学ヤバイ。科学恐ろしい……。こんなんあてらよりよっぽど魔女裁判やん……」

「……またカスミちゃんが部屋で唸うなってるわ」

「あの子は大丈夫なのだろうか……」

　現代科学に対し頭を抱えていると、両親がよく心配していた。過去の常識を逸脱し過ぎた現代の技術は、カスミをただただ困惑させるのであった。

　そして本を読み『プロガルディアの魔女裁判』の後、魔術師、魔法の在り方が大きく変化したことを勉強した。アオイの作った魔法陣をきっかけにして魔力は誰にでも宿るものだという認識が徐々に広まっていき、魔女を忌いみ嫌うのではなく魔術をどう活用していくのかを探る研究が活発になっていったようだ。

　近年では、魔術は機械を動かすことに便利なエネルギーとして利用されていることをカスミは知る。前世で生きていた時に、歯車仕掛けのカラクリは魔力を動力として動かしやすいという研究が始められていたが、その応用のようなものが現代では行われているようだった。

　そして魔術が誰にでも扱える一般的なものだと認められるようになってから約二百年後、教会は当時の魔女狩りや異端審問が不適切な行為であったという認識を示し、教会や信徒の責任を認めた。

　当時、魔女に火刑が行われていた広場には今では慰霊碑が立ち、毎年『プロガルディアの魔女裁判』が行われた日に追悼の式が行われているのだという。

「…………」

　それを知り、カスミは複雑な思いを抱く。本を置き、机に頭を付ける。

　憎むべき敵はもういない。教会は正式に謝罪しており、現在でも犠牲者に手厚い慰霊を行っている。自分が憎んでいた人間は数百年前の人間であり、今この世にはもういない。

　復ふく讐しゅうはもう無意味だ。過去は反省され、あの苦しかった迫害の日々は過ちであると認められ、犠牲となった仲間たちには祈りが捧げられている。

「…………」

　カスミは机に頭を伏せながらぼんやりと家の中を眺める。危険に対処するための武器が部屋に備え付けられていることなどなく、テレビやオーディオセットなど娯楽のための家電が家に設置されている。ここに危険などはなく、毎日が平和だ。

　恨みや憎しみをぶつけるべき敵がいない世界。カスミは胸の内の黒い渦をどこに持って行ったらいいのか分からなくなった。

　それからカスミは近所の教会に通うようになった。日曜日には教会へ礼拝に行き、神に祈りを捧げている。

「あらカスミちゃん、今週もしっかり来たのね。偉いわよぉ」

「どもども、シスターはん」

　中年の少し恰かっ幅ぷくの良いシスターがにこやかにカスミに近づいて、頭を撫なでて飴あめを与える。子ども扱いされるのを受け入れるのもどうかと思ったが、それを断る理由など思いつかなかったのでカスミは飴を受け取り、口に入れる。

　四百年前、教会は魔女たちを神を冒ぼう瀆とくする異端の者として扱ったが、それは事実とは異なるものだった。魔女たちは教会と同じ神を信仰し、変わらない慣習の生活をしていた。里の中では魔術は神に通じる儀式であるとされていて、魔女たちは一般の人よりもむしろ信心深かった。

　アオイたちを追い詰めたのはこの国の教会で、それは四百年経たっても変わらずに存続し続けていた。しかし過去の過ちは反省され、カスミは前世の信仰を捨てる気にはなれなかった。

　そして目の前のシスターはとても優しかった。穏やかな笑みをカスミに向ける。

　神様に罪などなく、カスミは今日も熱心に祈りを捧げていた。




　そんなふうに現代の様々な事に戸惑いながら、彼女はのどかな日々を過ごしていく。

　カスミは現代の科学技術を避けながら生活を続けていた……訳ではなく、毎日が過ぎていくと何事にも慣れが生じてくるもので、今ではお菓子片手にのんびりとパソコンをいじってネットサーフィンをするまでになっていた。

　あれだけ恐怖を感じていた電車や自動車も慣れたもので、相変わらず現代科学の仕組みはよく分からないままなのだが、電車の中でリラックスしながらぐっすり眠れるまでになっていた。そういうものだと理解していた。

　そうなるともう現代は快適そのものである。

　夏の暑い時期はエアコンをつけて過ごし、退屈な時はテレビを見たりゲームをしたりして遊ぶ。コンビニでは昔では考えられなかったようなおいしいお菓子がとても安価に売られていて、それに舌した鼓つづみを打って楽しむ。

「あー……、極ごく楽らくやわぁ、これ……」

「カスミちゃん、そんなおっさんくさい……」

　柔らかなソファに寝そべってテレビを見るだらけきったカスミの様子に、母親は苦笑する。現代人にとってはテレビなどは生まれた時から傍らにある日常そのものだが、昔の苦しい生活を経験したカスミにとって、慣れてしまえばここは天国だった。

　逃亡の途中寒さに震え、飢えをしのぐために木の根を齧かじるという経験をしているので、便利過ぎる世の中に、ついだらけ切ってしまうのも無理はなかった。ぬるま湯に浸つかる生活というのはまさにこのことだった。

「平和やなぁ……」

「おっさんなの？　カスミちゃん？」

　相変わらず母親はカスミに苦労させられていた。

　インターネットを使いこなすようになって、カスミはさらに現代の情報を手に入れやすくなる。現代の社会情勢、他国の歴史、世界の地理、様々な情報を昔では考えられない速度で入手しながら、一番気になる情報はやはり現代の魔術に対しての考え方だった。

　どうやら占い、呪まじない、心療などの魔術の本来の用途は失われ、現在では機械を動かす技術として主に扱われているようだった。自分が魔術を大々的に公表してからというもの、世界は魔術の扱い方を探ってきた。

　そして炎や風の生成など、魔術に実利的な効果を期待して使用しようとしてきたが、それはあまり上う手まくいかなかった。それもそのはず、魔術は本来非エネルギー、非物質に関する超自然的なものを扱う分野であり、炎を生み出す、物を移動させるといったエネルギーに関する事象は不得意とするものだった。

　しかしその認識は世界に受け継がれることはなかった。それも当然である。魔術師たちを次々に処刑し、四百年前にほぼ絶滅させてしまったのだから知識が断絶して当然であった。その後世界は試行錯誤して魔術の在り方を探っていたようだが、魔術は元より三千年以上の経験則から発展してきた技術であり、現代の人間が魔術の本来の運用に気が付くにはまだまだ歴史が足りなかった。

「……あてが最初に火ぃ灯ともすデモンストレーション見せたんがいけへんかったんかいなぁ？」

　カスミがパソコン画面の文字を見ながら小さく呟つぶやく。

　プロガルディアでの魔女裁判の時、アオイは誰にでも火を点つけられる魔法陣を用意して、誰にでも魔法を扱えることを分かりやすく示した。

　それは大きく成功して後の世の流れを変えるのだが、そのために魔術は火を点けるためのものであるという間違った方向性が示されてしまったようだった。どうやら自分が作ったその時の魔法陣は今でも保存されていて、博物館に厳重に保管されているようであった。

「…………」

　カスミはぼうっと部屋の天井を眺めた。本当の魔術を知る者はもう誰もいなくなってしまった。魔術師は絶滅し、自分たちの知識は完全に途絶えてしまっていた。あの里での研けん鑽さんや研究が幻になってしまったのを知り、カスミはとても寂しい思いを胸に抱いた。

　まるで自分が世界に一人取り残されてしまったかのような孤独感を覚えるのだった。

　それからカスミは自分の部屋に小さな魔術の研究所を作った。研究所といっても昔の里にあったような手の込んだものではなく、自室でできる範囲の簡素なものであった。

「カスミちゃん、占いが好きなの？」

「はいな！　あて、花占いとか大好きどす！」

　と言って、カスミは子供っぽい笑顔を見せるが、ガチである。占い好きの女の子っぽい面を見せようとしているが、収集し研究しているのは本物の魔術に関するものであった。最初は簡単な占いグッズとか風水グッズなど可愛らしいものを親にねだり、そこから徐々にハードルを上げていく。

　カスミはまだ幼くて決まったお小遣いも貰もらっていない年であるから、親に買ってもらわないと物が手に入らない。買ってもらえるものを調整することはカスミにとっては死活問題だった。

　占いをどんどん本格的にしていって、店で手に入る範囲の様々な植物や鉱石を収集していく。少しずつエスカレートしていく占いの研究に、カスミの両親はやれやれ娘が少し変わった趣味を持ってしまったなと呆あきれるが、それは趣味ではなく本業だった。ガチである。

　カスミは植物や鉱石など様々な材料を集めて部屋に置いており、それを両親は幼い子供のデタラメな収集癖だと思っているのだが、それらは本物の魔術の研究試料であった。

　カスミの両親は家の片隅で四百年前に消え去った本物の魔術の研究が行われているとは夢にも思っていなかった。そんな訳で、カスミは自分のことをオカルト好きの変わった趣味を持った人間と称するが、その実、裏で行われているのは本物の魔術なのであった。




　そしてカスミも晴れて６歳となり、学校に行くことになった。

　教育熱心な両親のサポートもあり、カスミは少し有名な私立の初等部に入学することになった。初等部の受験は転生者であるカスミにとって簡単なものだった。カスミは四百年前の、現代とは教育水準が大きく異なる時代の人間だったのだが、さすがに６歳児が受けるテストを突破できないことはなかった。

　面接の時だけ古い時代のいつもの言葉使いをやめ、勉強した現代語で話したら母親に無言でびっくりされた。あなた普通に喋しゃべれたんかい、とでも言いたそうな表情をしていた。

　そして前世では経験したことのなかった学校生活がカスミに訪れる。しかし子供が集まる初等部の学校というのは、カスミにとって予想以上に大変なものであった。

「昨日テレビ何見たー？」

「あたし、魔法少女ラララキュア！」

「あ、いいよねー！　それ！　面白いよねぇ！」

「あたしも見てるー！」

　教室の片隅で女子たちがわいわいと談笑していた。机を寄せ、皆で昨日見たテレビの話をしている。男子たちが校庭で元気よくボールを蹴り飛ばしている頃、女子たちは教室の中でお喋しゃべりをしていた。

「カスミちゃんは昨日何見た？」

「あ、え、えぇと……」

　話を振られ、カスミは顔が引きつった。眉がぴくぴくと動き、答えにくそうな雰囲気を発した。しかしそれでも女子たちの無む垢くな視線が彼女に集まり、カスミはおそるおそる声を発する。

「か、科学の編へん纂さん……」

「えー？」

「なにそれぇ？」

「こ、公共放送のスペシャル番組で、科学技術の発達の歴史をまとめたテレビ番組やったん……けど……」

　カスミは今でも現代の科学技術を勉強するために、たくさんの情報を仕入れていた。昔の常識からかけ離れた情報を少しでも学ぼうとカスミはそういった番組を欠かさず見て、勉強しているのであった。

　感心なことではあるが、周りの少女たちはきょとんとした目でカスミを見た。

「それ面白いの？」

「わ、わりかし……」

「変わってるね、カスミちゃん」

「…………」

　このように同い年の友達と話が合わないことが多かった。前世を含めて二十三年間生きているカスミと純粋な６歳の少女たちとは、興味の対象が違っていた。

　さらには常識の違いもある。生存自体が困難であった時代と今の平和な時代とでは、生きることへの心構えそのものが違う。昔の価値観が染みついているカスミと現代の子供たちでは、普段の生活からして微妙な差が生じていた。

　カスミは少し変わった子として知られていた。

「ユキちゃんは昨日のテレビ何見たの？」

「ん？　わたしですか？」

　そこでもう一人の女子に話が飛んだ。薄い青色の髪を長く伸ばした少女で、名前はユキといった。幼いながら丁寧な言葉使いで喋しゃべるのが特徴的な子であった。

「わたしはですね、んーと、んーと……なんでしたっけ……？」

「なに？　なに？」

「あぁ、そうです、思い出しました」

　ユキは人差し指をぴんと伸ばした。

「確か『薔ば薇ら夫人の不倫と姑しゅうとめ』ってタイトルのドラマ見てました！」

「昼ドラっ……!?」

　ユキの言葉にカスミは大声を上げて驚いた。昼の時間帯のドラマは主婦層をターゲットとしたドラマが多く、過激な男女の愛憎について描かれている作品が多かった。刺激的で扇情的な内容を扱い、それによって視聴者の興味を引いていた。

　子供には見せられないシーンがあるものが多かった。だからカスミは頭を抱える。ユキの言ったタイトルの字面から、明らかに過激な内容が含まれていることは容易に想像がついた。

「えー？　なにそれ？」

「知らなーい」

「ユキちゃん、教えて？」

「ちょっ……!?」

　何も知らず興味を持つ女子たちに、カスミは戸惑う。

「えぇっとですね……確か『夫が出張先で女とホテルに泊まっている。私には他の男との赤ちゃんがお腹の中にいるのに……』って主人公の女性が泣いてました！」

「ぐちゃぐちゃっ……！」

　カスミの想像以上にエグかった。

「なにそれー？」

「赤ちゃんのこと？」

「なんか難しくてよく分かりませんでした……」

「分からんでええ。分からんでええ……」

　きょとんとした表情を浮かべて何も理解できていない少女たちを見て、カスミは少し安あん堵どする。この無む垢くな心を汚すのはまだ早過ぎると、自分が何とか止めなければならないと、カスミは妙な責任感を感じていた。

「……というより、なんでそんなの見てたんどす？」

「お母さんが見てた録画を、横で」

「あんたのお母はん、子供の前で何見てはるんっ……!?」

　明らかに教育に悪かった。子供に見せる番組ではなかった。一応ここは有名私立の初等部である。

「お母さん、それを見て爆笑してました」

「えぇ……？」

　ドン引きした。

「どうもそのドラマによると、『ホテルで寝る』と『不倫』になって『赤ちゃんができる』のだそうで……？」

「えー？」

「どういうことー？」

「ちょ、ちょっと待ちや……？」

　ドラマのその意味を考える幼い女子たちは首を捻ひねり、カスミははらはらする他なかった。子供が考えるようなことではなかった。

「あたしもこの前旅行でお父さんやお母さんや妹と一緒にホテルに泊まったよ？」

「それは……もしかしたら『ふりん』ってやつなのかもしれませんね……」

「全然ちゃいます！」

　ついカスミは大声で否定してしまう。普通に会話を楽しんでいただけの少女たちは驚いてカスミに注目する。

「カスミ、もしかして昼ドラに詳しいんですか？」

「え？　えぇっ……？」

　聞かれて、カスミはしまったと思う。

「もしかして、昼ドラの言っている意味が分かるんですか……？」

「…………」

　ユキの好奇の目がカスミを射い貫ぬく。皆の視線が彼女に集まり、カスミは息を呑のんだ。

「い、いやぁ……!?　ぜんっぜん分からへん！　分からへんなぁっ……!?」

　カスミは誤魔化すしかなかった。

「そうですか……残念です……」

「…………」

　残念そうに首を振るユキたちに対し、絶対に言うものかとカスミは心の中で固く誓う。目の前の無む垢くな６歳の子供たちに、自ら毒を注ぐわけにはいかなかった。

「ユキちゃん、他に何かテレビ見たー？」

「えぇっとですね……『深夜特報！　ブームが過ぎ去ったアイドルの今に迫る！　あの手この手で金を稼ぐ、彼女たちの知られざる裏の顔とは……!?』って番組の録画を見ましたねー」

「ストップ、ストップーッ！」

　カスミはまた叫んでユキの言葉を遮った。そのタイトルからゲスい内容であることはなんとなく察しがついた。

「なんでそんなん見とったん!?」

「お母さんが見てるのを横で……」

「ユキはんのお母はん、さっきから子供の前で何してはるのっ!?」

　せめて子供には見せないようにしろよ、とカスミは心の中で悪態をつく。

「アイドルものだー！」

「あたし、アイドル好き！」

「皆きれいだよね！」

「ちゃう！　ちゃうねん！　きっとそないな華やかな番組ちゃうねんっ！」

　目をキラキラとさせてアイドルについて話し合う女子たちに囲まれ、カスミはいたたまれない気持ちになった。自分だけが字面の裏にあるえげつなさに気付いてしまう。

「何かよく分かりませんでしたぁ……」

「それでええ！　ユキはんはそれでええねん！」

　カスミは少し疲れる。まさか放課時間のなにげない会話からこんな爆弾が生み出されるとは思っていなかった。こんな時の鉄板の話題である少女アニメについて振れれば、とカスミは強く思う。そうすれば話題を簡単に変えられるのに。しかしカスミはほとんどアニメを見ていないのて、そんな話題を振ることができなかった。

　今日からちゃんとアニメの勉強をしよう。アニメを見て、年相応の話題を振れるようになろうとカスミは固く決心した。

　まずはこの爆弾ばかり投下してくる少女、ユキを何とかしないといけないとカスミは考える。この学校に入ってから日は浅く、カスミはこの少女についてよく知らない。この変わった少女をどうしたら抑えられるか、カスミは必死に考えを巡らしていた。

　その時ふとユキが口を開いた

「カスミは少し変わってますね？」

「え？　ええぇぇっ……!?」

　たった今、この子は変人だと確信した子に変わっていると言われて、カスミは驚きょう愕がくした。

「あ、あてが……!?　あんたはんに変わっていると言われるんどすか!?」

　ちょっと本気でショックだった。

「だって、言葉遣いが皆とは違いますし」

「うっ……」

　自分の口調は現代の言葉使いとは少し違っている。自覚があるだけにカスミは少したじろいだ。

「それに、さっきから大声ばっか上げてますし……」

「そらユキはんがけったいな話題ばっか出してきはるから……！」

「昼ドラについても教えてくれないですし……」

「知らなくてええねん！」

　カスミは大人の淑女として、あらぬ誤解を解こうと必死になっていた。

「ユキはんが一番変わってるって！」

「わたしは変わってないです。普通です、普通」

「いやいやいや、絶対変わってはります！　ユキはんは変人どす！」

「むー。カスミの方が変人ですって。絶対ー」

「いやいや、あてはユキはんほどじゃあらしまへん……！」

　カスミとユキで『変わり者』の押し付け合いが始まった。その光景を横目で見て、周りの女子たちは何かを納得したように小さく頷うなずく。

「カスミちゃんとユキちゃんは似た者同士だねー」

「ねー」

　こうしてカスミとユキは『変わり者』のカテゴリーに一緒くたにして入れられた。二人の言い合いを聞いた周囲の級友たちは、二人が『変わり者仲間』だという認識を深めていった。

　カスミは図らずもユキと親睦を深めていくことになる。さらにはユキの友達である変わり者のティフィーも加わり、三人は一緒に遊ぶことが多くなっていった。放課後の塾とピアノ教室も一緒に行くようになり、お互いの習い事を共有するようになっていった。カスミは時々、週末の教会通いに二人を誘うようにもなった。友達に付き合うつもりで見ていた少女アニメも、案外悪くないものだと思うほどになっていった。

　ピアノの上手なティフィーを通して、ピアノ教室での秀才であるトゥーリという少女とも知り合った。

　自由奔放な三人娘は学校での問題児として知られ、日々を騒がしく、楽しく過ごしていた。同じ中等部に進むために勉強会を開いて何度も一緒に勉強をし、勉強の苦手なティフィーを支えていった。

　前世で学校に通っていないカスミにとって、転生の経験は勉学にそれほど有利ではなかったが、それでも、あまり苦労をしなくても中等部の受験に軽々通れるほどに賢かった。

　中等部に進んでからは、ユキの友達であるレインとも知り合った。ユキに近しい男友達として、カスミは彼に攻撃を加えたり、時には彼を支えたりもした。

　カスミ、ユキ、ティフィーの変わり者三人は友達は少ないけれど、相変わらずわいわいと楽しく遊んでいた。

　そうやって彼女はカスミとして生まれ変わって、新しい人生を十三年間過ごしてきた。




　学校の教室の片隅で、ユキが喋しゃべる。

「それでですね、お母さんはゲームでお父さんに負けて悔しいからってコントローラー分解して細工したんですよ。ＡボタンがＢボタンになるように、上にスティック倒すとキャラが後ろに下がるように。でもそれの最初の被害者は弟のハレだったんですよねー」

「何やってんのよ、あなたのお母さん……」

　それは歴史の授業が終わった休み時間のことであった。カスミは友達のユキ、ティフィー、トゥーリと机を囲み雑談に興じていた。

　カスミ13歳。中等部１年生の秋の終わりのことであった。

「っていうか、ゲームのコントローラーなんてそう簡単に改造できるものなの？」

「わたしのお母さん、魔法道具関係の研究者ですからね。機械関係ならそのくらいは朝飯前だったと」

「あぁ、そういえばそうだったわね」

「あ、既製品の改造は本当はダメですよ？」

　なにげない会話がだらだらと続く。当然ではあるが、それは前の時間の歴史の授業とは何の関係もない話だった。歴史の授業の内容などすっかり忘れて、四人は適当な話題に花を咲かせる。

「…………」

　しかし、それがカスミにとってはほんの少しだけ不満であった。

　前の歴史の授業は『プロガルディアの魔女裁判』についての内容だったからだ。

　カスミにとってその歴史の授業は、とても複雑な感情を抱かせるものであった。自分についての過去が歴史として語られる。胸にもやもやとした感情を抱きながら、物憂げな表情で授業から目を逸そらし続けた。

　だが同級生の皆にとってその授業は何も特別なものではなかった。普段の授業と変わらず淡々と授業を聞き、淡々とノートを取っていただけである。

　すぐ目の前にいるカスミの友達もその授業のことなど忘れ、今は雑談にふけっている。

「…………」

　それは仕方のないことだった。とても仕方のないことであったけれど、カスミは少し面白くないと感じてしまっていた。

「ま、魔法道具なぁ……。大昔の魔女はんたちが現代の魔法技術を見たらどない思うんやろな？　機械とか、昔にはあらへんよ？」

　だからカスミはちょっと表情を強こわ張ばらせながら、少し話題を戻してみた。それは時代に対するささやかな反抗のようなものであり、過ぎ去っていく歴史への小さな抵抗であった。もしこの話題があっさり流されてしまったとしても仕方ないなと思いながら、彼女はそう口に出してみた。

　するとユキは一瞬目をぱちくりとして、小さくにやっと笑った。

「あ、さっきの授業の魔女裁判の話ですか？　カスミ、オカルト好きですもんね。魔女の事とか興味があるんですか？」

「まっ……まぁ、そないなとこやなあ……」

　自分の心中から当たらずとも遠くない所を突かれてカスミはぎくりと動揺する。自分が当時の人間の生まれ変わりだなんて友人たちには想像もできないだろうが、自分の話題の出し方から心の内を見通されたようで、彼女は少し気恥ずかしい思いをした。

「やっぱりオカルト好きのカスミとして、昔の魔女についても詳しかったりするのー？」

「そ、そ、そやなぁ……」

　詳しいどころの話ではないのだけれど、カスミはティフィーに無難な返事をした。自分から話題に出しておきながら自分で困るのはなんともアホらしいなと思いながら、カスミは少し話を続ける。

「魔女関連の話にはデタラメな噂うわさや明らかな嘘うそ話が多いんどす」

「嘘話？」

「そや。魔女狩りは数百年続いた長い慣習で、犠牲者は数万人にも上るとされているんやけど、その中で本物の魔女や魔術師は、１％以下だったって言われてるんどす。そうなると……」

「嘘の証言が多かったんですね！」

「そやそや。魔女じゃない人を拷問や尋問してもうて、その人らは助かりたいがために嘘をついて逃れようとしたんどす。その犠牲者の中には本物の魔女もおったんやけど、多過ぎる嘘の中に紛れてしもうた」

「じゃあ何が本当なのか現代でも分からないのね」

「そうや。……ほんっと魔女裁判なんてのは害しかもたらさんものやな。何一つ真実を明らかにせぇへんくせに、犠牲者ばかり増やしよって……」

「カスミ……？　ちょっと顔怖いよ？」

　過去にのめり込み過ぎてカスミは思わず瞳の奥に暗い感情を込めてしまう。急に険しい顔になったカスミをティフィーは心配した。

「ん……？　あ、いや……ティフィーはん……。なんでもあらへん。なんでもあらへん」

「魔女に感情移入し過ぎですよー」

「せやな。ちょっと熱くなってもうた」

　ははは、とカスミは誤魔化すようにぎこちない笑みを浮かべる。

「カスミは魔女っぽいですもんね。オカルトとか占いとか、怪しさマックスですよ！　現代に生きる魔女ですね！」

「え？　そ、そうかいな？　やっぱそう見えるものやろうか？　へへ……」

「魔女裁判受けないようにしてくださいよ。カスミは魔女っぽいですからね」

「……ほんまにね」

　ユキの冗談に、いちいち複雑なものを感じてしまうカスミだった。

「そういえばプロガルディアの魔女裁判についての映画がありましたよね。わたし見たことありますよ」

「あ、あー……あれかぁ……」

　プロガルディアの魔女裁判は世界中で有名な歴史上の事件であり、それについて作られた歴史映画があった。主人公の魔女がプロガルディアの魔女裁判に至るまでの一生を描いた作品なのであるが……。

「あて、あれ見てへんなぁ……」

「えー？　そうなんですか？　結構有名な作品なのに。主人公の魔女が敵の教会の人間を剣でばったばったと薙なぎ倒していくシーンとか見ごたえがありましたよ!?」

「…………」

　その映画は事実よりもかなり脚色されていた。主人公の魔女は剣や弓の達人でもあり、権力を強めていた教会の陰謀に立ち向かっていく、という内容であった。

　派手なアクションシーンもあり、カスミは真正面からそれを見ることができなかった。もちろん、主人公の魔女のモデルであるアオイの記録などはほぼ残っていないので、プロガルディアの魔女裁判について描きたいのならば多くの部分を想像に任せるしかないのだが、それ故にカスミは気恥ずかしさややるせなさを感じ、その映画を見ることができなかった。

「じゃあ、カスミ、プロガルディアの街には行った？　写真見ると立派な教会とかが並んでて結構綺き麗れいに見えるんだけど、実際はどんな感じなの？」

「……いや、トゥーリはん。あて、行ったことには行ったんやけど、その時のことよう覚えておらへんで……」

「なんでよ」

　現在、魔女裁判が行われたプロガルディアの街の広場には慰霊碑が立ち、毎年犠牲となった魔術師たちへの追悼の式が行われている。魔女や魔術の歴史に興味のある人にとって行ってみたい場所のひとつであった。

　しかしカスミにとっては自分と友人が処刑された場所である。とても辛つらく重い場所であり、魔術の研究のために行くことは行ったが、その街の中でとても気分が悪くなって、這はうようにしてすぐに家に帰ってしまった。そのため、そこでのことはほとんど記憶にない。

　カスミはプロガルディアの街の様子を語ることはできなかった。

「ほんとに魔女好きなの、カスミ？　にわかなんじゃないの？」

「くっ……、あてがにわか呼ばわりされるやなんて……屈辱……」

　むしろ複雑な事情を抱え過ぎているために見ることも語ることもできないなんてカスミは説明できないし、トゥーリたちも想像できなかった。

「しかし、魔女でオカルトって言ったら、アレですよね！」

「アレ……？」

「もちろんアレですよ！　魔女たちが死んでも隠し続けたと言われる大魔術！　『ロストマジック』ですよ！」

　ユキが目を煌きらめかせながらそう言った。魔女関係の話には大量の噂うわさや嘘うそ話があり、『ロストマジック』というのは有名な都市伝説の一種であった。

　それは魔女狩りによって失われた魔術であり、危険で強力な力を秘めているために魔女たちも世の中に公表しなかったと言われる代物だった。核兵器よりも強力な魔術が開発されていたとか、現代の科学をも凌りょう駕がする技術があったなどとされている。

「バイコーンの矢とかトカレフの斧おのとかバスディヌスの地底城とかいいですよねぇ……。ゲームとかで何度も名前を見ます」

「ユキ、ユキ。人はそれを中二病と呼ぶ」

「わたしはまだ中等部１年です」

「はは……」

　しかし結局はただの都市伝説である。そんなものが実在しないことはカスミが一番よく知っていた。魔女たちが強力な魔術を隠いん匿とくしていたという都市伝説は、ゲームやアニメの設定としてよく使われており、その神秘性は子供や若者たちに人気があった。

「ま、まぁ、ロストマジックなんて実際にはあらへんけどなぁ……」

「何を言っているんですか、カスミ！　夢がないですよ！　昔の魔女の本当のことなんて、誰にも分からないじゃないですか……！」

「お、おぅ……」

　カスミはユキの熱に押されてたじろぐ。自分は昔の魔女の本当のことを知っているのだと言えるわけなかった。ユキは都市伝説や壮大な作り話に夢を見たい年頃であった。

「いいですよねぇ、ロストマジック。異空間を作り出してそこに自分の箱庭を作ったり、異空間を通じて別の場所にワープできたりするんですよ。ほんと、あれ、欲しいなぁ」

「そんなん実際にあったら、魔女は教会に捕まらずにすんだと思うけどなぁ……」

「皆はどんなロストマジックが好きですか？」

　ユキが声を弾ませながら聞いた。

「うーん……、確かシュツルの籠かごやったっけ？　バッグの中にたくさんの食べ物と水が入っていて、それが尽きることがないっていうあれどす。あてはあれが欲しいなぁ」

「え、カスミ、地味です……」

「なんでや！　飢えへんって凄すごいやないか！」

　前世での苛烈な経験のため、カスミは少し熱くなった。

「別にあたし変な魔法とかどうでもいいし、よく知らないー」

「むぅ、ティフィーはいつも通り眠そうですね」

　ティフィーはロストマジックに興味なさそうに、机に突っ伏しながら手をぷらぷらと振っていた。

「トゥーリは何かありますか？」

　ユキがトゥーリに話を振ると、彼女は顎に指を当て、息を漏らすような小さな声で呟つぶやいた。

「……『転生の魔法』」

「ん？」

「……え？」

　トゥーリの小さな声にカスミは目を少し丸くして、体を固くする。

「…………」

「転生、ですか……？」

　トゥーリの小さな声にユキは少し首を傾かしげる。

「そんなロストマジックありましたっけ？　転生のロストマジック……？」

「あ、いや……有名な都市伝説じゃないのかもしれないけど……そういうのがあったらいいかも、なんて……」

　トゥーリは自分の発言に少し戸惑いながら、言い訳するように口を開く。ユキは顎に手を当てて考え込みながら口を開く。

「確かに……転生の魔法があったら凄いかもしれないですね。小さい頃からテストで１００点取りまくりになれますよ？」

「……あなたは転生の魔法なんかなくてもテストで１００点取ってるじゃない」

「そうでした。じゃあわたしは要らないや」

　ユキはさっさと転生の恩恵をポイ捨てした。

「……トゥーリはん。転生の魔法がロストマジックとして描かれている作品がなんかあったんどすか？　なんか漫画とか、アニメとか？」

「え、えぇっと……なにかあったような……。どうだったかな……？」

　トゥーリはちょっと困りながら顎に手を当てて考える振りをしていた。口を濁し、曖昧なことを言いながら何かを誤魔化そうとしていた。

「なんかありそうですよね。漫画とかはロストマジックの設定使って好き放題やってますもんね。今までにどれだけのロストマジックが生まれてきたことか……」

「ロストマジック、便利過ぎ疑惑」

「そうそう、そうなの……。私も多分なにかの漫画で見たんだと思う」

　ただ、そんなトゥーリの様子をユキとティフィーは気にしなかった。ロストマジックの設定を使って数多くの娯楽作品が生まれてきた。その中で様々なロストマジックが創作されてきて、その中に転生の魔法の設定があったとしても何も不思議ではなかった。

「…………」

　ただ、カスミだけがトゥーリをじっと見つめていた。

「ティフィーは転生できたとしたらどうしますか？」

「んー……、ピアノ弾く」

「転生しなくても弾いてるじゃないですか」

「んー……、じゃあコアラになる。一日二十二時間寝てたい」

「動機がナマケモノですね」

「もっと有意義な転生しなさいよ……」

　教室の隅でわいわいと盛り上がる。それはとりとめのない少女たちのお喋しゃべりであり、そこには何の意図も魂胆も含まれていなかった。トゥーリは自分の不用意な話題が、自分の出自を疑う方向に話が進まなかったことに内心ほっとしていた。

　ただ、カスミはトゥーリをさりげなく観察していた。獣のような視線で、表情や身振り手振りからトゥーリの内心を探ろうとしていた。

「そういえば……」

　そのカスミが思い出したように声を発する。

「魔女の都市伝説で思い出したんやけどな？　ここから五駅ほど先に大きな教会があるの知ってるやろ？」

「うん」

「ええ」

「……そこに大昔の魔女がメッセージを残しているって噂うわさがあるんや」

　背もたれに大きく体重をかけながら、何でもないようにカスミは言う。

「大昔の魔女、ですか？」

「そや。その歴史の長い教会の傍そばに、これまた五百年ほどの樹齢の大木が植わっとって、その幹に大昔の魔女が自分の研究を残してるって都市伝説や。日の沈む黄昏時たそがれどきにその魔女の研究が木の幹に浮かび上がってきて、そこには様々なロストマジックの情報が刻まれとるんや。大昔の武器やら、現代の科学でも不可能なことができる術なんかが記されとるっちゅう話や」

　カスミはつらつらと喋り、そしてトゥーリに顔を向けて指を差した。

「トゥーリはんの言ってた『転生の魔法』の情報もあるとかないとか、ってな」

「ふ、ふーん……？」

　話題を振られ、トゥーリは少し顔を強こわ張ばらせた。自分が軽はずみに出した話題ではあるものの、その話題がさらに深くなっていくのはなるべく避けたかった。

「カスミはそれを確かめに行ったんですか？」

「もちろん行ったどす。でも結局噂うわさは噂やったな。教会の大木に近づいてもなーんも起こりまへんどしたし、メッセージも浮かんできまへん。無駄足やったなぁ」

「なーんだ、つまんないですね」

「せやなぁ」

　ユキは口を尖とがらし、カスミはからからと笑う。端はたから見ればそれはただの他愛ない噂話であり、それに振り回された少女の失敗談だった。ユキもティフィーもそんな噂話なんて全く信じていなかった。

「……ふーん」

　しかし、トゥーリだけは少し様子が違っていた。無表情で、カスミの噂話を馬鹿にする様子もない。ただ自分の内心を表に出さないように努めていて、顔にも動作にも揺らぎを見せないようにしていた。

　しかし、その固い様子をカスミは見逃さなかった。




　放課後となった。

「その噂話、本当かなぁ……？」

「十中八九嘘うそだけどね、火のないところに噂は立たず。せっかくだし調べてみてもいいんじゃないかしら？」

　電車に揺られながらトゥーリと、彼女と同じクラスの男子であるレインが喋しゃべっていた。

　時間は夕方に迫ろうとしており、地平線に近づいている太陽が赤みを帯び、空と雲を自分の色に染めようとしている頃であった。電車の窓から暖かい色の光が差し込んでいて、車内をうっすらと赤く照らしていた。

　地上の影が長く伸びており、あともう少しすれば太陽は地平線の向こうに姿を隠し、空が夜の闇に包まれ始めるだろう。黄昏時たそがれどきの前の学校帰り、トゥーリとレインはカスミの話にあった教会へと向かっていた。

「私たちは転生者。自分の事に関する手掛かりがあるのなら、それがどんなに嘘っぽい話でも、調べてみるしかないじゃない」

「確かに、トゥーリの言う通りだけど……」

　誰にも聞かれないように二人は小声で喋る。

　トゥーリとレインの二人は転生者であった。前世の人生を終え、理由や原因は全く分からないが前世の記憶を持ったまま転生した。なぜか、なんてことは一生知る由もないものだと思っていたのだが、もし可能ならば自分たちに起こったこの不思議な現象の理由を知りたかった。

　そのため時間を調整して、学校がある場所から電車で五駅、噂うわさの教会へと足を運ぶために二人は電車で移動をしていた。少しずつ日が落ちていき、空の赤みが増していく。二人は電車を降りて、この辺りで一番規模が大きく少し有名な教会へと足を運んだ。

「でもさ……何か変じゃないかな……？」

　歩きながらレインがそう呟つぶやき、トゥーリが首を傾かしげる。

「レイン？　変ってなにが？　どうせ都市伝説だから変もくそもないと思うんだけど……」

「いや……カスミは自分で教会に足を運んでその噂話の真偽を確かめたんだよね？　それで、何も見つからなかったって」

「えぇ、そう言ってたわ」

「そうだとしたら彼女の中でそれは『噂話』じゃなくて『嘘うそ話』になったはずだよね？」

　レインは頭の中で考えをまとめながらゆっくりと喋しゃべる。

「それを『噂話』として話すかな？　嘘だと分かっているのならそもそも紹介しないんじゃ……」

「……難しく考えすぎじゃないかしら？　あれはただの雑談だったし、意味なんてないわよ」

「そう……そうかな……？」

　レインの言葉をトゥーリはあっさり否定する。

「あなたは色々難しく考えすぎなのよ。日常生活ではなんでも論理が立ったり、理屈が通る訳じゃないんだからね」

「す、すみません……」

　レインは弱々しく頭を掻かいて、すぐに自分の意見を引っ込めた。彼はとても押しの弱い性格だった。

　教会の門をくぐり、その裏手の大きな庭へと回った。教会の敷地の中には穏やかな広い庭があり、そこには信者たちが共同で手入れしている花壇がある。二人は日没直前の時間にぴったり辿たどり着き、ちょうど地平線は赤く熱く燃え、空の上部は暗い闇が下りてこようとしていた。昼間は輝かしいほど鮮やかな緑の芝生も、今は夜になろうとする暗闇に黒く塗り潰されそうになっていた。

　そしてその教会の庭には大きな木が植わっていた。教会の建設と同時に植えられた樹木であり、五百年ほどこの教会を見守り続けてきた大樹であった。トゥーリとレインはその木に近づいていく。

「……本当にメッセージが浮かんできたりするのかな？」

「ほぼ嘘よ、ほぼ。でも、もし私たちの転生の理由が魔女の残した魔法によるものだとして、その術がかかった私たちが近づけばメッセージが反応するとか、あるかもしれないじゃない？」

「あるかな？」

「ないわよ、きっと。でも、万が一ならあってもいいわ」

　そして二人は大樹の前に辿たどり着く。トゥーリは鞄かばんの中から懐中電灯を取り出してその木を照らす。辺りはもう十分に暗く、もし木の肌に文字が現れるのだとしたら懐中電灯で照らさないと見えるはずがなかった。

「何かあった、トゥーリ？」

「いや……今のところ見つからないけど……」

　そう言いながらトゥーリはもっと木に近付く。懐中電灯を動かし、樹木の様々な部分を照らして、自然と足が木のすぐ近くまで寄っていた。

「うーん……おかしな部分は見つからな……、え……？」

　そしてトゥーリが木に触れられるまで近づいた時だった。トゥーリの足が何かを踏み、かしゃっと何かが外れる音がした。そして突然地面から何かが浮き上がった。

「ぎゃっ……!?」

「えっ……？」

　トゥーリとレインは一瞬何が起きたのか分からなかった。

　それは古典的な罠わなであった。地面の中に隠されていた縄の罠がトゥーリの足に絡みつき、彼女の足がぎゅんと引っ張られた。縄は急速に上方向に引かれ、トゥーリの体が宙に浮く。縄はその大樹の上部の枝に引っ掛かっているようで、トゥーリは足を上にして宙吊りになった。

「ぎゃああああああぁぁぁぁぁっ……!?」

「えっ!?　えっ……!?　な、なにこれっ……!?　えっ!?」

「ぎゃあああああああぁぁぁぁぁぁっ……!?　何これええええぇぇぇぇっ……!?」

　すぐ目の前にいた友達が急に宙吊りになり、レインは唖あ然ぜんとする。

　何が起きたのか理解できず、二人は混乱の極致に至る。トゥーリは急に強い力で引っ張られて天地が逆転し、ぶらりぶらりと振り子のように揺れていた。体が逆さになり、頭が恐怖とパニックで一杯になった。

「きゃああああぁぁぁぁぁっ……!?　助けてええええぇぇぇぇぇっ……!?」

「トゥーリ！　これ多分狩猟用の罠だっ……！　落ち着いてっ……！」

「なんでええええぇぇぇぇっ!?　狩猟どうしてええええぇぇぇぇっ……!?　助けてえええええぇぇぇぇっ……!?」

　それはレインの言う通り狩猟用の罠だった。山野で獣を狩るための罠であり、地面の中に仕掛けておいて、その上を通過した獣を捕らえて宙吊りにするものであった。周囲は暗く、地面の中の罠わなの存在に気が付くはずもなく、トゥーリはそれに引っ掛かってしまったのだった。

　その時、木の上から一人の少女が姿を現した。

「ほんまに来たっ！」

「えっ!?」

「なにっ!?　今度はなにぃっ……!?」

　今は秋から冬への季節の変わり目であり、大木は木の葉のほとんどを落としていたのだが、大木の幹は太く、高い場所にある枝でも少女一人を隠すのには十分であった。そして辺りは陽が落ちて暗く、トゥーリとレインは頭上に潜むその影に気が付くことができなかった。

　その少女は二人のよく知る人物だった。

「カスミ!?」

「えっ!?　なになにっ……!?　見えないっ！」

「…………」

　木の上からトゥーリとレインを見下ろすのは同級生のカスミであった。慣れた動きで木の上に立ち、油断なく鋭い目つきで二人をじっと観察している。レインは驚き顔を上げてカスミと目を合わせるが、逆さ吊りにされているトゥーリはカスミの姿を見ることができない。
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　カスミは前世の狩猟の技術を使っていた。山に入って狩猟の手伝いをし、里の皆のために兎うさぎや鹿しかを獲っていて、その技術を今ここで使用していた。罠わなは完璧にトゥーリの体を捕らえていた。

「カスミ!?　君がこれをやったのか……!?　どうしてっ……!?」

「どうして、はこっちの台詞せりふどすっ！」

「なにっ!?　なんなのっ……!?　なんでもいいから早く下ろしてぇっ……！」

　レインはなぜと問うが、カスミもまた二人に不信感を覚えていた。木の上に堂々と立ち、レインたちに向けて指を差す。

「『転生』の話題を出してその日のうちに『転生』の噂うわさを調べに行く……！　わざわざ嘘うそ話やと示したにも関わらず、ほんでもいそいそと足を運ぶ！　これが不審でのうてなんやいうんどすか!?」

「なっ……!?」

「レイン！　トゥーリ！　お前たちは一体なにを知っとるんどすか!?」

「いやあああぁぁぁぁっ！　早く助けてええええぇぇぇぇっ……！」

　教会の庭の木に昔の魔女のメッセージが浮き出てくるという噂話は、カスミがでっちあげた真っ赤な嘘であった。ロストマジックの話題から転生の話を出してくるトゥーリに違和感を覚え、カスミはとっさに嘘をついたのだった。

　もしその嘘に引っ掛かり、夕暮れに教会の庭の木を調べに来るようなことがあれば、トゥーリは明らかに自分の転生の魔法について何かを知っている──そしてトゥーリとレインはその嘘にまんまと引っ掛かってしまったのだった。

「まさか、カスミ……君も……？」

「君も……？　お前はんたちは一体転生のなにを知っとるんどすか！」

「助けてええええぇぇぇぇっ！　下ろしてええええぇぇぇぇっ……！」

「トゥーリ！　静かにして！」

　カスミとレインが険しい視線を交わす中、トゥーリは変わらず宙をぷらぷらとしていた。逆さ吊りはとてもとても恐ろしく、たとえ二人が重要な話をしている最中だとしても叫ばずにはいられなかった。彼女は泣きそうになっていた。

「とぼけたって無駄どす、二人とも！　トゥーリはんは完全に捕らえた！　おとなしゅう知ってること全部喋しゃべりよしっ！」

「なっ!?　ナイフっ……!?」

「うえええええぇぇぇぇぇっ……!?」

　カスミは別の枝へと軽く飛び移る。その枝のすぐ傍そばにトゥーリが宙吊りにされており、その首元にナイフを近づけた。

　現代のこの国に生きていれば殺し殺されるなどという経験はほとんどなく、現代人であるレインとトゥーリはそのナイフに強く動揺した。

「ま、まま、待って、カスミ！　お、落ち着いて……！　落ち着いて話をしようっ……！」

「ナイフなんでええええぇぇぇぇっ!?　ナイフどうしてええええぇぇぇぇっ……!?」

「トゥーリ！　静かにして！」

「知っていること全部喋しゃべりよしっ……！」

　教会の庭に、転生者たちの動揺と混乱の叫び声が響きわたっていた。日はほぼ落ちて、カラスがかーかーと呑のん気きな鳴き声を発している。多くの人が家路を急ぐ穏やかな時間、この三人だけが大声を発し騒いでいる。

　それからも皆の興奮は冷めず、しばらくの間収拾がつかないのであった。




　その次の日。

「まさか……大昔の魔女の転生者とは……」

「あてもこの状況、びっくりなんやけどなぁ……」

　休日の昼前、ジークの家で転生者たちが話し合っていた。

　ジーク、レイン、トゥーリの転生者三人と、転生者ではないけれどジークの妻のアーニャと、いつもの顔ぶれが並んでいる。

　しかし今日は一人増えて、カスミがその場に来ていた。

　昨夜、トゥーリとレインは何とか落ち着いてカスミと話し合った。お互い不信感を募らせながらも身の上を話し、全員が転生者であることを理解するに至った。

　そしてもう一人の転生者のジークを交えて話をするために、その翌日三人はジークの家に集まっているのだった。ジークの子供であるユキとハレは遊びに出ておいでと外に追い出している。

　ジーク、38歳。ユキの父親であり、この転生者たちの中では最年長である。

　穏やかな昼前の時間、冷たい風に揺られながら木の葉が落ちていく。初冬の太陽が眩まぶしい光を放って、窓ガラスから部屋の中へと差し込んでいる。アーニャは熱い紅茶を皆に出し、その香りが皆の鼻び腔くうをくすぐった。

「プロガルディアの魔女裁判の魔女……。私も授業でよく勉強したよ。まさか歴史の教科書に載っている人物と話をすることになるとは思わなかった」

「あても驚きどす。まさかユキはんのお父はんが転生者やったとは……。いや、レインにトゥーリ。こんなにも身近に同類がおったなんてなぁ……」

　紅茶を飲みながらジークとカスミはゆっくりと話す。トゥーリとレインがカスミと話をした時は混乱の末に荒れに荒れたものだが、前もって事情を通しておいてあるためか、ジークとカスミの話は穏やかに進んだ。

「それで……サインを貰もらってもいいのかな？」

「アホなこと言わんといておくれやす」

「ははは」

　冗談めかして言ったが、ジークは少し残念に思った。

「その、あれだ……。私とレイン君、トゥーリ君が転生するに至ったきっかけは、カスミ君が四百年前に生み出した転生の魔法とやらが……原因だと考えていいのかな」

「それについては少し待ってもらえますか？　その話の前に、ちょい調べたいことがあるんどすけど……」

「……調べたいこと？」

「はいな、三人とも、ちょっと服を脱いでくれますか？」

「……え？」

　カスミは椅子から立ち上がり、ジークの傍そばに寄って指の骨をこきりこきりと鳴らした。ジークたちはちょっと怯ひるんだ。

　別に変な意味合いはなかった。三人は上着を脱いでうつ伏せとなり、その背中にカスミは魔法陣を描いていった。

「これは人の魂を調べる術なんどす」

「人の魂？」

「そうどす。普通ならこれでその方の人となりを視みたり、その魂の辿たどる運命を占ったりする術なんどすけど……今回は違う用途で使こうてます」

　カスミは筆を使ってジーク、レイン、トゥーリの背中にさらさらと魔法陣を描いていく。アーニャは四百年前の魔女の本物の魔法をまじまじと眺めて、へぇ、と感嘆のため息をついていた。

　最後にカスミがその魔法陣の上に自分の魔力を流し、その魔法陣が淡く光を放った。

「……はい、終了どす」

「もういいのかい？」

　カスミが頷うなずくと、ジークたちは身を起こして再び上着を着る。トゥーリだけは少し離れた場所で術を受けていて、そそくさと服を着直した。

「それで？　一体何を調べて、何が分かったんだ？」

「はい、魂の色から四百年前のあての里との関わりを調べました」

「四百年前の……里……？」

「はい、魔術師の里のことどす」

　ジークたちは息を呑のんだ。しかしカスミの態度は飄ひょう々ひょうとしており、どこか期待外れのような表情をしていた。

「結論から言うと、三人ともあての昔の里の人たちとは全く関係のない人物どした。あては昔の里の仲間に転生の魔法を仕込みましたが、三人ともその昔の仲間と魂の色が違っており、昔の魔術師とは全くの別人どした」

「ふーん……、記憶はないけれどジークたちが昔の魔術師たちの生まれ変わりの可能性があって、あんたはそれを調べたけど、結局は別人だったってことね」

「その通りどす、アーニャはん」

　カスミが軽く手をぱちぱちと叩たたき、褒められてアーニャは少し自慢げに鼻を鳴らした。

「……凄すごいな、本物の魔術というのは魂を調べたりもできるのか？」

「むしろそれが本筋どす。現代の魔術がずれとるんどす」

　カスミは魔法陣を描くために使った筆を軽く洗いながら、昔の魔術を知らない四人に説明する。

「恐らくあて自身の転生の魔法が成功したことによって、全く関係のない人が巻き込まれ、この土地、この時代に複数の転生者を生み出していると推測できます。あてが転生したこの時代の前後で、転生の魔法が勝手に発動してしもうていると思います」

　それを聞いてジークたちの表情が強こわ張ばった。トゥーリとレインは十三年間、ジークに至っては三十八年間、自分の身に起きた転生という不思議な事象について考え続けてきた。

　しかしどんなに調べてもその原因は分からず、それは一生分からないかもしれないと感じていた。

　だが、今彼らの目の前にはっきりとした答えを持っている魔女がいた。

「その関係のない者が巻き込まれているというのは……カスミ君自身の意思でやっていることではないんだね？」

「はい、これは予想できへんことどした。正直言うてまうと、転生の魔法はあて自身かて分かってへんことが多いんどす」

「…………」

　カスミは少し寂しそうな目をしながら視線を逸そらした。

　ジークたちは自分たちの転生に意味はなく、ただ事故のように巻き込まれただけと知る。ほっとしたような、理不尽を感じるような、様々な感情が彼らの中に小さく湧き起こった。

「でもこれは一時の事やと思います」

「一時？」

「はい、あての転生の魔法が発動したことにより、世界の魂の流れにブレが生じとると思うんどす。せやけどずっとブレが続く訳じゃなくて、今後時間と共に転生の魔法の影響は少のうなっていくはずどす」

「なるほど、時間が経たてば転生者はもう現れなくなるっていうことだね？」

「そうどす、レインはん」

　レインの言葉にカスミは頷うなずいた。そして首を傾かしげながらトゥーリが口を開く。

「私たちの他にも転生者っているのかしらね？」

「そこも……予想しにくい部分やね。もっといるかもしれないし……案外もうおらんかもしれへん」

「聞いておきたいんだが、この転生の魔法に悪影響とかはないのか？」

　ジークはそうカスミに尋ねた。

「転生者本人に対する悪影響はないと思われます。寿命が短うなったり、健康を害しやすかったりなんてことは魂を見る限りありまへんね」

「ふぅん……」

「ただ……実は悪影響は少し出とって……」

　そう言いながらカスミはスマホをいじって、ネットニュースの画面を開いた。スマホをテーブルの上に置き、その画面を皆に見せる。

「この地域での……作物の不作続き？」

「そうどす」

　カスミのスマホの画面には、ジークたちの住む街から少し離れた田園地帯で不作が続いているというネットのニュースが表示されていた。それは地域限定のニュースであり、全国的には全然話題になっていないものだった。

「……これが転生の魔法の影響だと？」

「はい、転生の魔法によって魂の流れにブレが生じてもうて、それが生命力の弱い存在に影響をもたらしとるんどす。不作だけじゃなく、別の地域では過度な豊作もあるみたいどすけど、そっちはニュースにはなってへんどすねぇ」

　説明しながらカスミはさらにスマホをいじり、別の画面を表示した。

「今度はなに？　えーっと……、スズメの大量発生？」

「そうどす。これもこの地域周辺のニュースどすなぁ。スズメやネズミやらの小動物が大量発生して、ふん害などが起こっとるいうニュースどすわ。大量発生の原因は不明、となってますな」

「そういえば回覧板でネズミが増えているので注意してください、ってあったわ」

「まさにそれどすな」

　アーニャの言葉にカスミは頷いた。

「つまり……転生の魔法の影響で、作物の不作や小動物の大量発生など、小さい命に影響が出ている、と？」

「はいな、その通りどす。ジークはん」

　これらの転生の魔法による影響はこの地方だけにしか影響を与えていない。

「でも安心しておくれやす」

「安心？」

「これも時間が解決してくれる問題どす。時間が経たてば転生者が現れへんようになるように、これらの事象も時間が経てば起こらへんようになるはずで、魂の流れのブレの修正に伴い自然と解消されるやろう問題どす」

「なるほど……」

　ジークは小さく頷うなずいたが、すぐにカスミの方に向き直った。

「時間が解決してくれるのは分かったが……それまで人に影響があったりするのか？」

「いや、影響があるのは小さな生物だけで、人間は言わずもがな、少し大きめの動物にも影響はでえへんと思います。あては不作の作物を回収して自分の部屋でその魂を調べました。大丈夫だと思います」

「そうか」

　この場で魔術に精通している者はカスミ以外に存在しない。ジークたちはこの件に関して何もできることはなく、カスミに任せるしかなかった。

「大丈夫どす。転生の魔法はあての責任。魂のブレの問題はしっかりと注意しておきます」

　そう言ってカスミは微ほほ笑えんだ。

　話し合っていると自然と時間が過ぎ、皆が空腹を感じ始めていた。アーニャが昼飯として五人分の焼きうどんを作り、育ち盛りの子供たちが三人いることもあり、それがあっという間に皆の腹に収まっていく。

　先程よりも暖かくなった外の気候が家の中をも暖めていく。

　今は秋の終わりと冬の始まりが重なる時期である。この家ではすでにストーブを使い始めているのだが、日差しの強い今日の昼の時間帯には必要なく、冬の穏やかな暖かさが部屋の中に染み入っていた。

　その中でジークたちは一つのテーブルを囲み、カスミの話を聞いていた。

「それでこっちの文様が『ディム』ちゅう、運命の流れを意味する文様なんどす。占いの魔法陣には欠かせへん要素の一つどす」

「ほうほう」

「…………」

　テーブルの上に大きなサイズの紙を置き、カスミがその紙に様々な文様を描き込んでいく。

　紙にはすでにいくつもの魔法陣が描かれており、彼女がそれについて丁寧に解説をしていき、ジークたちはそれを熱心に聞いていた。

「この『ディム』の要素とさっき説明した『カイム』の要素を組み合わせつつ、『レツミ』と『ハツミ』の流れを妨げんように配置して、魔法陣を構成していくんどす」

「ふむふむ」

「なるほどねぇ」

「…………」

　今、この部屋の中ではカスミによる魔法の講義が行われていた。今では失われてしまった昔の本物の魔法をカスミが解説し、ジークたちはそれを真剣に聞いていた。カスミは魔法陣とその中に刻まれる文様を紙に描きながら、それについて詳しい説明を加えていく。

　様々な魔法の用語が飛び交っていた。

「この『ディム』の要素は『ホールル』の文様の流れの中に入れることができるってことでいいのかな？」

「そうどす、レインはんの言う通りどす。『ホールル』は『ディム』『アトラ』『スペトラ』などなど、多くの要素を受け入れることができて、その波の中にどう文様を組み込むかで魔法の効果が変わってきたりするんどす」

「…………」

「…………」

　しかし、その説明に納得しながら頷うなずいているのはレインとアーニャの二人だけであり、ジークとトゥーリは眉をひそめながら黙ってカスミの説明を聞くだけだった。ジークとトゥーリの二人はカスミの講義についていけなかった。大量の文様の意味と組み合わせ、用語、それを魔法陣に落とし込む際の法則をすらすらと説明され、二人はとてもとても難しい顔をしていた。

「ぷーくすくす！　ジーク分からないのぉ!?　あたしの勝ちかなぁ!?」

「煽あおってくるんじゃないよ……」

　アーニャはとても楽しそうににまにまとしてジークにちょっかいをだしていた。彼女にかかれば四百年前の魔法の講義という世界的に貴重な経験も、勝負の対象となるのだった。ジークは唸うなる。

「そ、それに、完全に分からない訳じゃないぞ……。えぇっと、あれだろ……？　その『ディム』っていう文様を『レツミ』の円の上に配置して……」

「で、『ディム』の文様から派生して記号を足すと『ディムオウ』、『ディラハ』になって、それぞれ運命の分断、派生を意味するようになって、『レツミ』の流れから『トーマ』の流れに移るようにするんどす」

「ちょ、ちょっと待って？　ちょっと待って、カスミ先生？」

　カスミ先生の情報量の多さに頭がパンクしそうになるジークであった。

「す、すまないがカスミ先生、流れの複合の部分がちゃんと理解できなかった……。要素を含んだ流れが二つ以上ぶつかる交差点が……えぇっと……、どういった処理をすればいいのか……」

「…………」

「トゥーリ君も私と同じでそこは分かりにくかっただろう？」

「へぇっ？　何のことぉっ……？」

「…………」

　トゥーリは急に声を掛けられて、はっとしながら呆ほうけた声を出した。彼女は、ジークよりもさらに何も分かっていなかった。

「いやいやいや、こんなの全然分かる訳ないですって！　ムリですって！　今のこの時点でいくつの単語が出てきたと思ってるんですか!?　普通、覚えるのなんてできないですって！」

「まぁ、確かにトゥーリはんの方が普通の反応やなぁ。ジークせんせは十分以上に付いてきてるほうやな」

　トゥーリが無理だ無理だとぶんぶん手を振っており、カスミはそれに苦笑していた。ジークはこの国の最難関の大学を卒業して、今は学校の初等部の教員を務めている。頭の回転は他の人よりもずっと鍛えられており、普通の頭脳のトゥーリにとって昔の魔法の授業は難し過ぎた。

　ジーク以上にカスミの説明を理解できているレインとアーニャが化け物なのであった。

「魔術の本来の用途は医術、占い、呪まじない、心療や。火を付けたり風を起こしたりすることやあらへん。運命の流れを読んだり、作物に祝福をかけて育ちを良うしたりするんや」

「へぇ……。で、現代で魔力は主に機械を動かすエネルギーとして利用されているけど、昔の魔女としてあれはどういう見解なのかしら？　魔法は物を動かすのは不得意なんでしょ？」

「そうやねぇ、アーニャはん。機械と魔力の親和性が高いのは、機械はおんなじ動作を繰り返すことで効果を得るものやさかいな。その機械の動作を魔力の流れが覚えるんや。あての時代でも歯車仕掛けのからくり機械が研究され始めとって、歯車の動きは一定やさかい魔力と親和性がええって言われとったんどす」

「へぇ……、なるほどね」

「ま、その後で里はのうなってしまったから、研究は中途半端なんやけどな」

　カスミはそう言って肩を竦すくめ、説明を続ける。

「魔法が難しいことの一つとして、魔法は外の世界の全ての影響を受けるいう点があるんどす」

「外の世界の影響？」

「そうどす。魔法というのは魔法陣に刻まれた文様だけでのうて、その日の気温やら、天候やら、土地の様子、月の満ち欠け、日付、時間、周辺の物の配置やら、ありとあらゆるものの影響を受けるものなんや。そやさかいお天気が変わると魔法の効果も変わってくる、なんてことはようあることなんや」

「それは……現代でも多少言われているけど、そんなに問題視されてないよ？」

「そら現代では、魔力だけしか使わへん超簡易的な魔法しか知らへんからや」

　カスミは魔術の説明を続ける。

「魔法陣はその中に文様を描くためだけでのうて、魔法陣の円自体が結界の役割も持ってるんや。その結界によって外から魔法に与える影響を極力抑えとる」

「魔法陣による結界……？」

「せや。これが魔法陣以外の要素を含んだ魔法、例えば歌や踊りなどの儀式を含んだり、魔法陣の外側に物を配置して儀式場を作ったりすると、外の影響は大きくなる」

「儀式、ね。現代の魔法では知られていないわね」

「或いは複数の魔法陣を組み合わせたような複雑な魔法を使うようになると、外からの影響も大きくなってしまうんや。要はややこしい魔法を使おうとすればするほど、外の微細な影響を受けやすくなるってことやな」

　そう言いながらカスミは紙の上の魔法陣の四方にアロマキャンドルを置いた。その様子は以前カスミが占いに利用していたものであり、トゥーリは見覚えがあった。

　魔法陣の周りに物を配置して魔法の補佐をする。これも軽い儀式場の一種であった。

「極論すると、この星の裏側の天候や物の配置などの影響も受けるんや。ほんまに微細やから全く気にせんでもええけどな」

「それは凄すごいね……」

「そやから魔法は魔法陣による結界を用いてなるべく効果を安定させる。ほんまなら大きな建物丸々一つを大きな術の陣として利用し、建物の中の物の全ての影響を考慮しながら魔法陣を組み立てて、凄い魔法を作りたいってのが魔術師の本音やな」

「そりゃ難しいだろうな」

　一流の職人のこだわりのようなものを聞き、ジークは呆あきれ顔をした。アーニャとレインが話し始める。

「儀式や儀式場っていうのは魔法陣の補助として使われるものなのかしら？　それとも、儀式や儀式場の方がメインで、その術式を文様化できるのなら、魔法陣に代替できるものなの？」

「どっちがメインかってことですよね、アーニャさん。推測だけど、多分儀式や儀式場が先に魔術として存在していて、それが後年記号化されて手軽な魔法陣となった、って感じかと」

「アーニャはん、レインはん、鋭いなぁ。確かに魔術の起源は儀式の方が先やな。それらの儀式をなんとか文様として再現して、今の魔法陣はあるんや。そやから魔法陣で再現できる部分は再現して、文様として体系化できてへん部分は儀式を使う、っていうのが主流やろなぁ」

　カスミが語るには、儀式による魔術は効果の再現性が少し難しいらしい。踊りの腕の振りの微妙な違いや、歌の音程のずれなどの全ての要素が魔法に影響して、その時々で得られる効果が変わってきてしまうのだという。

　だから同一の文様を描きやすい魔法陣を用い、その結界によってノイズをなるべく排除する。それが今の、というより四百年前の魔法の主流であるのだとカスミは語った。

　ジークは難しい顔をしながら一生懸命その説明を聞き、トゥーリは全く付いて来られずぽかんとしていた。

「しかし、お二人は本当に頭がええなぁ。もう大分魔術に対して理解できとる」

「そ、それほどでも……」

「ふふん」

「私にどや顔を向けるな、アーニャ……」

　レインは照れくさそうに頭を掻かき、ジークは事あるごとにアーニャに絡まれていた。慣れていることだが。

「しかし……」

　レインが口を開く。

「作物の不作や小動物の大量発生の件、本当に大丈夫なのでしょうか……？」

「…………」

　彼が心配してそう言うと、皆の表情が少し硬くなる。一瞬考えて、ジークはゆっくりと喋しゃべり始める。

「確かに心配する気持ちも分かるが、現実的な問題として私たちにできることはないな。四百年前の魔法についての知識はほとんどないから、この件はカスミ君に一任せざるを得ない」

「せやな。この問題はあてが注意しとくつもりどす」

「時間が経たてば解決する問題なんだろう？　時間が流れれば作物の不作は起こらなくなるし、転生者も現れなくなる」

「あてはそう見込んでます。あて自身も転生の魔法について分からない部分が多いから確実とは言えへんけど、これまでの研究経過はそういう結果を出してます」

　ジークとカスミのそのやり取りにアーニャもトゥーリも納得して頷うなずく。餅は餅屋であり、自分の専門外の分野に対して余計な口を挟むつもりはないようだった。カスミという古い魔術の第一人者がいるのだから、手伝えることがあるのなら手伝うけれど、自らが主体となって動くことはないと考えていた。

　しかし、レインは小さく首を振る。

「そうなのですが……僕が少し心配しているのは、この転生の魔法を悪用しようとする人がいるんじゃないのかな、って」

「……悪用？」

「はい」

　その発言に皆が目を丸くした。

「カスミの話を聞くと、転生している人間は僕たちだけじゃない可能性が大きいです。そうなればこの転生という魔法を悪用しようとする人が現れてもおかしくないです」

「……それは、確かに」

「もしその人が転生の魔法をさらに大きく利用しようとしたり、魔法に手を加えようとしたら、不作や大量発生の影響が広がってしまうかもしれないのでは？　もしかしたら、人に危害が及ぶレベルにまでなってしまう可能性も……」

「…………」

　レインの心配を聞き、皆がカスミの意見を聞こうと彼女の方に目をやる。カスミは顎に手を当てて、少しの時間考え込んだ。

「……いや、難しいやろうな」

　返ってきたのは否定の言葉だった。

「……そうなの？」

「せやな。転生の魔法を受けて、その存在を知ることは普通の人でもできるけれど、転生の魔法自体に干渉するのは無理や。この魔法は複雑怪奇で、素人しろうとには万が一にも転生の魔法に手出しできひん」

　カスミは語る。

「そないなふうにこの魔法を悪用できる人間がおるとしたら、そら四百年前の魔術師の生き残りしかおらへん。昔の魔術師が転生でもしいひん限り、そんな悪用なんてできるはずもないんや」

「なら……」

「でも」

　カスミの言葉を聞いてレインは意見を口にしようとするが、その言葉を遮るようにしてカスミは言葉を続ける。

「……そんな人は、おらへんのや」

「…………」

「あの時、誰も転生できんかった。……あてはこの目で見た。誰も転生の魔法は発動せえへんかった……」

　カスミはそう説明しながら、その言葉は徐々に小さくなっていった。その声に深い悲しみがこもっていることは誰にでも分かった。

「誰も転生していないんや。誰も……」

　カスミは呟つぶやいた。過去を思い出し、その記憶が目の奥で揺れる。過去の辛つらい思い出が頭をよぎり、カスミは自然と表情を曇らせる。その彼女の様子を見て、カスミにとって四百年前とは遠い過去などではなく、その思い出を背負い続ける今現在なのだとジークたちは悟る。

　冬の日差しが明るく照っている。太陽は昔と変わらず世界の全てを見守っているが、その記憶は語らず、ただ光を降り注いでいるだけである。

　カスミの胸の内を理解できる人などこの世に誰一人としておらず、ジークたちはもう冷めてしまった紅茶に口に付けた。

「…………」

　そしてカスミは顔を上げ、誤魔化すように小さく微ほほ笑えんだ。




　夕方になり、ジークの家での集まりはお開きとなった。日が傾く時間が早くなっており、赤い夕陽が地平線へと近づいていた。カスミたちは転生者であり、普通の子供より精神年齢が高いので日が沈む前に家に帰らないと心配ということはないのだが、あまりのんびりしているとジークの子供のユキやハレが帰ってきてしまう。カスミたちはジークの家を出た。

　カスミとトゥーリとレインが道を並んで歩く。カスミはジークの家からそう遠くない所に住んでいるが、トゥーリとレインは電車で帰宅しなければならない。三人は駅に向かっており、人通りの少ない住宅地の道には街路樹が散らした枯れ葉が落ちている。枯れ葉を踏んでぱりぱりという音を鳴らしながら、三人は子供らしくない落ち着いた足取りでゆっくりと帰路をたどっていた。

「それにしても……」

　トゥーリが口を開き、カスミとレインの二人は彼女の方に顔を向けた。

「もう何度も言うけど、あなたまで転生者だったなんてね、カスミ」

「あはは、もう何度も聞いとります」

「何度だって言いたいわよ、こんなこと」

　はぁっ、とトゥーリは大きなため息をつく。

「全然気付かなかったわよ。だってあなた、ユキやティフィーたちとずっとバカやってんだもの」

「ちゃいます。あれは擬態どす。子供に溶け込む自分を必死に演じたんどす」

「嘘うそつきなさいよ」

「あはは！」

　トゥーリはティフィー、ユキ、カスミの三人に何度も何度も迷惑をかけられており、彼女らの世話に手を焼いていた。自分は転生者であり彼女らは本当の子供だから仕方ない、とトゥーリは考えていたのだが、カスミもまさかの転生者だった。

　彼女の行動は子供らしい無邪気さだけでなく、狡こう猾かつな悪戯いたずら心ごころが多分に含まれていた。

「もうあなたの世話は焼かないからね、カスミ。困っても自分で何とかしなさい。いい大人なんでしょ」

「そんなぁ。堪忍してえな、トゥーリはん。今まで通りあての面倒見てなぁ」

「いやよ」

「ほら、あては前世を含めてまだ30歳やけど、トゥーリはんは43歳や。やっぱりトゥーリはんはあてのお姉さんや」

「よ、43歳言うなっ！」

「え、ちょっと必死なん？」

　トゥーリは前世を含めた今の年齢を少し気にしていた。レインがうーんと唸うなりながら話す。

「カスミが転生者だったってことは、まさか……ユキやティフィーまで転生者なんて可能性あるのかな？」

「ないわよ、ないないない。あれは本当の子供よ」

「酷ひどいわぁ、トゥーリはん」

　トゥーリはぶんぶんと手を振り、カスミは楽しそうにからからと笑った。

「しかしカスミが転生者だったってことも驚きだけど、僕としては四百年前の魔女が今この時代に実在するっていう事実の方が驚きかな。歴史の研究者が知ったら目を輝かせてカスミを追い回すんじゃないのかな？」

「それは絶対堪忍やなぁ。死人に口なし。今さら話す事なんてあらしまへん」

「何か残したかった言葉とかないの？」

　レインが軽くそう聞いた時、ぴたりとカスミの足が止まった。

「え……？」

　急に歩くのを止めた友達に驚き、レインとトゥーリは振り返って彼女を見た。

「カ、カスミ……？」

「…………」

　カスミの顔は強こわ張ばっていた。口はぎゅっと閉じられ、目が少し見開かれている。眉は吊り上がり、怒りとも悲しみとも取れない表情になっていた。その顔を見て二人は少しばかりぎょっとした。

　残したかった言葉。カスミの前世であるアオイは処刑される直前、裁判官や聴衆に向けて言葉を残していた。それは何の効果もない怨えん嗟さの言葉であり、彼女はただ自分の恨みを残そうとした。

　しかしその言葉が後世に伝わることはなく、黙殺された。アオイのあの時の思いは人々に無視され、伝わらなかった。それを思い出し、彼女は拳を強く握っていた。

「カスミ……？」

「カ、カスミ……？」

「…………」

　トゥーリとレインが心配そうに声をかける。それを聞き、カスミは小さく深呼吸をする。体の力を抜き、強こわ張ばった表情を崩して小さく笑った。

「なんでもあらへん。さっ、行こ？」

「…………」

　カスミは止めていた足を再び動かし始める。トゥーリとレインは唖あ然ぜんとしていたが、彼女の胸の内の真意など分からず、自分たちを追い抜かして前を歩く彼女の後ろを追った。

　トゥーリはおずおずとカスミの背中に声を掛けた。

「ねぇ、カスミ……」

「なんどす？」

「もしかして……、自分を処刑した教会を……今でも憎んでたりするの……？」

「…………」

　トゥーリはカスミの方を見るけれど、そこには背中があるだけで彼女の表情は分からなかった。そして、前に回り込んで確認することもできなかった。そんな勇気はなかった。

　もしかしたらもの凄すごい怒りの声が飛んでくるかもしれない。トゥーリとレインは怯おびえながらカスミの次の言葉を待ったが、返ってきたのは少し拍子抜けするほどゆったりとした声であった。

「どうやろうなぁ……」

　ため息のような声がカスミから漏れる。

「よく分からへんのや」

「……分からない？」

「せや。せやねん」

　カスミは夕暮れの空を仰いだ。

「あの時生きていた人間はおらへん。ならば、復ふく讐しゅうするべき人間もおらへんのや。教会は過去の行いを反省し、あての仲間たちは今でも手厚く慰霊されてる」

「…………」

「時代は流れてもうた。恨むべき敵はおらへん。苦楽を共にした仲間もおらへん。何も残ってへん」

　トゥーリは数歩前に出てカスミの横に並び、彼女の顔を覗のぞき見た。そこには寂しさだけではない深い思いが滲にじみ出ていた。平和な時代を生きてきたトゥーリの人生経験では、カスミのその胸の奥底を理解しきることができないほどであった。

「だーれもおらへん。だーれも、おらへんのや……」

　夕日の赤色が彼女たちの顔を染める。夕暮れに染まる世界の中で、カスミはただぼんやりと歩き続ける。トゥーリとレインは心配そうな顔をしながら彼女の横を共に歩むが、どんな言葉を掛けていいのか分からなかった。

　カスミは誰も残っていない世界をただ歩き続ける。

　風が吹き、かさかさと音を立てて地面に落ちた枯れ葉が揺れる。周囲の住宅から夕飯の仕度をする良い匂いが漏れだし、そこに平和を感じ取ってしまう。昔の友と共に味わいたい平和がここにあった。

　それでもカスミはただ歩き続けるしかなかった。

　星はまだ一つも出ていなかった。










第16話　過去からの贈り物







　そこは暗闇の中だった。

　世界の全てが黒色に塗り潰されている。

　右も左も上も足元も暗闇が渦巻いており、周囲の全てが黒いうねりに包み込まれていた。

　暗く、何も見えない。

　この世界で自分は独りぼっちなのだとはっきりと自覚する。

　ここはいるだけで不安になるような場所だった。

「…………」

　そんな中にカスミは一人立っていた。

　明かりひとつない場所だというのに、自分の姿はやけにはっきりと見えた。

　カスミはよく分からないままに前へと歩きだす。足を踏みだし、暗闇の中をひたすら前に向かって歩いていく。

　なぜそうしなければならないのか分からない。その理由を考えることもない。ただ一心に前に向かって歩いていた。

「あ……」

　すると、自分が歩いている方向の遥はるか先にたくさんの人影が見えた。暗闇の中にいるのに、その人たちの姿は不思議なほどよく見えた。目を凝らしてじっと眺めると、カスミは胸の中に華やかな明かりが灯ともったような気持ちになった。

「みんなっ！」

　その人影はカスミの昔の仲間たちであった。四百年前の里の人たちが闇の中に立っていた。

　カスミは胸を弾ませながら勢いよく皆の方へと駆け寄る。逸はやる気持ちを抑えきれず、息を切らしながら昔の友の元へと走っていく。

「みんな、無事だったんだね！」

　彼女は皆の傍そばで止まり、そこで息を整える。嬉うれしさと急な運動によって心臓がばくんばくんと激しく打っている。自然と顔は綻ほころんで、懐かしさに涙がこぼれそうになる。

「よかった！　みんな死んじゃったと思ってたんだ！　無事に逃げられたんだね！　よかった！　ほんとによかった！」

「…………」

　カスミはつい早口になりながらも、喜びの感情を皆にぶつける。顔は上気し、頬は赤くなり、里の仲間たちとの再会を喜んだ。

「…………」

　けれどもその里の仲間たちは一言も発しない。カスミと久しぶりに会えたというのに喜びの声も上げず、その場から一歩も動こうとしない。

「……みんな？」

「…………」

　カスミと里の皆の間には数歩ほどの距離があった。里の皆はそのわずかな距離を埋めようとしない。ただじっとその場に突っ立って、同じ仲間としてカスミを受け入れようとしない。その数歩分の距離がとても遠く感じられた。

　そしてカスミは気付く。里の皆が強い憎しみの目で自分を見ていることに。

「……お前だけが助かった」

「……え？」

　里の者の一人が低く気味悪い声でそう呟つぶやいた。

「……お前だけが助かった。お前だけが転生できた」

「え……？　あ、いや……、えっ……？」

「お前だけが助かった」

「お前だけがまだ生きている……」

　一人が口を開くと、周りからもぽつりぽつりと濁った声が上がり始める。カスミはぞくりと大きく体を震わせた。

「お前だけが転生できた……」

「俺たちは転生できなかった……」

「お前に嵌はめられた……」

　里の者たちが次々に恨みの言葉をカスミにぶつけてくる。目は血走り、憎しみの色に染まりきっている。その目は同じ里の者に向けるものではなく、悪魔か何かを見るような目であった。

「ち、違うの……。違うんだよ……。あ、ああ、あたしは……」

　カスミの顔は真っ青になって、体はガタガタと震えていた。さっきまでの喜びは一転、皆に氷のような声で責められて目は泳ぎ、激しく動揺していた。声も震えていた。

「お前は初めから自分だけが助かるように仕組んでいたんだ……」

　皆の視線がカスミを刺す。どす黒い周囲の闇がカスミの体にまとわりつき、彼女の心を浸食していく。一人だけが助かったという妬み、恨み、怒りを含んだたくさんの顔が一斉にカスミを見ている。

「あたし本当にそんなつもりじゃ……！」

　カスミは震え、目から涙がこぼれ始めた。

「お前は見捨てた」

「ベルディ……」

　その集団の中にベリーショートの黒髪の女性がいた。アオイの幼馴染おさななじみで、狩猟が得意な少女だった。

「あの時、お前はオレを見捨てた。見殺しにした」

「あ、あたしは……」

　彼女はアオイたちを守るために敵の足止めとなって戦い、死亡した。

「死ぬと分かってて、その場から逃げた。オレはお前に見殺しにされた」

「あの時はあれしか……！　ご、ごめん……ごめん、ごめん、ごめんなさいっ……！」

　過去の友達にも罵倒され、アオイの心は恐怖と罪悪感で埋め尽くされようとしていた。

「お前だけが助かった！」

「お前だけがまだ生きている！」

「転生の魔法を失敗した！　いや、わざと失敗した！」

「自分だけが助かるようにしたんだ！」

「違う、違うのっ……！」

「皆を率いていたのに、誰一人救わなかった！」

「お前のせいで死んだ！」

「自分だけが転生の魔法で助かるように仕組んだ！」

「違う！　違うのっ……！　自分でもどうして転生の魔法が発動したのか分からないの！　本当に、分からないのっ……！」

　皆が一斉に罵倒の声をカスミに投げつける。

　カスミは両手で自分の耳をぎゅっと塞ぐ。

　それでも奇妙なことに皆の憎しみの声が手をすり抜けて聞こえてくる。彼女の心は限界で、彼らの言葉ひとつひとつが鈍器のようにガラスの心を打ち砕こうとしていた。

　ぐにゃりと視界が歪ゆがみ、立っていることすら困難になる。

「裏切り者！」

「裏切り者！」

「裏切り者！」

「違う、違うのっ……！　本当に分からないのっ！　許してっ！　許してっ……！」

　そしてイリアスが前に出てきた。ずっと一緒に里ですごしてきた幼馴染おさななじみの親友だった。

「イリアス……」

「…………」

　綺き麗れいな金色の長い髪が重く揺れ、周りの里の者と同じ恨みのこもった目でカスミを見ている。イリアスが数歩前に出ると、カスミは見えない力に押されるかのように数歩後あと退ずさった。
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　イリアスがカスミに呪じゅ詛その言葉を投げる。

「許さない」

「…………」

「許さないから……」

　カスミの心がぱきりと折れる音がして、彼女は周囲の闇に全身を呑のみ込まれた。




「うわあああああああぁぁぁぁぁっ……！」

　叫びながら飛び起きる。体に掛かっていた掛布団がベッドからずり落ちた。

「あああぁぁぁ……あぁ……」

　見渡すとそこは自分の部屋であった。

　そこは魔術の研究所と化していて、魔法陣が描かれたたくさんの紙や儀式に必要な様々な道具が置かれている。

　そんな自分の部屋をきょろきょろと見渡し、カスミは自分が今いる場所を確認していた。着ているものは寝間着であり、彼女は全身汗びっしょりとなっている。窓の外は暗く、まだ夜は明けていない。

　カスミは夢を見ていただけだった。

「うっ……」

　胃からせり上がる圧迫感を覚え、カスミは自分の手で口を押さえた。そして部屋から飛び出し、すぐ近くにあるトイレへと駆けこむ。

「カ、カスミちゃん？　何か声がしたけど大丈夫!?」

「カスミ、大丈夫か？　また具合が悪いのか……？」

　起きた直後に発した悲鳴を聞き、彼女の両親も起き出してきた。トイレから出てきたカスミの顔は真っ青で、足元も覚おぼ束つかない娘の体を父親が支えた。

「カスミ、本当に大丈夫なのか？」

「……えぇ」

「本当に大丈夫なの、カスミちゃん？　また別の病院に行こう？」

「…………」

　母の言葉にカスミは力なく首を振った。

「大丈夫……大丈夫どす……」

「カスミちゃん……」

　カスミがこんなふうに具合が悪くなることは今までに何度もあった。親に連れられてもう何度も病院には行っていたのだが、一度だって異常であると診断されたことはなかった。

　それもそのはずだと、カスミは内心呟つぶやく。これは体じゃなくて心の具合が悪いんだと、自分でよく分かっていたから。

　彼女はもう何度も同じ夢を見ていた。

　心配する両親をなだめてカスミは自室へと戻る。まだ外は暗く、もう一眠りするのに十分な時間があった。

　しかしカスミは眠らなかった。暗い部屋の中で充血した目を擦こすりながら、ベッドの上でスマホをいじる。ネットニュースには、自分の住んでいる地域でネズミやスズメなどの小動物の大量発生がここ数年で増えてきているという事が記事になっていた。

　眠るのが怖いので、眠らないようにして朝を迎えた。もう一度同じ夢を見るのが恐ろしかった。

　朝が来て、カスミは化粧をした。真っ青な顔を誤魔化すために血色を良く見せるメイクを施す。彼女の顔色は酷ひどく、誰が見てもすぐに心配するほどなので、カスミはそれを隠すしかなかった。

「わっ、もしかしてカスミ、また顔色化粧で誤魔化してます？」

「カスミ、大丈夫？　具合悪い？」

「ははは……」

　しかし、家を出ていつものようにユキやティフィーと合流すると、二人にはすぐに顔色が悪いことを気付かれてしまった。カスミはこのメイクを何度もやっており、他の人には全く気付かれないほどメイクが上手になったのだが、付き合いの長い二人にはいつも必ず気付かれてしまう。

　その度にカスミは笑って誤魔化していた。

　そして学校に着く。

「ねぇ、この間の『不作』の話なんだけど……」

　昼休み、トゥーリがカスミにそう切り出した。

　周りの級友たちには『不作』という言葉だけでは何の話題なのか分からないが、カスミにはそれが転生の魔法による問題点の話だとすぐに分かる。

　二人は人のほとんどいない校舎裏へ移動した。

　この前の転生者の集まりからもうすでに数週間が経たっていた。本格的に冬の季節となり、外の風の冷たさが厳しくなっていた。冬服の制服からさらに一枚羽織るようになり、吐く息は白くなった。

「あてもニュースは確認しとる。不作や大量発生の被害が徐々に大きくなっとるらしいな？」

「えぇ、そうみたいなの。最近では少しずつニュースの扱いも大きくなってきているみたいで……」

　トゥーリのスマホの画面には、作物の不作や小動物の大量発生が起こっているというネットニュースの記事が表示されていた。

　今まではその現象はこの地域限定で起こっていて、地域の回覧板で少しばかり注意喚起される程度のものであった。

　しかし、その被害が徐々に大きくなっていくにつれて、最近では広い地域に対するニュースでも少しずつ取り上げられるようになっていた。

　まだ大きな話題になっているわけではなく、多くの人はこの現象に気が付いていないが、確かにこの数年で少しずつ被害は増えているようだった。

「ねぇ……、本当に大丈夫なんだよね？」

「……せや」

　トゥーリに渡されたスマホを眺めながら、彼女の言葉にカスミは小さく頷うなずいた。

「……もしかしたら今はまだ転生の魔法による影響のピークじゃないのかもしれへん。もしかしたらあとちょっと被害は大きくなるかもしれへん」

「そ、そうなの……？」

「せやけどピークが来たとしても、そう大きな事態にはならへんはずや。この現象はあくまで副作用のようなものや。強い効果を発揮するとは思えへんし、時間が過ぎれば影響は薄れるはずや」

「そう？」

「せやけど、確かに心配やな……」

　記事を全て見終えて、カスミはトゥーリにスマホを返す。

「自分でももっと調べてみようと思います。もう一回影響のあった作物の魂を調べて、前回の検証と比較してみます」

「……悪いわね、カスミ。あなた以外にこの件が分かる人なんていないから」

「大丈夫や、なんとかします」

　申し訳なさそうなトゥーリに対してカスミは小さく笑う。化粧した顔は体調の悪さを覆い隠し、トゥーリはそれに気付かない。重苦しい今日の体調をユキとティフィー以外の誰にも気付かせないまま、カスミは任せてと口にする。

「これは転生の魔法を生み出した自分の責任やから……」

「……手伝えることがあったら何でも言ってね？」

「おおきに、トゥーリはん」

　カスミは落ち着いた声で喋しゃべる。

「せやけど大丈夫や。これは、あての責任やから……」

「…………」

　冬の風が二人の頬を撫なで、体がぶるりと震える。太陽の当たらない校舎裏の建物の陰は寒く、ここにいるだけで体がだんだん冷えていく。

　転生の魔法の影響が大きくなってきている。

　そのことにカスミは苦い思いをするのだけれど、目の奥の光は消えず、燦さん々さんと熱く燃えているのであった。




　ある日の放課後のことだった。

「カスミは今日も占い道具をいじっているんですか？」

「ユキはん」

　サイエンスクラブの一角でユキはカスミに話しかけていた。カスミは手を止めて、顔を上げてユキを見る。

　ここは学校の化学室の中であり、サイエンスクラブという部活動が行われている場所であった。カスミはサイエンスクラブの一員でもないのに、部員に混じって一人黙々と占い道具をいじっていた。

　このサイエンスクラブという部活は化学部、生物部などの研究系文化部が合わさってできた部活であり、多種多様な活動を行っている。化学部による化学実験だったり、数学研究部による数学パズルの解き合わせなどなど、様々な事をやっていた。

　その中で、過去には占い研究会の活動もあったのだけれど、去年最後の部員が卒業して活動は停止していた。サイエンスクラブの荷物置き場も兼ねている化学準備室には、その卒業生が残していった占いの道具が残されており、それをいじるためにカスミは時々化学室に顔を出していた。

「よくもまぁ、飽きないものですねぇ？　占いなんて一回やっちゃえば終わりじゃないんですか？」

「ユキはん、男っぽい意見やなぁ。そんなことあらへんで？」

　端はたから見ると、カスミは趣味で占い道具に触っているように見えるが、これもれっきとした魔法の研究であった。数ある占い道具の中には魔術的に意味のあるものが存在し、カスミはその検証、研究をしているのである。

　四百年前の魔法には、歌や踊りなど儀式用の魔法が存在していた。そしてカスミの目から見ると、これらの占い道具にはその儀式に通じるものがいくつかあった。

　偶然のように作られてお遊びに用いられるそれらも、中にはカスミからしてみたら意外なアイディアを感じるものもあり、その効果を魔法陣の文様に落とし込めないか研究を行っていた。

　もちろん、カスミの事情を知らない者から見たらただの占い好きにしか見えない。数週間前にカスミの正体を知ったレインが彼女の様子を見て苦笑いをする程度であった。

「で？　ユキはんたちはなにしとるん？　ロボットコンテスト用のロボットの製作どすか？」

　サイエンスクラブの一角には忙しそうに作業している部員たちがいた。機械の部品が周りに置かれ、その機械にパソコンが接続されている。

　工具を持ったサイエンスクラブの部員たちが何やら難しそうな顔をして首を捻ひねっている様子は、この一年間ロボットコンテストの大会に出すロボットの製作中によく見かけたものだった。

「いえ、ロボコンはこの前負けました。超悔しいです」

「まぁ、それはあても見たから知っとるけど……」

　カスミの質問にユキが頭を掻かきながら口をへの字に曲げた。この年の春、ユキが一台のロボットを作り上げたことをきっかけに、この部活の中で「ロボット研究部」が新しく設立された。

　そしてロボット製作の技術を競い合うロボットコンテストという学生向けの大会に出場するために、ユキたちは研究と製作を続けていたのだが、先月その大会は開かれ、ユキたちは敗北してしまっていた。

　さすがに周囲にノウハウを持つ者がおらず、活動開始一年目で勝利できるほどロボットコンテストは甘くなかった。

「まだ１年生やし、別に悔しがることなんてあらへんとちゃいます？」

「何を言っているんですか、カスミ！　勝負というのは常に全力！　負けていい勝負なんか一つもありはしません！　目指すは常勝無敗ですよ！」

「ユキはんは熱血騎士みたいやなぁ」

　ユキは目をぎらつかせていた。母親譲りの闘争心であった。

「ま、来年は勝てるでしょう」

「傲ごう慢まんやなぁ」

　カスミはユキの頭の良さをよく知っている。カスミは一度十七年の人生を生きてきたため、同年代の友達よりもユキの頭脳の凄すごさをよく理解している。本当に来年は大会に勝ってしまうかも、と思いながら、能力を伴った傲慢さほど厄介なものはないなと呆あきれる他なかった。

「で？　じゃあ何を作っとるん？」

「自作赤道儀です」

「……赤道儀？」

「あれ……？　カスミ、あのイベントのこと知らないんですか？」

　そう言いながらユキは１枚のプリントを鞄かばんの中から出し、カスミに渡す。

「天体……観測会……？」

「はい！」

　カスミがざっとプリントを眺めると、サイエンスクラブ主催で天体観測のための小旅行が行われることが書かれていた。まだ企画途中なのか、プリントには詳細については書かれていない。

「……これは？」

「天体観測会です！」

「…………」

　カスミはこのイベントの中身について詳しく聞きたかったのだが、ユキは少しずれた回答をしていた。カスミは少し困る。

「あぁ、まだカスミ君には知らせていなかったんだっけ？　連絡が遅れてごめんね」

「ダスティン部長」

　サイエンスクラブの中等部部長のダスティンという男子生徒が近づいてきた。眼鏡をかけていて上背があり、穏やかでクラブの皆から慕われている。ユキの説明不足で困っていたカスミにとってはありがたい存在であった。

　正確に言うと中等部３年の冬なのですでに部活を引退していて、部長ではなく元部長なのだが、この学校が中高一貫校のため受験が必要なく、本人もよくクラブに顔を出しているせいでまだ皆から部長と呼ばれていた。

「いつもこの時期うちの天文部の主導で天体観測会が開かれるんだよ。ほら、うちはいくつかの文化部が集まってできた部活だからね」

「あぁ、天文部もおましたねぇ」

「その天文部の大きな活動の一つだよ。旅費の多くは学校が負担するから安く旅行が楽しめることもあって、毎年かなり人気のあるイベントなんだ。道具も天文部のものが使えるし、天文部の部員のサポートもあるから結構な勉強になるよ」

「なるほどなぁ」

　このイベントはサイエンスクラブで毎年行われているもので、一泊二日で星が綺き麗れいに見える場所に出かけて行って、天体観測を行うことになっていた。

「せやけどこのプリント、あてが貰もらってもどうしようもないんじゃありまへん？　サイエンスクラブには所属してまへんけど」

「天文系の活動は外部からも人気だからね。部員外からも参加者を募る大規模なイベントなんだ。来月の話だから、カスミ君も友達を誘っていいからね」

「ふぅん……」

「はいはーい、部長！　わたし、ティフィー誘っていいですか!?　あとトゥーリ！」

「いいよ、ユキ君。でもいつも同じ名前しか聞かないね……。もうちょっと付き合う友達多い方がいいかもよ？」

「余計なお世話ですー」

　ユキは深く狭い交友関係を作っていた。

「せやけど、この場所……」

「ん？　場所？」

「…………」

　カスミはそのプリントをじっと眺めて、何か考え事をしていた。開きかけていた口を閉ざし、真剣な眼まな差ざしでプリントを凝視している。一瞬醸し出されたカスミの異様な雰囲気に、ダスティンは目をぱちくりさせた。

　そしてカスミは軽く息を吐き、プリントから顔を上げた。ほんの少しだけ現れたカスミの緊張した様子は消え、軽い調子で喋しゃべり始めた。

「……んで？　それでそこでひぃひぃ言いながらなんか機械を作ってるのはなんどす？　赤道儀、言うたっけ？」

「そう、赤道儀。天体観測の道具の一つだよ」

　そしてカスミは機械製作の生徒たちに再び目をやった。

　幾人ものサイエンスクラブの部員が頭を抱えながら一つの機械をガチャガチャといじっている。その機械の足の部分は三脚となっており、カメラや天体望遠鏡に関連するものなのかとカスミは推測した。

「赤道儀ってなんどす？」

「えっとね、星って動くでしょ？　それを追う機械なんです！」

「……部長？」

「えぇっと……、カメラで星を撮る時に使う道具でね、星の明かりは小さいから、星を綺き麗れいに写すにはカメラのシャッターを長く開いておく必要があるんだ。でも星は時間と共に動くからね。シャッターを長く開けておくと星が線状にブレて映ってしまう」

「ふむふむ」

「それで赤道儀を使うんだ。単純な話、星の動きに合わせてカメラも動かせば星はブレず、点として映る。その星を追尾するための機械が赤道儀で、カメラを取り付けて手回ししたり、自動制御したりして星の動きを追うんだよ」

「なるほどなぁ。おおきに」

「いえいえ」

「ちょっとー！　さっきのわたしの説明のどこが気に入らなかったんですかー！」

　部長のダスティンが赤道儀について説明し、梯はし子ごを外されたユキがぷりぷりと怒る。カスミとダスティンは苦笑いをして誤魔化すしかなかった。

「んで、そこでぜぇぜぇと苦しんどるんが赤道儀製作チームって訳どすな？　なぁ、レインはん？」

「カ、カスミ……」

　カスミは作りかけの赤道儀を囲んでいる人たちに近づき、声を掛けた。赤道儀にパソコンを接続してかたかたとキーボードを操作するレインは疲れ切った顔をしていた。

「どうどす？」

「いやぁ……大変……」

「見たまんまどすねぇ」

　レインが作業するすぐ傍そばには蓋の開いたエネルギードリンクが置かれていた。よく見ると、テーブルの上にはいくつかの瓶が散乱し、皆そのドリンクを飲みながら頑張っているのが見て取れた。

「元々、赤道儀っていうのはそこそこ値の張る物なんだよ」

「ん？　なんぼくらいなんや？」

「……ピンキリだけど、安いので三、四万円くらいなんだ。それを自作しようとしているんだから、大変だよ……」

「そんなん本当に自作できるん？」

　カスミは首を捻ひねった。

「ま、まぁ……もちろん既製品のような品質は無理だけど、機能をかなり限定すればなんとか……。でもそれにしても今回は手動じゃなくて機械制御の全自動を目指してるからね。大変……」

「よく分からへんけど、大変そうやなぁ……」

「レイン！　頼りにしてます！」

「きつい。ユキ……信頼がきつい……」

　疲れ切った顔でレインはパソコンに向かっていた。

「で？　ユキはんは何してるん？」

「現実逃避です！」

「…………」

　ユキは作業から逃げるためにカスミに話しかけていたのだった。カスミがじとっとした目でユキの方を見る。

「ち、違いますって……！　わたしはこのチームのリーダーですから、他の人よりも負担が大きくて！　疲れやすくて！　だから他の人よりも多く休憩を取るのはごく自然の権利であるからによって……！」

「リーダー！　不具合です！」

「また赤道儀が想定外の動きをっ……！」

「んぎゃー！　またですかーっ!?」

　チームメンバーに助けを求められ、頭を抱えながらユキは作業に戻っていく。

「そもそも誰なんですか!?　赤道儀を作ろうなんて案を出した人はっ！」

「ユキ」

「ユキ」

「君だよ……」

「んもおおおおぉぉぉぉっ……！」

　少女のものとは思えない迫力ある雄たけびを上げながら、ユキはせっせと機械を操作していく。この一年でユキの技術は格段に上がっており、テキパキと作業をこなしていった。

　そのユキの傍そばで、泣きべそをかきながら作業している１年の女子が一人いた。

「うぅぅ……私は生物部メインのつもりでこの部活に入ったのに……」

「残念どすな……」

　サイエンスクラブは化学部、天文部、物理部など様々な部活が寄り集まってできている。この女子は生物部で活動したくてこの部活に入ったのだが、ユキと同じ１年生であり、女子部員は珍しいということもあってユキに気に入られ、この一年ロボットコンテストの作業をずっと手伝わされていた。

　ユキに振り回される被害者はここにも存在していた。名前はメリカという。

「おーい、メリカ！　ちょっとこっちを手伝ってくれぇ！」

「は、はぁいっ！　い、今行きます……！」

　先輩に呼ばれ、彼女はそちらを手伝いに行った。ロボットコンテストに関わったサイエンスクラブの皆が慌ただしく作業しており、一つの機械を作ることがどれだけ大変なのか、その様子で理解できるのだった。

「なぁなぁ、部長はん？　本当にこの赤道儀は完成するんどすか？」

「あ、あはは……」

　カスミは疑うような顔をしながら部長のダスティンに話しかける。この作業の完遂は無理なんじゃないかとカスミは思っており、ダスティンは困りながら笑った。でもダスティンはカスミとは違う考えを持っていた。

「まぁ、意外といけるんじゃないかな？　レイン君もユキ君も恐ろしいほどに優秀だからね。二人が指揮して進めれば、簡易なものならちゃんと作動すると思うよ」

「ふぅん……」

　こんな状況でも、この作業へのダスティンの評価は意外にも高かった。彼はレインとユキの能力を高く評価しており、二人の実力ならばこの道具もちゃんと完成させるだろうと見込んでいた。

　ダスティンはロボットコンテストに関わった者たちの力量を信頼し、特に心配はしていないようだった。

「あーっ！　エラー！　エラーが出たぁっ……!?」

「んぎゃー……！　どうしてですかーっ!?」

「えぇっ!?　なんでっ!?　どこがおかしいんだっ……!?」

「どうしてっ!?　原因分かんねぇっ！」

「リーダー！　助けて、リーダー……！」

「リーダー、助けてぇっ……！」

「んもおおおおぉぉぉぉっ……！」
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　現場は混乱していた。

「…………」

「…………」

　ユキたちのその様子を、カスミとダスティンは少し離れた位置で見守っていた。

「……もう一度聞きやすけど、本当に完成するんどすか？」

「……さぁ、僕には分からないな」

　部長は意見を翻した。

「それで？　カスミ君はこの天体観測会に参加ということでいいのかな？　一緒に行きたい友達がいるのなら早めに知らせてね」

「あ、いや……」

「ん？」

　ダスティンがカスミの参加の意志を問うと、カスミは少し困った顔をして口を濁した。ユキが仲良しのティフィーとトゥーリを誘うようだし、それならカスミも一緒に参加するものだとダスティンは思っていた。

　しかしカスミは困惑しながら案内のプリントを再び見て、口ごもった。ダスティンもプリントを一枚取り、それを眺めた。

「その……場所が……」

「場所？」

　そのプリントには天体観測を行う場所が書かれている。ここからバスで三時間ほどの、小旅行にはちょうどいい場所であった。天体観測の名所であり、自然は綺き麗れいで空気はおいしく、とても人気のある場所であった。

　ダスティンには彼女がこの場所に不満を持つ理由が分からなかった。

「場所がどうしたのかい？」

「あ、いや……その……」

　ダスティンは首を傾かしげて問いかけるけれど、カスミは難しい顔をしながらおろおろとし、答えを詰まらせていた。

「……少し考えときます」

　最後にカスミは小さくそう呟つぶやいた。




　ちらちらと細かい雪が降り始めていた。

　粉のような雪が地面に落ちてはすぐに溶けて消えていく。

　空気は冷たく、外を歩く人たちの頭に小さな雪の粒が付く。白く分厚い雲が太陽の光を遮り、鈍い影を地上に落としていた。冬が深くなってきていることを今年数回目となる降雪が知らせていた。

　そんな寒い気候の中、ジークとレインはストーブの前で、暖かな空気をしっとりと感じながら、居間で寛くつろいでいた。

「そういえば、今度サイエンスクラブで天体観測に行くんですよ。ユキさんから聞いてます？」

「え……？　サイエンスクラブで、ということはユキもか？」

「えぇ、ユキさんもプリントを持っているはずですが……」

　レインの言葉を聞き、ジークが顎に手を当てて眉をひそめる。テーブルに置かれた熱いお茶が湯気を立て、その香りが二人の鼻び腔こうをくすぐっていた。

「……ユキめ。またプリントを出し忘れてるな」

「は、はは……。言っておいて良かったです」

　ジークは娘のずぼらさに頭を抱え、レインは目の前のチェスの駒を動かしてさらにジークを困らせる。

「しかし……今の大変な時期に呑のん気きに旅行なんて行ってていいのでしょうか……？」

「大変な時期？　何がだ？」

「ほら、魂のブレによる作物の不作や小動物の大量発生の件ですよ」

「あぁ……」

　レインが心配そうな声を出した。転生の魔法による悪い影響はまだ収まっていない。それらの被害は目に見えて大きくなっているわけではないが、しかしもう何年も続いていることでもあり、最近では広域のニュースでも小さく取り上げられるようになってしまっていた。

　しかし、ジークは何でもないかのように熱いお茶に口を付ける。

「それとこれとは全く話が別だろう。気にし過ぎじゃないのか？」

「……そうでしょうか？」

「何かが大変だから、別のことを楽しんじゃいけないなんて理屈はないだろ」

　ジークは軽くそう言う。心配性のレインが逆に少し気に病やんでいた。

「それに私たちにできることはないしな……」

「…………」

　窓の外に雪がちらちら降るのが見えた。

「自分たちに大昔の魔法の知識はない。転生の魔法の悪影響を緩和する方法なんて分かるはずもない。カスミ君に丸投げするのは気が引けるけど、私たちにできることは彼女のお手伝い程度だろう」

「それはそうですね」

「レイン君なら魔法の解析とかできるんじゃないか？　この前のカスミ君による魔法の講義を大分理解していたみたいじゃないか。カスミ君、感心してたぞ？」

「まさか。昔の魔法は複雑怪奇ですから。下地のない僕にはどうしようもないですよ」

　レインはぶんぶんと手を振り否定の言葉を口にした。大昔の魔法は長い年月をかけて少しずつ改善されて受け継がれてきたものであり、経験則によって進歩を続けてきた。そのため論理的な解析が難しい技術となっていた。

「レイン君は転生の魔法を悪用する人がいるかもしれない事を危き惧ぐしてたな？」

「えぇ」

　以前ジークの家でカスミたちとこの話になった時、レインが転生の魔法を悪用する者の存在について心配をしていた。カスミはこの転生の魔法の悪影響は時間が経たつにつれて減っていくだろうと言っていたが、もしこの魔法を悪用しようとしたり、手を加えようとする者が現れたら、より被害が広がるかもしれないとレインは意見を出していた。

　もしかしたら、人にまで被害が及ぶほどになるのでは、とまで言った。

　しかしその意見もカスミによって否定されていた。

「四百年前の魔法を知る者しか転生の魔法に影響をもたらすことができないって、カスミ君は言っていたな。魔法を熟知する人が四百年以上前から転生でもしない限り、転生の魔法を悪用することはできないって。そしてそんな人は誰もいない。皆死んでいる、と」

「それは、その通りだと思いますが……」

　レインはジークの顔を見ながら小さく頷うなずく。ジークはチェスの駒を一つ手に取って動かした。

「それにもし、万が一転生の魔法を悪用する者がいたとして、自分たちがその者を探せる訳でもないしな」

「…………」

「自分たちは警察でも探偵でもないんだ」

　彼らは転生者であるという以外はごく普通の人間だった。調査能力はなく、そのための訓練も積んでいない。魔法にも詳しくないし、万が一いたとしてもその犯人を捕まえられるだけの能力はなかった。

　だからできることと言えば、カスミの魔法の研究を手伝えることがあったら手伝うという、少し受け身の対応しか取れなかった。ジークもトゥーリもそう考えていた。

　しかし、レインは異なる考えを持っていた。

「違います」

「……ん？」

　真顔でレインがそう言う。もう一口お茶を飲もうと思っていたジークの手がぴたりと止まる。

「転生の魔法を悪用できる人は一人だけいます。カスミの魔法を悪用できる人は一人、確かにいるんです」

「…………」

「分からない、ですか……？」

　レインはじっとジークの目を見つめる。お茶の入ったコップをテーブルの上に置き、ジークは少し目を逸そらして顎に手を当ててゆっくりと考える。時計の秒針がかちっ、かちっと音を立てていた。

「……あ」

　ジークは小さな声を上げる。

「まさか……」

「…………」

　レインの言葉にはっとするのであった。




　＊　＊　＊　＊　＊




「はぁい、どなたどすか？　って、あら？」

　玄関のインターホンから少女の声が聞こえてくる。周囲の住宅よりも一回り大きな家の前にジークたちは立っていた。家の外観は清潔で手入れが行き届き、門扉や家の扉にはしゃれた装飾が施されている。

　ここはカスミの家で、ジーク、レイン、トゥーリの三人は彼女の家を訪れていた。

　家は駅から少し離れた場所に建っており、すぐ傍そばに山があった。裏庭が玄関先から少し見え、その庭の先には裏山があった。

　インターホンに向かってジークが話しかける。

「突然の訪問失礼いたします。私はカスミさんの友人の父親であるジーク・フリードベルグという者です。カスミさんは御在宅でしょうか？」

「ジークせんせ？　あてどす。カスミどす」

　インターホンに出ていたのはカスミ本人だった。ジークたちの急な来訪に呆あっ気けに取られた声を出していた。

「カスミ君か。突然押しかけてすまない。相談したいことがあって来たんだが……」

「相談どすか？　とりあえず玄関お開けします」

　そう言うと通信が切れ、ほんの少し後に家の扉ががちゃりと開いた。ラフな部屋着のカスミが姿を現した。

「あらあら、ジークせんせにトゥーリはん、レインはんまで。転生者お揃そろいどすなぁ」

「こんにちは、カスミ」

「どうも……」

　どうぞお入りくださいと、カスミは三人を家の中に案内した。家の外と同様に中も丁寧に掃除されていて清潔で、カスミの両親の性格が推察できるものであった。

「珍しいどすね。皆さんがあての家を訪れるなんて」

「急ですまない。どうしても相談したいことがあってな」

「この面子だと……転生関係のお話どすね？」

「あぁ」

「ちょうど良かった。今お父はんやお母はん家におらんくて。気兼ねなくお話できます」

「そうか……」

　カスミは三人をリビングへと通した。大きな窓から広い庭が見える。一部が家庭菜園の小さな畑となっており、冬だというのに何かの芽が小さく顔を出していた。細かい雪が静かに降りそそいでおり、家の裏の小さな山に吸い込まれて消えていくようであった。

「ちょっと長くなる話なんだが……」

「ほな、お茶淹いれてきます。どうぞ寛くつろいでおくれやす」

　カスミは手でリビングのソファを示し、自分はキッチンにお茶を淹れに行った。

「お手洗いを借りてもいいかな？」

「どうぞ。リビング出て右手にあります」

「ありがとう」

　そんな短いやり取りをして、ジークはリビングを出た。そして彼は意を決したように固かた唾ずを呑のみ、お手洗いには向かわず家の二階へと上がっていった。

　音を立てないように歩きながら部屋の扉を見て回る。

　扉にはプレートが張り付けられており、カスミの父親の部屋、母親の部屋のプレートを確認してジークはその前を通り過ぎる。そしてカスミの名前が刻まれたプレートの部屋を目の前にして、ジークは深呼吸した。

　心の中で申し訳ないと呟つぶやきながら、ジークはカスミの部屋のドアノブをゆっくりと回し、静かに扉は開いた。

「…………」

　その部屋の中は普通の子供の部屋とは違い、異質であった。様々な種類の植物や鉱石が種類別に瓶詰めされており、それが棚に並べられている。たくさんの蝋ろう燭そくとごてごてと装飾された燭しょく台だいが部屋の隅に置かれており、他にも複雑な魔法陣が描かれた紙の束や物々しいデザインの彫金などで部屋は一杯だった。

　家具なども含めて全体的に部屋の色調が暗い色で統一されており、まさしく魔女の部屋のようだと思われた。

「…………」

　しかし、ここまでなら話に聞いていた通りだとジークは考える。彼女が本物の魔女であると知り、自分の部屋で魔術の研究をしていると本人から聞いていた通りであった。

　ジークは注意深く部屋の中を見渡し、大量に積まれた魔法陣の紙を手に取ってぺらぺらとめくる。しかし四百年前の魔法陣の中身など理解できるわけがない。

　しかし『あるもの』を探さなければならない。ジークはきょろきょろと部屋の中を見渡した。

「何してはるの？　ジークせんせ？」

「……っ！」

　不意に部屋の扉が開き、背後から声を掛けられてジークはびくりと震えた。入ってきたのはこの部屋の主のカスミ本人であった。

　バレた、という思いからジークの額に一筋の汗が垂れる。

「嫌やわぁ。乙女の部屋にずかずかと乗り込んで……。少し失礼やありまへん？」

「…………」

　勝手に部屋に入られたというのにカスミは強く怒る様子はなく、飄ひょう々ひょうとした態度でジークに話しかける。手には四つのコップを載せたお盆を持っており、つかつかと自分の部屋の中に入って、ジークの傍そばを通り過ぎて自分の机の上に四つのコップを並べた。

「一教師が娘のお友達の部屋の押し入るって、少しいけない匂いがしますなぁ？　なんとなく淫みだらやと思いまへん？　ジークせんせ？」

「…………」

　カスミは少しなじるようにジークに語りかける。その口調は落ち着いていて、むしろ底冷えするかのような声色から、不気味さが感じられた。

「す、すみません、ジークさん！」

「す、すぐにカスミに気付かれちゃって……！」

「レイン君、トゥーリ君……」

　カスミの後から慌てて部屋に入ってきたのはレインとトゥーリであった。彼ら三人は共犯で、レインとトゥーリはカスミをリビングに留とどめておく役目を担っていたのだが、カスミはいとも簡単に三人の意図を看破していた。

「そんで？　あてに相談とはなんやろうか？」

「…………」

　この家に入って来てから明らかに行動がおかしい三人を前に、カスミは全く動揺していなかった。むしろ何か覚悟を決めたかのような冷たい目をしてジークたちに話しかけている。その様子に、逆にジークたちが緊張して体を強こわ張ばらせる。

　そして意を決してジークは口を開いた。

「……カスミ君、正直に答えてほしい」

「…………」

「もしかして君は、転生の魔法について今も研究しているのか？」

　三人が固かた唾ずを呑のんでカスミの様子を見守る。緊張感がじんわりとその場を支配する。

「……なんで？」

　一瞬の沈黙の後、カスミはゆっくりと口を開いた。

「……レイン君が言っていた。転生の魔法の影響を悪用できる人は確かに一人いる、と……。その人は転生の魔法について一番詳しく、そして四百年前から現代に蘇よみがえった正真正銘の魔術師だって……」

「…………」

「カスミ君本人なら転生の魔法を悪用できるって意見、確かに私もそうだって思った……」

　ジークがそう言うと、四人の間に沈黙が流れた。カスミがふぅとため息をつく。

「……なんや、あて、信用ないんやなぁ」

「ど、どうなの？　カスミ……？　そんな訳ないわよね？　あなた、何も悪い事はやってないわよね……？」

　おろおろとうろたえながら質問をするトゥーリに対し、カスミは口の端を歪ゆがめ、笑った。その笑みは少女のように無邪気なものではなく、悪魔のように毒々しいものであった。

「さぁ？　どうやろな？　あては悪い事やっとるんかなぁ？」

「……っ！」

　はっきりとしないカスミの答えに、トゥーリは身を震わせた。否定とも肯定とも取れる返事に疑念はより深まっていく。

　レインは机の上に置かれた魔法陣の紙の束や、その周辺に置かれた書物をじっと眺める。

「レイン君、その魔法陣がなんなのか分かるのか……？」

「いえ、ジークさん。これが何の魔法陣なのかなんて、さすがに分かりません」

　レインは首を振るが、

「……でも、周囲にある書物が人体の解剖学の本だったり、命の誕生に関する本ばっかりです。つまり、そういうことなのでしょう……」

「そうか……」

　レインはこの部屋にある書物の種類から、カスミが転生の魔法について研究していることを推測した。

　書物から目を離し、ジークとレインはカスミを見た。

「カスミ君……」

「…………」

「これは……悪い影響の出る研究なんじゃないか……？　転生の魔法の被害が拡大して、人に被害が出るかもしれない研究なんじゃないか……？」

「…………」

　皆の視線をよそに、カスミは自分で淹いれたお茶を自分でくいと飲む。そして冷めた口調で話し始めた。

「かもしれない、じゃなくて、絶対に人に被害が出る研究どす」

「えっ？」

「転生は人の魂に関わる術どす。もしこれ以上被害が大きゅうなっていけば人に必ず影響が出ます。人は死にます」

「なっ……!?」

　カスミの話に、皆が目を丸くする。もし転生の影響が大きくなってしまったら必ず人が死ぬ、という部分にも恐怖を感じるのだが、それをカスミが何の感情もこもっていない声で話すことに、皆は薄気味悪さを感じた。

「なっ……？　そ、そんなの駄目じゃないっ……！」

「それだけじゃのうて……」

　カスミは冷ややかに話し続ける。

「この影響が大きくなれば、生まれてくる転生者の数は今よりずっとずっと増えるはずどす。数十人、なんてもんじゃのうて、数万、数十万と、世界中に……」

「なにっ……!?」

　カスミの発言に皆が声を詰まらせる。

　転生者の数の激増。前世の記憶を持った人間が数十万にも増えれば社会が大混乱することは容易に想像がついた。既存の教育システムは崩壊し、その上に成り立っている社会の価値観は意味を失う。現在の死生観すら変質するだろう。

　もしかしたら、その先に社会全体の崩壊もあるかもしれない。これまでの常識が崩壊し、価値観が根底から覆されてしまうことは予想がついた。

「そんなのっ……そんなの駄目に決まってるじゃない！」

「…………」

「なんで転生魔術の研究なんて続けてるのよ！　カスミっ！」

　トゥーリがカスミに向かって大声を出す。部屋には電気がついておらず、分厚い雲に覆われたぼんやりとした空の明かりだけが窓から入り込み、この中を薄暗く照らしている。

　そしてカスミは小さくため息をついた。

「なんでって……そんなもん、分かりますやろ……」

「え……？」

「だって、あてにはどうしても救いたい人がいるの、分かるやろ……。歴史を勉強してれば、誰だって分かりますやろ……」

　カスミが三人の方向に向き直る。いつもの軽い口調ではなく、どこかずっしりと重い声色で喋しゃべっていた。

「あては四百年前に死んだ皆を生き返らせたいんや。あの日死んだ皆を転生させ、皆を救いたいんや」

「……っ！」

　カスミは堂々と言う。死んだ人間を蘇よみがえらせる、それを平然と言うカスミにジークたちは唖あ然ぜんとさせられる。

「そんなこと……できるの……？」

「やる。やってみせる。どれだけ時間がかかったとしても、あてはやるんや」

「で、でも……そのせいで人が死んじゃうんでしょ……!?　そんなの良くないじゃない！」

「それが、どうしたっていうんや……」

「……っ!?」

　カスミが鋭い目でトゥーリを見据える。

「人に被害が出たところで、それがどうしたんや。その程度の事であては止まらへん。あては絶対に転生の魔法を完成させてみせます」

「なっ……！　何をバカなこと言ってるの、カスミ!?　自分が何を言っているのか分かってるの……!?」

「分かっとります……」

「全然分かってない！　人が死んでしまうのよっ……!?」

「人なら死んできたっ！」

「……っ！」

　その時カスミは大きな声を発した。トゥーリはカスミの必死な声なんて初めて聞いた。

「四百年前にぎょうさん人が死んだ！　里の皆が殺されたっ！　目の前で死んだ。目の前で殺された……。何人も何人も、何人も……」

「…………」

「何人も何人も何人もっ……！　無残に殺されたっ！　そんなの間違っとる。これを救わない方が間違っとる！」

「……っ！」

「救いたい……何を犠牲にしてでも！」

　カスミは自分の髪をくしゃりと握った。その手には強い力が込められ、姿には迫力があった。

「でも……だからって、今を生きる人を犠牲にしちゃいけないわよっ……！」

「阿あ呆ほ言うなぁっ！　じゃああてに……あてに昔の仲間を見捨てろって言うんかぁっ……!?」

「そ、そんなことっ……言われてもっ……」

「救う！　あては皆を救う！　あては絶対に昔の仲間を生き返らせるっ……！」

　彼女の勢いに、トゥーリは額から冷や汗を垂らす。

「たとえ被害が大きくなっても！　誰が死んだとしてもっ！　何を犠牲にしてでもっ……！」

「そ、そんなっ……」

「あては皆を救うんやぁっ……！」

　カスミの目は大きく見開かれ、体は震え、鬼気迫る形相を見せていた。その小さな体で皆を威圧していた。

「…………」

　トゥーリは息を呑のみ、閉口するしかなかった。

　トゥーリは正しい事を言っているにも関わらず、カスミを説得することができない。カスミはどんな犠牲を払ってでも昔の仲間を生き返らせるという、普通じゃ考えられない妄執ともいうべき信念に心を支配されている。

「…………」

　理屈が通らないカスミの狂気を、トゥーリはほぐすことができずにいた。

「カスミ君……」

　そんな中、ジークが横から小さく口を出す。

「君の昔の仲間は亡くなったんだ。……亡くなってしまったんだよ。転生というのは普通あってはならないもので、それを当てにして生きてはいけないんだよ……」

「…………」

「大切な人たちが理不尽な死を遂げて悲しいのは君だけじゃない。ずっとずっと、世界中で起きてきたことなんだ。皆どうしようもない運命を嘆き、それでも死を受け入れてきたんだ」

　ジークはゆっくりとした口調で諭すようにカスミに話しかける。彼の声は少し震えている。カスミの心の内を推測し、少しでも彼女の苦しみを理解しようとしながら、ゆっくりと語り掛けていく。

「死は……受け入れなきゃならないんだよ……」

「…………」

　カスミはほんの少しだけ目を伏せ、まぶたを閉じた。ジークは続ける。

「時代が悪かったんだ。仕方がなかったんだ。君の生きてきた時代が過酷なだけだったんだよ。でも、それでも死を受け入れて、前に進むしかないんだ……。どんな時代の人間だって、そうやって生きてきたんだよ……」

「時代が、悪かった……？」

　カスミはすぐに顔を上げ、ジークの目をじっと見た。その顔を見てジークはびくりと震える。

　そこに浮かんでいるのは怒りの色だった。

「時代が悪かった、やと……？」

「カスミ、君……？」

「時代が悪かった？　時代が悪かったさかい、仕方がなかった……？　何を……何を言っているんや……？」

　カスミの体が小刻みに震えている。全身の肌が怒りで赤くなっており、まるで湯気が出ているかのようだった。

「そんな軽々しゅう、あの時代を語るな……。あの時代を語るなぁっ……！　お前はんに……、お前はんにあの時代の何が分かるっ……！」

「……っ！」

「こんな平和な時代に生きてきて、あの時代の何が分かるって言うんやっ……!?　歴史を勉強した!?　資料を読んだっ!?　阿あ呆ほ言うなぁっ！　あの苦しみっ！　あの痛みを軽々しゅう口にするなぁっ……！」

　カスミは激しい怒声を上げる。大の大人であるジークが小さな少女であるカスミに威圧され、恐縮する。過酷で苛烈な人生を過ごした彼女の心の激しさは、誰にも止められるものではなかった。

「この時代の人間に、あの時代の苦しみが分かる訳がない！　だって、この時代は平和やからっ……！　理不尽な死が少ない！　少し人から外れてるだけで殺されるなんてことはあらへんっ！」

「────」

「時代が悪かったなんて……たったその程度の理由で……納得できひん。絶対に納得できひんのや……！」

「…………」

　カスミが強くこぶしを握り、爪が食い込んで皮膚から血が出る。ジークは口を閉ざすしかなかった。

「で、でも、あなた……。前に憎んでいないって……」

　トゥーリが掠かすれた声を出す。

「時代が流れて、恨むべき人がいなくなって……よく分からないって……。昔の人たちが憎いのかどうか、今ではよく分からないって……前に言ってたじゃない……」

「…………」

「そうじゃ……ないの……？」

　震えながらそう聞くトゥーリに対し、カスミは自嘲気味に小さく笑った。

「……憎んでない訳、ないやろ」

「……っ」

　カスミはそう呟つぶやいた。

「裏切られて、里が焼かれて……仲間は苦しんで死んでいって……。憎んでない訳ないやろ。恨んでない訳ないやろ……」

「カスミ……」

「憎い……、憎い憎い憎いっ……！　皆を追い込んだあの時代の全てが憎いっ……！　恨んでいる！　心の底から恨んでいるっ……！」

　カスミは嘘うそをついていた。いつも自分の気持ちをひた隠しにして、おちゃらけて、楽しそうに笑って生きてきた。自分の事情を知った者たちにも誤魔化し、自分はそこまで昔に引きずられていないという態度を示してきた。

　しかし違った。彼女は恨んでいた。どうしようもないことだから諦めて気持ちをなだめるなんてできるわけがなく、憎しみは常に彼女の胸の内にあった。

　カスミは叫ぶ。

「あてを止めたいのなら……そこの棚にナイフがあるやろ！」

「ナイフ……？」

「それであての心臓を刺すしかあらへん！　あてを止めたいのなら、あてを殺すしかあらへんっ……！」

「こ、殺すって……」

　ジークたちのすぐ傍そばにある棚には作業用のナイフがしまわれていた。刃はよく研がれており、汚れ一つない鉄の色が輝いている。人一人殺すには十分なほど刀身は大きく、カスミの口にした『殺す』という言葉が現実感を持ってそこに存在していた。

　ジークとトゥーリはうろたえる。

「こ、殺すとか……冗談でも口にしちゃいけない……」

「阿あ呆ほっ！　阿呆か阿呆かっ……！　人を止めたければ、そいつを殺すしかあらへんやないかっ！　あてを止めたいって言うのなら、その覚悟を持ってここに来たんとちゃうんかっ!?」

「…………」

　異なる時代を生きる者たちにとって、死というものの捉え方は違った。命の重さは全く異なるものだった。

「おかしいのはこの時代なんや！　普通誰かが生きるためには誰かが死ぬもんなんや！　飢えやら、争いやら、権力やら……！　あてらは昔、人の恐怖心と嗜し虐ぎゃく心しんのために犠牲となった！」

「────」

「じゃあ今度はあてらが生き残るために、他の人を犠牲にしてもええやろっ！　だって、あんなにっ、あんなに辛つらい思いをしたんやからっ……！」

　カスミは叫ぶ。皆は口を噤つぐむ。

「死んでいった皆が報われてもええはずやっ……！」

「…………」

　カスミは滅茶苦茶であった。ただ胸の内に激しい業ごう火かを宿していた。本当に殺すことでしか止まりそうにないと思えるほどであった。

「あては絶対に転生の魔法を完成させるっ！　絶対に皆を生き返らせてみせるっ……！」

　激情を叫び声にして発露する。

「人が何人死のうとも！　誰を犠牲にしてでもっ……！」

「……っ」

「絶対！　絶対！　絶対にっ……！」

　カスミの声が部屋の中に響き渡り、誰もそれを止められない。怒りの熱が部屋の中にこもり、ジークたちの肌をびりびりと焼く。

「…………」

「…………」

　カスミの叫び声の後、部屋は奇妙に静まり返った。カスミは大声で叫び続けたせいか、息切れをして肩を上下させている。けれど黒い瞳の奥は揺れることなく、ただ黒くあるだけであった。

「…………」

　皆が押し黙る。カスミの苦しみに誰も口を挟めない。彼女の苛烈さが皆を圧倒し、彼女の激情を否定したり肯定したり、修正することなんて誰にもできるはずがなかった。

　ジークとトゥーリは唖あ然ぜんとしながらカスミを見ていた。もう二人にはどうしたらいいか分からない。カスミの妄執を止められない。

　恐れ、不安、困惑の感情が入り混じった目をカスミに向け、額から一筋の汗を垂らした。

「…………」

「……レイン君？」

　ただその中で、レインだけが二人とは少し異なった目の色をして、カスミを見つめていた。

「……なんやレインはん。その目は」

「…………」

　レインはこれまでほとんど喋しゃべらず、一歩下がってジークやトゥーリとは少し違う様相を見せていた。カスミはそんな彼の様子に気が付き、ぎっと睨にらむ。

「……そんな目をあてに向けるな」

「…………」

「そんな哀れな者を見る目を、あてに向けるなっ……！」

　カスミの怒号にレインは目をふっと伏せる。カスミの声に怯ひるんだ、というよりも、彼女があまりに気の毒で見ていられないと言うかのようにレインは目を逸そらした。

　レインは憐れん憫びんの目をカスミに向けていた。あまりに可哀想で、憐れで、虚むなしい人間を見る目で彼女を見つめていたのだ。

「……ジークさん、心配しなくても、これ以上転生の魔法の被害は拡大しません」

「……レイン君？」

　レインはゆっくりと喋り始めた。

「だって……カスミのその研究は絶対に成功しないものだからです」

「……？」

「……っ！」

　レインの言葉にジークとトゥーリが首を傾かしげる。二人の緊張感が一瞬緩み、レインの言葉の意味を考えようとする。

　ただ、カスミの眉がぴくりと動いた。

「……前にカスミが言っていました。魔法というのは外の世界の全ての影響を受けていて、その日の気温、天候、時間、周囲の物の配置、ありとあらゆるものの影響を受けて効果を変えてしまうものだって」

「────」

「そしてそれは、複雑な魔法であればあるほど、外の微細な影響を受けやすくなるんだって……」

　カスミは以前、転生者の皆に魔法の講義を行った。その中でカスミは外の要因が魔法に影響を与える事を説明し、レインはそれをよく理解していた。

　そして今回のカスミのやろうとしている事に当てはめた。

「……転生の魔法は言うまでもなく恐ろしく複雑な魔法なのでしょう。その時のありとあらゆる様々な事象がその魔法に影響したり干渉したりして、解析不可能な状況になっているんだと思われます」

「…………」

　レインが言葉を重ねると、カスミの瞳が揺れ始める。

「土地のせいか、日付のせいか、はたまた数日前に同じ転生の魔法を受けた者がその場で亡くなっているためか……。どんな要因でカスミの転生の魔法が成功したのか、カスミ自身にも分かっていないはずです」

「違う……」

「どうして起こってしまったのか分からない。転生の魔法はもう二度と再現できないはずなんです」

「違う、違うっ……！」

　レインが淡々と説明をし、カスミの体がぶるぶると震える。彼の説明を聞きながら、カスミの様子が変化していくことにジークとトゥーリは気が付いた。

「……転生の魔法が一から発動することは、もう不可能です……」

「違う違う違うっ！　勝手なことを、言うなぁっ……！」

　カスミはレイン一人に向けて叫ぶ。部屋全体が震えるかのようだった。先程までの怒号も激しいものであったが、今回のそれは少し毛色が違っており、徐々に追い詰められている人の切羽詰まった叫び声となっていた。

「レインッ！　適当な事をぬかすなぁっ！　殺すぞっ……！」

「……それなのに、今カスミは死んだ人を蘇よみがえらせようとしている。これは生きている人に転生の魔法を掛けるなんてレベルの話じゃない。転生じゃなくて死者蘇生だよ。転生よりも難易度が高いことは容易に想像がつきます」

「黙れぇっ！」

「自分は魔術の素人しろうとだけど、それが酷ひどく困難であることは理解できる。いや、むしろ、きっと……カスミが今やろうとしていることは不可能の領域にある……」

「……ぅっ！」

　カスミはぎくりと顔を歪ゆがめ、ぎゅっと歯を食いしばった。そしてまた大口を開けて、否定の言葉を叫びだす。

「……そんなことはないっ！　そんなことはないんやっ……！」

「…………」

　カスミは酷く狼ろう狽ばいしていた。声を荒らげ、髪を振り乱し、レインの言うことを頭ごなしに否定しようとしている。

　その必死さの全てが、レインの言うことは図星であることを示していた。

「カスミの研究は失敗します。だから、これ以上転生の魔法の被害が大きくなることはない……」

「違うっ！」

　それでもカスミはそれを絶対に認められない。

「……あてが転生したことによって、広く魂にブレが生じとるっ！　レインはんやトゥーリはんが生き返ったようにやっ！　その魂のブレを利用すれば、何とかっ……！」

「違うよ！　僕たちが転生したのは偶発的なことなんだよ！　誰が転生できるか、誰にも分からないんだよ!?」

「うぅっ……！　ち、違うっ……！　あては昔の仲間に転生の魔法陣を刻んだっ！　きっと、それで……何かが……何か、魂に印みたいのができて……きっと、皆が、きっと……多分……転生できるはずで……」

「その魔法は失敗したんだよ！　成功したのは君だけなんだ！　本当はそれぐらい分かっているんだろ!?」

「……っ！　…………っ。……違うっ！　違う違う違うっ！」

　カスミは頭をがしゃがしゃと乱暴に掻かきむしる。怒りで赤かった顔が悲壮の色に染まっていく。それまでとてつもなく強大であった存在感が、見る見るうちに小さくなっていく。

　レインがカスミに憐れん憫びんの目を向けていた理由がジークとトゥーリの二人にも理解できた。カスミは不可能の魔術を作り出そうとして、もがき苦しみ、傷ついていたのだ。

「不可能だなんて、やってみなくちゃ……やってみなくちゃ、分からへんやろぉっ……!?」

「違うよ！　君はもうやってきたんだろう!?　生まれ変わってから十三年間、君は絶えずこの研究を行ってきたんだろうっ!?　それぐらい分かるよ！」

「……！」

「でも、でもっ！　成功しないんだろう!?　そんなこと、人の手には不可能なんだろ!?　君が一番、それをよく分かっているんだろう……!?」

「……っ！　……！　…………っ！」

　カスミはくちびるを強く噛かみ、そこから一筋の血がつぅと垂れた。

　レインの指摘は全て本当だった。昔の仲間を蘇よみがえらせることがほぼ不可能であることはカスミが一番分かっていた。転生してから十三年、ずっとこの研究を続けてきたが成功の糸口すら見つけられなかった。

　何度も何度も研究を繰り返し、その度に不可能だという結論に結びついて、それでもなお諦めきれず、また研究をやり直し、そしてまた不可能だという結論に辿たどり着く。

「……違う」

　端はたから見て、彼女が完全に論破されていることは誰の目にも明らかだった。それでもカスミは諦められない。彼女は意思を曲げることができなかった。

「あては皆を救いたい。それだけや……それだけなんや……」

「カスミ……」

　カスミは俯うつむき、全身を小さく震わせていた。

「だって……皆あんなに不幸で……あんなに可哀想で……」

「…………」

「救われても、ええやんか……。報われても、ええやんか……」

　肩を落とし、歯を食いしばり、カスミは苦しそうに表情を歪ゆがませていた。小さな動物のようにその身を縮める姿に、ジークたちは彼女に憐みの気持ちを抱いた。

「……あては絶対に皆を救う」

「カスミ君……」

　カスミは口を開く。

「見捨てない。諦めない。あては絶対……あては絶対、昔の仲間を救ってみせるっ……！」

「…………」

「絶対、絶対絶対っ……！　絶対、絶対絶対絶対っ……！　絶対に成功させるっ……！　絶対に成功させてみせるっ……！」

　絞り出すようにしながら、彼女は声を荒らげていった。

「あてしかいないっ！　あてだけが生き残った……！　だからあてが皆を救うんやぁっ……！」

　そう言って、カスミはとんでもない行動に出た。

　棚の中に並べられていた、薬品の入った瓶を手に取る。そしてそれを床に叩たたきつけて壊した。

「うわっ……!?」

「なんだっ……!?」

　薬品から煙が吹き出た。

　白い煙がもくもくと立ち上がり部屋の中に充満する。ジークたちは怯ひるんで後あと退ずさり、身を強こわ張ばらせる。すぐに白い煙に全身が包み込まれて周りが何も見えなくなる。

　身を隠すための煙幕であった。

「けほっ、けほっ……！」

　トゥーリが小さくむせる。

「皆っ！　部屋の外にっ……！」

　ジークがトゥーリとレインにそう呼びかけた時、窓がガラッと開く音が聞こえた。

「カスミ君……!?」

「…………」

　その後どんと何かが地面にぶつかるような音が聞こえ、カスミが二階の部屋の窓から飛び降りたことをジークは察した。ジークは部屋の扉の方に向かうのをやめ、手探りで部屋の窓を探し当てた。

　窓から煙が少しずつ逃げていき、そこからジークは顔を出した。窓の下を見るとカスミがいた。

「カスミ君！」

「…………」

　カスミは無事ではあるものの、二階から飛び降りて若干足が痺しびれているようだった。ふらふらと立ち上がり、そして走り出した。自分の家の庭を横切り、そこから柵を越えて外に出る。

「カスミ君……！」

　呼びかけてもカスミは振り返ろうとしない。家の庭の先には裏山が広がっており、少し急な斜面となっている。カスミは力いっぱいその斜面を登り始め、木々に紛れてその姿を眩くらませていく。

「カスミ君っ……！」

　ジークがいくら呼び掛けてもカスミは戻ってこない。

　彼女は山の中に姿を消した。




　小さな白い雪がちらちらと舞っている。空気は冷たく肌は凍え、吐き出される息は真っ白く染まる。そんな中をカスミは歩いていた。

　葉を落としきった裸の木々が所狭しと生えている。山の斜面に枯れ葉の絨じゅう毯たんが敷かれ、その上に小さな雪の粉が舞い落ちる。雪の粒は小さく、積もることなく木の葉の上で溶けて消えていった。

「はぁっ……はぁっ……」

　カスミは息を荒らげて山を登る。ここは住宅街の小さな裏山なのだが、勢いに任せて全力で斜面を駆け上がったため、カスミの体力は底をついていた。

　急に家を飛び出してきたため、上着も着ていない。今は体が熱いが、すぐに寒さが肌に染み込んでくる。

　そびえ立つ木々に寄りかかるようにしながらカスミはただ山を登る。山を登ったところでそこには目的も何もないが、カスミは歩みを止められなかった。自分を否定する言葉が追いかけてくることに怯おびえ、それから必死に逃げてきた。

「…………」

　彼女に行くべき場所はもうない。研究を成功させることはほぼ不可能なうえ、その研究は身近な人間にばれてしまった。逃げる場所などなく、山を登りきったところで何も事態は変わらない。

　それでも彼女は歩みを止めることができない。研究を諦めることができず、体も心もボロボロにして、今は山を登る。そこに何も成果がなくとも、彼女は歩き続けるしかなかった。

「カスミ君っ……！」

「……っ！」

　追いつかれてしまった。

　山の斜面からジークが姿を現し、カスミの名前を大きな声で呼ぶ。カスミは驚きびくっと体を震わせて、背後を振り返った。カスミはまだ13歳の少女であり、成人男性の体力にはとてもじゃないが敵かなわなかった。姿を見せたのはジークだけで、まだレインとトゥーリは追いついていないようだった。

　カスミは慌てて逃げようとするが、もう足はがくがくと震えており、すぐにジークに駆け寄られてしまった。

「カスミ君……」

「…………」

「とりあえず、家に戻ろう。ここは寒い……」

「…………」

　ジークはカスミに手を伸ばそうとするが、彼女はジークを鋭く睨にらみつける。寒さに震え、顔は真っ青で、今にも倒れてしまいそうではあるが、それとは裏腹にその目の奥には恐ろしいまでの執念の炎が燃えている。それを見てジークは息を呑のんだ。

「……あては諦めへん」

「……そうじゃなくて、今は一旦家に戻らないと。体を温めなければ……」

「もうあてしか残っていない。皆死んだ。だから、あてが皆を救わないと……」

「…………」

　カスミは二、三歩下がり、ジークと相対する。片手を木の幹に置き、ふらふらとよろける体をそれで支えた。

「あてだけが生き残った。あてだけが生き残ったから……あてが皆を生き返らせないといけないんや……」

「……でも、それは不可能なんだろ？」

「…………」

「…………」

「……あてはやる。絶対に成し遂げる。絶対絶対、絶対に皆を生き返らせる」

　もはや会話は成り立たなかった。論理性は全くなく、解決策など見つからない。でもそれは仕方のないことであった。なぜならカスミは論理の崩れた研究を何年も続けていたからだ。

　白い雪がちらちらと降る。短い間二人は言葉もなく見つめ合って、彼女らの黒い髪に白い雪の粉が着く。

「……夢を見るんや」

「……夢？」

「夢の中で昔の皆があてに怒るんや。お前だけが助かった。お前だけが転生できたって……」

「……？」

　急に夢の話を始めたカスミに、ジークは目をぱちくりとさせた。

「夢の中では皆、あてのことを恨んどるんや……。お前だけが助かったって。自分たちを、助けて、くれなかったって……」

「…………」

　カスミの様子がどんどんおかしくなっていく。彼女は小さく身を抱えるように手でもう一方の腕の袖を掴つかみ、それをぎゅっと握る。彼女の瞳がぶれる。先程までの強烈な意志が弱くなり、瞳に恐怖が浮かび上がってくる。

　夢の中の話をしているとは思えないほど、カスミの態度は真に迫っていた。

「皆があてに憎しみの目を向けて、お前のせいだ、お前のせいだって言ってくるんや……。転生の魔法を失敗したって。自分の転生の魔法だけ成功させて、他の人たちの魔法を失敗したのは、わざとだって。自分だけ、助かろうとしたんだって……」

「…………」

「あて……本当にそんなつもり、なかったのに……」

　息が荒くなっていく。顔色がさらに青白くなっていく。目は見開かれ、恐怖の色が全身を支配していく。袖を掴つかむ手に力を入れ過ぎて、ぷるぷると拳が震えている。

　ジークは口を開いた。

「でも、それはただの夢だろう……？」

「……夢やけど、言ってくるんや。皆が、あてを許さないって……」

「だから……それは夢なんだって。現実の君の仲間とは何も関係がないんだ」

「でもでも！　皆が言ってくるんや！　お前のせいだって！　裏切り者やって……！」

「だから夢なんだ!?　それは本当のことじゃないんだ！　現実じゃないんだぞ!?」

「分からへん！　何を言っているのか、さっぱり分からへん！　皆があてを恨んどるんや……！」

　カスミは半狂乱になりながら叫ぶ。自分の髪をくしゃりと握り締め、頭を抱えて声を震わせる。ただ夢を見たとは思えないほどの恐怖にカスミは支配されていた。

　その様子を見てジークははっとする。

　彼女はもうとっくに狂っていた。

　現実と夢の境が曖昧になり、夢で言われた怨えん嗟さの言葉が直接カスミの心を何年も何年も傷つけていた。夢をただの夢と思えず、仲間の言葉を一身に浴びて心を壊していた。

　ジークはそんな彼女の姿に息を呑のんだ。

「カスミ！」

「カスミ……！」

　その時、レインとトゥーリが二人に追いついた。

　二人は息を切らしながら山を登り、カスミの傍そばに駆けよろうとする。しかし途中で足を止める。カスミとジークが数歩の距離を空けて向かい合っており、そしてカスミの様子が少しおかしいことに気が付いた。

「皆があてを恨んどるんやっ……！」

　カスミは叫ぶ。

「耳を塞げば聞こえてくる。目を閉じれば見えてくる！　皆が怒っとる！　皆があてを恨んどるっ……！」

「……っ！」

「あてだけが救われて、平和な時代をのうのうと生きているって！　自分たちは苦しんで死んだのに、あてだけが幸せに生きとるって……！」

　カスミの必死な様子に、皆は声もない。

「あの時逃げればベルディが死ぬって分かってた！　そんなこと、分かってたのに……！　あてが殺したも同じやっ！　あてが見殺しにしたんやっ……！」

「…………」

「何も救えへんかった！　里の皆を誰一人守れず、途中でリーダーを任されたのに、皆次から次へと死んでいった……！　それやのに転生の魔法も失敗した！　あては何も救えんかった……！」

「カスミ君……」

「カスミ……」

「カスミ……」

「それやのに、自分だけが救われてしまった！　自分だけが助かってしまった……！　あてだけがっ！　あてだけがぁっ……！」

　カスミの悲痛な叫び声が森の中に響き、しかし雪の中に溶けるようにすぐに消えていく。

「皆が、皆が……イリアスまで、あてを許さないって……！　イリアスまであてを許さないって……！　あああああぁぁぁぁぁぁっ……！」

　カスミがぐちゃぐちゃになっていく。そんな訳がないのに、まるで本当に彼女の体が歪ゆがんで壊れていくかのようにジークたちは感じた。表情は苦痛に満ち、喉は震え、魂が崩れていく。

「カスミ君……！　カスミ君、落ち着くんだ……！」

「あてはああぁぁっ……！　あてはあああぁぁぁっ……！」

　狂乱する小さな少女の姿に、皆の息が苦しくなる。

「全部あてが悪いんやあっ……！　あてだけが助かってもうたから、何もかもあてが悪いんやぁっ……！」

「──っ！」

「何も救えなかった！　なのに自分だけが救われてもうた！　だから全部全部、何もかもあてが悪いんやぁっ……！」

　カスミは喉から血が出るほど叫ぶ。

「皆、みんなみんな、皆があてを恨んどるっ！　皆があてを許さないっ……！　あてが悪いからっ……！　何もかも全部一切合切、全部全部全部っ、あてが悪いからっ！　あああああぁぁぁぁぁっ……！」

「カスミ……」

「あああぁぁぁっ……！　皆を生き返らせないとっ……！　自分だけが救われてしまったからっ！　あてが悪いからっ！　もうあてしか生き残っていないからっ……！」

「カスミ君っ……！」

「あてがぁっ……！　皆を救うんやぁっ……！」

　そしてジークは足を前に踏み出す。枯れ葉を踏む音を鳴らしながら、涙が出そうになるのを必死にこらえて、ジークはカスミに向かう。

　カスミとの数歩分の距離が簡単に埋まる。短いけれど、とても遠かった距離が埋まっていく。

　───そして、ジークはカスミを抱き締めた。

「……あ」

「…………」

　ジークはカスミの小さな体を力いっぱい抱き締める。体は冷たく、弱々しく、微かすかに震えている。そんな彼女の体が温まるよう、ジークは精一杯腕に力を込める。

　ジークはようやく理解した。カスミが一番大きく胸の内に抱えているのは四百年前の恨みでも憎しみでも、現代への戸惑いでも無念でもなく、──ただ途方もないほどの罪悪感だった。

　皆の転生の魔法が失敗して、自分だけが転生できたことによる罪悪感だった。四百年前に里の仲間が死亡し、誰一人として救えず、それなのに自分だけが救われてしまった。平和な時代に生まれ変わってしまった。

「君は悪くない。君は悪くないよ……」

「…………」

　ジークが囁ささやくようにカスミに声を掛ける。彼女は目を丸くした。

　自分だけが救われてしまった罪悪感、それを彼女は皆に責められる夢を見るという形でずっと抱え込んでいた。その夢がずっと彼女を支配し続けていた。

　彼女の罪悪感は彼女自身を狂わせた。だから彼女は必死になって皆を生き返らせようとした。それが不可能な魔法だとしても、諦めることなんてできるはずがなかった。そうすることでしか、彼女の罪悪感は晴れるものではなかったから。

「辛つらかったな……。本当に辛かった……」

「…………」

「君は悪くない。本当に、悪くないんだ……」

「……っぅ」

　ジークは彼女に声を掛け続ける。耳元で慈愛に満ちた声を囁かれ、カスミの瞳はじんわりと濡れ始める。

「あてが……あてが悪いんや……」

「悪くない」

「あてが悪いから……あてが、頑張らないと……」

「君はよく頑張った……」

　カスミが掠かすれる声で呟つぶやく。唇を震わせ、涙が頬を伝ってぽろぽろとこぼれ落ちる。自分は泣いてはいけないのだ、自分が悪いのだから泣く権利はないのだと言わんばかりに必死にこらえようとするけれど、そのかいなく、瞳から大粒の涙がさらにこぼれた。

「あてを許して……」

「…………」

「あてを許してっ……」

　天に向かって友への言葉を口にする。

「……君はよく頑張った。本当によく頑張った。本当によく頑張ったんだ……」

「あてを許して……。あてを……あてを許してっ……」

「辛つらかったな。本当に辛かった……。もういいんだ、もう……」

「許してっ。許してっ……！」

　カスミがジークの胸に顔を埋める。彼の服をぎゅっと掴つかみ、その涙で服を汚す。体を丸く縮め、体重がジークの体にかかっていく。

「許してっ……。あてを、許してっ……！」

　彼女は同じ言葉を繰り返す。カスミは、ただ許されたかった。

「君は悪くない。君は何も悪くないんだ……」

「あてを許してっ……。あてを許してえぇぇっ……！」

「頑張った。本当によく頑張った。もう、ゆっくり休むべきなんだ……」

「あてを……あてをっ……！　ううううぅぅぅっ……！　わああああぁぁぁぁっ……！」

「…………」

「ああああああぁぁぁぁぁっ……！」

　ジークは彼女を抱え上げた。背中と足に腕を回して、カスミを抱っこする。

　彼女に抵抗するだけの気力はもうなく、されるがままにジークに抱きかかえられていた。心配そうに彼女を見上げるレインとトゥーリの二人と共にジークは歩きだす。

　ジークたちは山を下り始めた。

　白い粉雪がさらさらと降り注ぐ。冷たい風が木々の隙間を縫って走り、彼らの肌を撫なでていく。一歩ずつ踏みしめるように、ジークたちはゆっくりと山を下りていく。

「あてを許して……」

　ジークに抱えられながら、カスミはうわ言のように何度もそう繰り返していた。涙は止まらず、ぎゅっと目をつむったままジークの腕に揺られ、裏山を下っていく。

「あてを許して……」

「君は悪くない。君は悪くない……」

「あてを……あてを許して……」

　震えた声でそう何度も悔悟の念を口にし、その度にジークは君は悪くないと、よく頑張ったと言い続けた。

「あてを許して……」

　ぼろぼろとこぼれる涙が地に落ちて雪と混ざり、溶けていく。その水滴は山の土に吸い込まれて消えていき、跡も何も残らない。

　冷たい風が皆の体を打つ。しかしカスミの体には、ジークの体の熱がじんわりと伝わっていく。トゥーリとレインは心配そうにカスミを見ながら、自分の足元に気を配るふうもなく二人に続いて歩く。

　小さな白い雪がちらちらと舞っている。空気は冷たく肌は凍え、吐き出される息は真っ白く染まる。それでもここは、四百年前より悲惨ではなかった。

　そうやって四人はゆっくりと山を下り、暖かな家へと戻っていった。




　＊　＊　＊　＊　＊




　それから一日が経過した。

　朝目が覚めて、カスミは自分のベッドからのっそりと起き上がる。冬の弱い日差しが窓から入り込んで寝ぼけ眼を照らしている。快適な目覚めとはいかず、まだ眠いうえ怠だるさを感じる朝であった。

　昨日、裏山から降りた後、ジークとトゥーリ、レインの三人が色々世話を焼いてくれた気もするが、カスミはただ呆ぼう然ぜん自失としており、その時のことをよく思い出せない。

「…………」

　カスミは半開きの目でゆっくりと自分の部屋を見渡す。部屋の電気は点ついておらず、黒の色を基調とした部屋に朝の淡い外の光が差し込んでくる。

　自分の部屋から転生の魔術を研究していた魔法陣の描かれた紙の束と、研究用の書類がいくつかなくなっている。昨日、三人が家を出る時にカスミの研究を妨げるために持っていったのだった。

　今の君にはない方が良いだろう、今は何も考えずゆっくり休むべきだ、心が落ち着いて良い時期になったら返すと約束する、とジークは言っていたのだが、カスミはただただ放心状態であってジークの言葉をよく覚えていなかった。

　ただはっきりと分かるのは、もう今までのように研究が続けられないということだ。

　また研究を再開すれば、あの三人は気付いてしまうだろう。定期的に様子を見にやってきたりもするだろう。

　家を出るだけの経済力などない非力な身としては、その妨害から逃げる手段などありはしなかった。

　寝ぐせの付いたぼさぼさの髪のまま自分の部屋を出て、ふらふらと居間へ向かう。

「お母はん、おはよぅ……」

「カスミちゃん、おはよう。……顔色悪いわよ？　大丈夫？」

「んー……」

　何もやる気が出ない。頭の中に霧が発生したかのように頭がはっきりとしない。カスミはぼさぼさの頭を掻かく。学校を休んでしまおうか、そうも考えたが、何かしている方がまだ気が紛れるだろうと思い、カスミはのろのろと家を出た。

「…………」

　学校で一日を過ごす。授業など全く頭に入ってこなかった。朝と日中の全てをカスミは魂が抜けたかのように呆ぼう然ぜんと過ごしていた。

　休み時間中に友達が心配して声を掛けてきてくれたような気もしたが、彼女はぼんやりとしていてよく分かっていなかった。

　人生の目標が急に奪われてしまった。不可能を突きつけられ、制止もかかり、もうどうしたらいいのか分からなかった。

　ただ呆然とするしかなかった。

「カスミ！　カスミーっ！　遊びに行きませんかーっ!?」

「…………」

　カスミの目の前に急にユキの顔が現れて、大声でそう叫んだ。カスミは俯うつむいていた顔をゆっくりと上げて、ユキの目を見た。

　気が付いたらもう放課後のようであった。もう既に生徒の多くは教室を出ており、部屋の中はがらんとしていた。まだ椅子に座り微動だにしないカスミの席の周りをユキ、ティフィー、トゥーリの三人が囲んでいた。

「カースーミーっ！　遊びに行きましょーよーっ！」

「ユキはん……」

「さーっ！　行きましょーっ！　遊びに行きましょーっ！」

「…………」

　半ば引きずられるようにしてカスミは学校を出た。

　四人は街をぶらぶらと歩き、ショッピングを楽しみ、喫茶店で他愛ないお喋しゃべりを楽しんだ。それでもカスミは終始ぼんやりとしており、トゥーリは何度も心配そうな目で彼女の横顔を覗のぞき込んでいた。

　そして四人はカラオケに行った。

「勝負！　勝負ですよ！　カラオケの採点で勝負です！」

「えー？」

「来るたび勝負するじゃない、あなた……」

「…………」

「じゃあまずわたしが歌いますね！」

　ユキが歌う。カスミは淡々と何の感情もなくタンバリンを叩たたいた。
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『20点』

　酷ひどいカラオケの採点が表示される。

「相変わらずユキの点数は低い……」

「音程気にせず大声で気持ちよく歌うだけだからね……」

「さぁっ！　皆が19点以下でわたしの勝ちですね！」

「何その自信」

「…………」

　次にトゥーリが歌う。カスミはタンバリンを叩き続ける。

「……この曲知ってる？」

「知らないですねぇ。またトゥーリお得意の古い曲でしょう」

「こ、この名曲を知らない方がどうかしてるのよ！」

　歌い終わり、採点が表示される。

『78点』

「まぁまぁかしらね」

「ぐっ、まさか負けるなんて……」

「ユキ、どうして勝てると思ったのよ……」

　次にティフィーが歌う。カスミはタンバリンを叩たたく。

『95点』

「高い！」

「ふふーん」

「ぐっ、センスだけでこれとか……。これだから天才っていうのは……」

「あたしはピアノやってるからねぇ」

「私もやってるわよ！」

　カスミは淡々とタンバリンを叩く。

「カスミ、カスミ、もう曲終わりましたよ？」

「……え？　あぁ、そうかい？」

　ユキに変な曲を入れられ、ぼーっとしながらカスミはそれを歌う。

「滑って～転んで～尻の～こすり坂～……」

「でひゃひゃひゃひゃ……！」

　ユキとティフィーがげらげらと笑う。カスミはまだぼんやりとしていたが、四人はぐだぐだとカラオケを楽しんでいた。

　そして遊び終え、四人は外へと出る。もうすっかり日は短くなっており、太陽は地平線の向こうに姿を隠している。商店街には揚げ物などの惣菜の匂いが漂い、皆のお腹なかを刺激する。店で夕飯を取り人の姿もちらほらと見え始め、街は夜の賑にぎわいが始まろうとするところだった。

「じゃあ、今日はこんなところですかねー」

　ユキは遊び足りた満足げな表情を見せていた。

「カスミはどうでしたか？」

「……え？」

「少しは気分晴れました？」

「…………」

　ユキとティフィーはカスミの様子がおかしいことに当然気が付いていた。何に悩んでいるのかは分からないが、今日のカラオケはカスミを元気付けるための遊びの会であった。

「って言って、あなた自分が楽しんでんじゃないの、ユキ」

「ふふーん、トゥーリ、そりゃ当然です！」

　ユキがなぜか自慢げに胸を反らす。ティフィーもまたなぜか自慢げに口の端をにやりと歪ゆがめた。

　友達のその様子を見て、カスミは小さく苦笑した。

「カスミに何があったのかよく分かりませんが、何か悩み事があったら何でも相談してくださいね？　お手伝いしましょう」

「はは、おおきに、ユキはん……」

「できる範囲で適当に、無理しない程度に簡潔に、見事に悩みを解決してみせましょう！」

「……全力でお手伝いしてくれるんとちゃうの？」

「苦労は好きじゃありません！」

「あはは」

　そんな何でもない会話をする。カスミはほぅっと息を吐いた。

「あ、そうでした」

　何かを思い出したようにユキが呟つぶやく。

「お父さんがカスミを呼んでるんでした。放課後の七時くらいにうちに来てくれって」

「……ジークせんせが？」

　カスミは少し目を丸くする。七時といったらもうじきだ。ユキはあともう少しで父親の伝言を伝え忘れるところだった。

「はい。わたしはこれから塾があるから一緒には行けないんですけどねぇ」

「あたしも、ピアノ教室」

「あれ？　ティフィー、この時間だったかしら？」

「もう既にちょっと遅刻してるー」

「あぁっ！　こらっ……！」

　トゥーリがティフィーを叱る。

「じゃ、じゃあ私たちはここで失礼するわ。このバカを大急ぎで教室に連れて行かなきゃ……！」

「トゥーリー、痛い痛い……」

　トゥーリはティフィーの腕をがっしりと掴つかんで、これから引きずって行く気満々なのが見て取れた。

「じゃあカスミ……あの……私が言えた義理じゃないのかもしれないけど……」

「ん……？」

「その……元気出してね……？」

　トゥーリは少し複雑そうに心配の目をカスミに向けた。いくら自分が正しい行いをしたとしても、彼女が呆ぼう然ぜんとしている理由が自分にあると、後ろめたい気持ちを抱えていた。

　そんなトゥーリにカスミは笑顔を向ける。華やかな笑顔ではなく、まるで小雨が降っているような微かすかで静かな笑みであった。

「うん……おおきに、トゥーリはん」

「……じゃあ、また明日ね」

「じゃーねー、カスミー」

　そう言ってトゥーリはティフィーを引きずりながら、去っていった。

「じゃあわたしも塾に行くからここで。またねー！　カスミー！」

「あぁ、お疲れさん、ユキはん」

　ユキもまた元気よくこの場を離れていった。

「…………」

　そしてカスミは一人ぼっちになる。

「さて……」

　足を向ける先はジークの家だ。まず間違いなく昨日の騒動の件だろう。カスミはゆっくりとジークの家へと向かっていく。昨日はあの後、意識が朦もう朧ろうとするほど調子が悪くなったため、今日本格的に叱られるのかもしれない。

「……もしかしたら、殺されるのかもしれへんな」

　自分のやってきたことは多数の人間を殺してしまう可能性のある研究だった。本当の所はどうなるか分からないが、もし研究が大成功していたらそうなる危険性は十分にあって、それをちゃんと認識してカスミは研究を行ってきた。

　だから、やはりお前は危険だから殺しておかなければならない、とジークが包丁を持って家で待ち構えていても何の不思議もないとカスミは思っていた。

「…………」

　それでもカスミはゆっくりとジークの家へと向かう。

　人生の目標がばらばらに砕けていた。カスミは転生をしてから十三年、昔の仲間を生き返らせることだけを目標にして生きてきた。人に怪しまれないよう普通の生活を送りながら、割ける時間は全て研究に費やしてきた。

　しかしこれからはもう同じようにはいかない。研究はバレてしまい、妨害が入るだろう。今は自分がどんな分野の研究をやっているかなんて他の人には判別できないだろうが、レインやアーニャが少し勉強をすればそれが分かってしまうようになるだろう。カスミはそう考えている。

　どうやって監視の目をかいくぐるか。成人するまで待って、独り立ちできるようになったら、自分のことを誰も知らない土地まで逃げる。そうしたらやっと研究を続けられるようになるだろうか。

「いや……」

　カスミは俯うつむく。研究に妨害が入るかどうかは大きな問題ではない。結局、この研究の成功がほぼ不可能であることが一番の問題であった。これが解消されないことにはどんな努力も無意味となる。

「…………」

　答えは出ない。答えなどない。

　昨日レインに指摘された通り、十三年間研究し続けてなお、研究の成功の片へん鱗りんすら掴つかめなかった。いや、十三年間の丁寧な研究で、仲間を生き返らせることは不可能だという結論に達してしまっていた。

「…………」

　いっそ殺してほしいとさえ、カスミは思う。未来に希望などなく、成功もない。この道の先には虚無しかなく、自分が何かを成し遂げられることはないだろう。

　もういっそ、本当にジークの家で彼が包丁を構えていて、それが自分を刺してくれればばどれだけ楽か……。カスミは大きなため息をついた。

　そんなことをぐるぐるぐるぐると頭の中で考えているうちに、カスミはジークの家に辿たどり着いていた。

「…………」

　呼び鈴を鳴らすとジークが扉を開けた。手には包丁など持っていなくて、顔には穏やかな笑みが浮かんでいた。

「あぁ、カスミ君。急に悪いね。忙しかったかい？」

「いえ……」

「上がって」

　カスミは小さくお辞儀をして、家の中へと入る。

「…………」

「…………」

　移動したのは玄関から居間への短いたった数秒だった。しかし、その間気まずい沈黙が流れた。お互い何を話せばいいのか分からなかった。謝罪などはしない。ジークは何も間違ったことはしていないし、カスミは間違いを受け入れることなど到底できなかった。かといって、昨日のことを避けて明るい話題を持ち出そうとしても、それは薄気味悪い笑いになるだろうと思えた。

　ジークの口が開いたのは居間に着いてからであった。

「見せたいものがあるんだ。ちょっとここで待っててくれないか？」

「見せたいもの、どすか……？」

「あぁ。すぐに持ってくるから」

　そう言ってジークは居間を離れる。カスミは居間のソファにちょこんと腰掛ける。

　外では星が瞬き始めていた。蛍光灯が灯ともった部屋の中から見上げる星はまばらで、夜の空を微かすかな光でしか照らさない。昔、まだ夜がこれほど明るい時代でなく、大気汚染などもなかった時代、満天の星々が空に輝いていたものだった。

「…………」

　カスミはしんと悲しくなる。星の光が消えていくように、自分の希望も潰ついえて、ただ未来にあるのは真っ暗な闇だけなのだと思った。カスミはとてもナイーブになっていた。

「お待たせ」

　そんな事を考えていると、ジークが居間に戻ってきた。手には何か小さな箱を持っていた。

「ジークせんせ、それは？」

「これが見せたかったものなんだけどね……」

　ジークは手に持っている箱を傍そばのテーブルの上に置き、カスミが覗のぞき込んだ。簡素な造りの木の箱であり、木の傷み方や汚れ方などからかなり年季の入っているものだということが分かった。

「これはね、魔導式オルゴールというやつなんだ」

「魔導式オルゴール……？」

　カスミがジークに振り返りながらそう尋ねる。

「あぁ、ゼンマイの代わりに魔力で動くオルゴールでね、私の前世の頃に流は行やったものなんだよ。今世の高等部の時に友達と作ってな、それを持ってきたんだ」

「へぇ……」

　中に蓄えられた魔力が続く限り長時間鳴り続けるオルゴールであり、それは七十年ほど前に流行った品だった。

　ジークが高等部の夏休み、自由研究としてアーニャやティフィーの母のソフィ、クラスメイトのパリスと一緒に製作をした代物だった。

「なんでそれをあてに？」

「この中には魔導式オルゴールが広く普及していた頃に流行った童わらべ歌うたが入っていてね。そしてその童歌は魔女裁判の頃に生まれた曲なんじゃないかって言われているんだ」

　そう解説をしながら、ジークはオルゴールの魔力注入口に指を当てて、体の魔力をそのオルゴールに流し込んでいく。

「だから、もしかしたらカスミ君にとっては懐かしいものかもしれないと思ってね。まぁ、時代が同じなだけで全く聞いたことのない曲かもしれないけど……。懐かしいものがあったなら、嬉うれしいかもと思ってね」

　そうしてジークはオルゴールの蓋を開けた。

　箱の中から美しい音色が聞こえてきた。金属片が触れ合うような高く柔らかい音が鳴り響き、二人の耳をくすぐっていく。

「……っ」

　その音を聞いて、カスミは身を震わせた。

「童歌っていうのは子供が遊びながら歌う口く伝でんのような歌でね、この曲自体は一部の地方でとても古くから伝わっていたものなんだけど、魔導式オルゴールの普及と共に流は行やり、同じように魔導式オルゴールの衰退と共に聞かれなくなっていった曲なんだ」

「…………」

　ジークはオルゴールに目を向けながら解説をする。

「だから今の若い子たちはあまり聞いたことがない曲なんじゃないか？　私の世代……前世のだけれど、私の世代からするととても馴な染じみの深い曲なんだがね」

「…………」

「全てのものが時代の本流でいられる訳がないけど、思い出深いものはなるべく消えてほしくないものだね。……まぁ、この曲は衰退したといっても、魔導式オルゴールが流行る前の一地方の童わらべ歌うただった頃に比べたら、今でも知名度は上がっているって言われているけど……」

「…………」

「……カスミ君？」

　そしてふとジークはカスミの横顔を覗のぞき込む。彼女の様子が少しおかしいことに気が付いた。

　カスミは何かに驚いて体を硬直させていた。目を丸くし、口を小さく開き、ただ音の鳴るオルゴールを一心に見つめている。微動だにせず、驚きを顔に張り付けて、そのオルゴールの美しい音色を聞いていた。

「カスミ君……？」

「…………」

「……あー、カスミ君？」

　ジークの声は全く届いていなかった。カスミの耳に入ってくるのはそのオルゴールの音だけだった。

「あ、あー……他のオルゴールを取りに行ってくる。ゆっくりと聞いていてくれ」

「…………」

　何か、邪魔してはいけない雰囲気を悟り、ジークは居間を出ていった。それにすら気付かず、カスミはオルゴールから一時も目を離さない。

　部屋で一人、カスミはじっとオルゴールを聞く。

「…………」

　金属の弾けるような美しい音が鳴り響く。甘く、柔らかく、他のどの楽器にも出せない独特の綺き麗れいな音色が部屋の中に染み渡っていく。人の心を落ち着かせ、癒やす力がその音には込められている。

「……っ」

　その曲は、カスミの聞いたことのある曲だった。

　昔、イリアスという友達がいた。

　彼女は子供がとても好きで、自分で歌を作っては近隣の村の子供たちにそれを教え、遊びを提供していた。子供たちの喜ぶ顔が見たいがために頭を捻ひねって歌を作り、それを伝え、子供たちに親しまれていた。

　イリアスには夢があった。自分の歌が子供たちをたくさん笑顔にして、そしてそれが次の世代、また次の世代へと伝わって、ずっと子供たちを笑顔にしていくような、そんな凄すごい歌を作るのが夢なのだと言っていた。

　百年、二百年と伝わり続け、子供たちが長く笑い合ってくれるのならば、どんなに素晴らしいことだろうと語っていた。

　そして、今その彼女の曲がカスミの目の前で鳴り響いていた。

「……っ！」

　この曲は今ではほとんど聴かれない。この曲を知っている人間は決して多くはない。しかし確かにこの曲を生み出したイリアスの意思が時代の波に乗って、人から人へ少しずつ歌い継がれてきた。

　四百年の時を経て、今でもここに残っていた。

　イリアスの夢は叶かなっていた。

「うっ……！　ううぅっ……！」

　カスミは自分の口を押さえる。でも涙は抑えきれず、目からぽろぽろとこぼれ落ちていく。

　イリアスの歌がオルゴールの音色に乗って奏でられていく。四百年前に聴いた記憶の奥にある友の曲がオルゴールの音によって呼び起こされる。彼女の歌声が金属のきらきらと輝く音の粒に変わって、部屋の中に響き渡る。

「うっ……、うっうぅっ……！」

　カスミは嗚お咽えつを漏らす。涙がぽたりとオルゴールに落ちる。

　死ぬ間際、アオイは怨えん嗟さの言葉を漏らした。教会に、裁判官に、自分を嘲笑う全ての観衆に向けて──みんなみんな、呪われて死んでしまえばいい、と呪じゅ詛その言葉を残した。

　それが永遠に残ってほしかった。自分の無念を、恨みを、憎しみを、世界の全ての人間が心に刻み、胸を痛め続けるべきだと思っていた。

　しかしその言葉は世に伝わらなかった。裁判の記録から抹消され、誰にも語り継がれることはなく、自分の恨みは全く世に残らなかった。

　しかし、イリアスの歌は今に残り続けていた。

　彼女の優しさが今ここに残っていた。

「イリアス……」

　カスミの涙は止まらない。次から次へと涙が目から溢あふれてくる。

　夜の空に星が浮かんでいる。長い時間をかけて変わり果てた夜空の光が、ほんの僅かにカスミを照らす。

　オルゴールの優しい音色が彼女を包み込む。ぽろんぽろんと美しい音が響き渡る。

　オルゴールの音に歌声などないのだけれど、それを聴くと昔の彼女の歌声が蘇よみがえってくるかのようであった。

「イリアスっ……！」

　カスミはそのオルゴールの音色をただずっとずっと聴き続けていた。




　友の残した優しい歌を聴きながら、カスミは初めて自分が許されたような気がした。










エピローグ







　空に無数の星が輝いている。

　粉を散らしたような星の粒が空を埋め尽くし、暗い夜の世界を淡く照らしている。星影が揺らめき、冬の寒さを耐え忍ぶように寄り添いながら、光を瞬かせている。

　空には深く暗い紺色が敷かれており、それがどこまでも高く、しかしそのその空に煌きらめく星々の明かりは、手を伸ばせば届きそうなほど近かった。

　この場所は山の高い所に位置しており、冷たい風が山々の間を縫って人の肌を撫なでながら通り過ぎていく。

　大きな赤い星、小さな青い星、満天の星がそれぞれ輝きを放ちながら広大な宇宙に浮かんでいる。全く同じ星など一つとしてなく、その光がこの星に届く。人はその光に心を震わせ、ただぼんやりと星空を見上げていた。

「わ～きれい～……」

「おい、双眼鏡貸せ貸せ」

「待てって、おい待てって」

「くっそ寒い」

「え？　その星どれだよ」

「あれだよ、ほら、あの赤い一等星の右の方の……」

「分っかんねぇ、分っかんねぇって」

「めっちゃ寒いんですけど……」

「いいから双眼鏡貸せって」

「待てって、待てって」

「凄すごいきれいだねぇ……」

　そんな神々しいまでの星空の下で、生徒たちがわいわいと騒いでいた。

　今日はサイエンスクラブの天体観測会が行われている日であった。学校からバスで三時間ほど、山の中を移動し続け、ユキたちサイエンスクラブの皆はこの有名な天体観測のスポットへとやってきていた。

　周囲には険しい山が連なり、都市部からの明るい光が届かない。だからこの土地は星がとても綺き麗れいに見えた。山々に囲まれ、ひっそりと隠れ潜むように存在するこの土地は天文マニアにも人気だった。

　今では道路は舗装され、バスが通り、交通の便は良くなっているが、それがない時代だったら険しい山に囲まれたこの土地はそう簡単に人に見つかることはなかっただろう。

「はーい、じゃあこれから天文部による天体の解説をしますから、皆よく聞いておいてくださいねー」

「はーい」

「寒いから手短に頼むー」

「野次飛ばすなぁっ」

　このサイエンスクラブはいくつかの文化部が集まってできた部活であり、今回のイベントはその中の天文部の主催だった。この学校のサイエンスクラブは他校の科学系文化部とも交流して活動を行っていることもあり、天文部の部員は大勢の参加者に説明している。

　少し緊張しているのか、固い声色が発せられており、しかしそれでもゆっくり丁寧に空に浮かぶ星々の説明をしていた。

「トゥーリ、トゥーリ！　ティフィーが説明聞かないで眠っちゃってます！」

「ぐー……」

「……何しに来たのよ、この子は」

　その場にはサイエンスクラブのメンバーであるユキやレインはもちろん、部員ではないトゥーリやティフィーまでいた。この天文観測会のイベントは人気があり、部員以外の生徒たちも参加しているのであった。

「…………」

　そしてその中にはカスミもいた。

　最近色々なことがあって少し情緒不安定な彼女であったが、この一、二週間で少し落ち着き、今ではゆっくりと星を見上げていた。

　この場にはいくつもの大きな天体望遠鏡が並んでいる。この学校や他校の天文部が所有しているものも並び、皆様々な角度で空に首を向けている。一つ一つが大きく、存在感を発しており、望遠鏡で星の全てを見てやろうと、好奇心いっぱいの生徒たちがレンズを覗のぞき込んでいる。

　しかし望遠鏡や双眼鏡を使わずとも、肉眼でたくさんの星を堪能できる。多くの者たちはただ顔を上げ、レンズを使わずに空を仰ぎ見ていた。

　山の冷たい空気が皆の体をぶるりと震わせる。寒いが空気はとても澄んでいて、山の新鮮な空気が体の中に染み入るようであった。

「……あて、ちょっとお手洗いに行ってきます」

　カスミが少しその場から離れようとした。

「カスミー、明かり足りますー？　トイレまでの道のりも暗いですよー？」

「大丈夫、大丈夫や。ユキはん、おおきにな」

「お気を付けてー」

　ユキに手を振られ、カスミはその場を後にする。周囲の街灯の数は少なく、最小限の明かりしか灯ともっていない。舗装された道とはいっても足元は覚おぼ束つかなく、歩くのに少し不安が残る。

　そんな中でもカスミは落ち着いた足取りでこの場所を歩いていた。見上げれば満天の星空が広がっている。ぼんやりと顔を上げ、歩きながら星を眺める。

　ここの星空は何も変わらない。何も変わっていない。カスミはそんな感慨を胸に抱き、ゆっくりと歩いていた。人とは共有し合えない感傷を抱え、皆から少し離れて星を見上げていた。

　ここは険しい山々に囲まれている土地であった。それゆえ、人の足では踏み込みにくい場所であり、今でこそ科学技術の発達によって交通網が整備されているが、それ以前ではほとんど人の寄り付かない土地であった。

　だから、ひっそりと隠れるように生きる者たちには好都合だった。

「…………」

　この土地は四百年前、アオイたち魔術師の里が存在した場所であった。

　カスミは夜の空気を感じながら、この土地をゆっくり踏みしめるように歩く。多くのものが変わってしまった。高い建物が立ち、土は硬いコンクリートで舗装されている。道が変わり、山の木は切られ、住む人の気配も変わっている。

　しかし、変わっていないものも多かった。大まかな地形は昔のままで、どこがどれほどの勾こう配ばいの坂となっているか、カスミは目をつむってでも分かる。

　森の匂いも変わらない。山の木々は切られ、森だった場所の位置は少し変わっているようだけれど、そこに生えている草木の種類、動物や虫の生態系、そういったものに大きな変化はないようだった。白いエーデルワイスもその季節には咲いていたことだろう。息を吸い込めば、この山の嗅ぎ慣れた匂いが自分の中に飛び込んでくる。

「…………」

　そして夜の星空もまた、変わらずにそこにあった。

　カスミは顔を上げて歩く。確かに見える星は少し減った。大気汚染などの影響なのだろう。しかし、山深くに位置するこの土地ではその影響は都心部よりずっと少なく、心を震わす満天の星空は今もそこにあった。

　四百年経たってもそこにあり続けていた。

　カスミは小さなため息をついた。ここに来るのが怖かった。この土地が有名な天体観測スポットになっていることは以前から知っていた。でも、訪れようとは思わなかった。

　変わり果てたこの土地を見るのが怖かった。自分が守れなかったことの証拠を突き付けられるようで、この土地を思う度に胸が苦しくなった。

　でも、今回はここを訪れようと思った。そして今は深い苦しみに襲われてもいない。

　カスミは腰に着けているポーチをさする。その中にはイリアスの曲が収められたオルゴールが入っている。これがあるだけでカスミの心は和らいだ。彼女にとっての強い強い御守りであった。

「……どんなに頑張っても、いずれこうなったんやもんな……」

　友達に語り掛けるようにカスミは小さく呟つぶやく。自分たちがどうしなくても、時代と共に科学技術は発達していった。あの時教会の追っ手がこの里を見つけ出さなくても、移動手段の発達によってこの場所は見つかっていただろう。そうなったら自分たちの里は時代の波に押し流され、呑のみ込まれていったことだろう。

「…………」

　変わっていないものも多かった。山から吹き下ろされる冷たい風、森の匂い、土地の気配。そして、夜の星々。様々な昔の気配がカスミの背中を撫なでていく。胸の苦しみは想像していたほどではなかった。

　泣きそうになる気持ちをぐっと抑え、涙がこぼれないよう星空を見上げた。

　そうしてカスミは一人の散歩を終え、皆の元に戻ってきた。

「あーっ！　写真ブレてますーっ！」

「あれぇ？　赤道儀の計算は合ってるはずなんだけどな？」

「ほんとに極軸合ってるのかぁ？」

「調整！　調整！」

「プ、プログラムじゃなくてマシン側の問題じゃないのでしょうか……」

「調整！　調整っ……！」

「んもおおおおぉぉぉぉっ……！」

　カスミの感慨を壊すような騒がしい友の声が聞こえてくる。ユキやレインなどの赤道儀製作チームの声であった。

　赤道儀は星空を撮るための道具である。それを使って静止した綺き麗れいな星の写真が撮れるはずだったのに、彼らが手作りした赤道儀では星が少しブレて映ってしまったようだった。皆が手作りの苦労をこの場でわいわいと噛かみ締めていた。

　隣には天文部が元々所有している赤道儀があった。こちらは手作りではなくお金を出して買った製品であり、何の問題もなく綺麗な写真が撮れていた。隣の手作り赤道儀のチームの大変さを苦笑して眺めていた。

「じー……」

「ユ、ユキ君……？」

　そんな彼らにユキが寄ってくる。買った赤道儀をじーっと眺めて、自分たちの赤道儀の参考にしようとしているのだろう。どういう部品の配置で成り立っているか、どうカメラと取り付けているか、自分たちのと比べて異なる点はないか、改めてじーっと、じーっと眺めて検証をしていた。

　そしてユキが顔を上げる。

「ちょっとこれ分解してみてもいいですか？」

「ダ、ダダ、ダメに決まってるだろっ……!?」

　危機感を覚えて、天文部の皆は機械とユキの間に自分の体を挟んでブロックした。

「ちぇー」

　ユキはガッカリしてとことこと自分の赤道儀の所に戻って、またわちゃわちゃと作業を再開した。

　そんな気の抜けたやり取りを見て、カスミの中の毒気も抜かれてしまう。

　またカスミは小さなため息をついたのだった。




　白い湯気が立つ。

　星空の下でとぽとぽと水流の音がする。一面に広がる白く濁ったお湯から蒸気が立ち上って冷たい冬の空気を熱く蒸す。湯気の匂いが広がって鼻をつんと刺激するが、それを不快に思う者はいなかった。

「[image: ]～～～、効くわぁ～～～」

　裸のトゥーリがお湯に肩まで浸つかりながら、痺しびれるような声を出す。

　ここは宿の温泉であった。この天体観測に参加している女子たちが続々とお湯に入り、温まる。星空が見える露天風呂があることがこの旅館の最大の売りであった。

　天体観測が終わり、サイエンスクラブの面々は旅館へと戻って来ていた。一日の行程が全て終わり、今は皆寛くつろいで温泉を楽しんでいる。熱いお湯に身を浸して、今日の疲れを癒やしていた。

「トゥーリ、おっさんくさいですー」

「お、おっさんって……」

　誰よりも温泉を堪能するトゥーリに、ユキたちがくすくすと笑う。トゥーリはかっと赤くなった。
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「やはり、歳やな」

「おいこら、カスミ」

　カスミの小声を聞き逃さず、トゥーリは鋭い目を向ける。

「だってもう、43さ……もがっ……！」

　カスミが前世と今世を足したトゥーリの年齢を言おうとすると、彼女は素早くカスミの口を塞いだ。

「ち、ちち、違うしっ！　私は十代だし！　まだぴちぴちの十代だしっ……！」

「いきなり大声上げてどうしました？　トゥーリ？」

　トゥーリは前世を含めた年齢を気にしていた。

「だ、大体ねぇ！　わ、私はあんたたちの面倒をみるのでいつも疲れてんの！　いつもいつも迷惑ばかり掛けられて……！」

「お世話になっています、トゥーリお母さん！」

「トゥーリお母さーん、いつもありがとー」

「お母さんじゃない！」

　ユキとティフィーの甘えた声にトゥーリは怒った。

「でもさっきのトゥーリの温泉浸つかった時の声……」

「な、なによ、ティフィー……」

「あたしのお母ちゃんも同じように呻うめいてた。トゥーリ、同類」

「ぐはぁっ……！」

　ティフィーの言葉がトゥーリに突き刺さった。ティフィーの母親のソフィは今年38歳である。友達のお母さんと言動が似ていると言われ、自分の歳を感じずにはいられなかった。

　ショックで体がお湯に沈む。

「で、でも、ティフィーのお母さん……まだ若々しいし……。私だって……」

「えー？　お母ちゃん、もうおばちゃんだよー？」

「……あんたそれ、本人の前で言うんじゃないわよ？　夕飯抜きぐらいのことはされるわよ？」

「えー？」

　歳を重ねた女性の必死さをティフィーはまだ理解できていなかった。

「おい！　隣、女湯だってよ！」

「ん？」

　そんな風に温泉を堪能していると、柵の向こう側から元気な男子の声が聞こえてくる。隣は男風呂だった。

「覗のぞきって、できんのかな!?」

「穴！　覗ける穴ねえのかな!?」

　柵の向こう側が騒がしくなる。男風呂が盛り上がっていた。

「はぁ？」

　温泉に浸かっている女子たちの眉がひそめられ、顔つきが険しくなる。

「なんだ、あいつら？」

「しばくわ」

「……男子ってサイテー」

　女子たちが殺気を漲みなぎらせて戦闘態勢に入る。ティフィーは顔を赤らめながら顔の半分までお湯に潜り、身を隠した。

「ちくしょー！　覗のぞける穴なんかねぇよ！」

「肩車！　肩車っ！」

「柵高ぇっ！」

　男子の苦難の声が聞こえてくる。男湯と女湯を分ける柵は高くて、五、六メートルはあった。肩車程度では万が一にも覗くことはできなかった。

「こらーっ！　お前たち、何やってるかぁっ！」

「うわぁっ……!?」

「せ、先生っ!?」

　その時大きな野太い男性の声が聞こえてきた。引率の理科の先生だ。たった今男性用の露天風呂に入ってきたようで、怪しい行動をする男子を怒鳴りつけた。

「何バカなことをしているっ！　これ以上続けるならすぐに家に送り返してやるぞっ！」

「わっ、わっ……！」

「やべぇ、やべぇっ！」

「もうしませーん！」

　柵の向こう側からバタバタと慌ただしい足音が聞こえてきて、湯に人が入る音が女風呂にも聞こえてくる。

「温泉施設で覗きなんてできる訳ないだろうっ！　そういう所は旅館側が一番配慮するところだ！　そうでなくてもそんなバカなことをするとは何事だっ！　アホどもっ！」

「す、すみませんでしたー！」

　男子の情けない声が聞こえてくる。こうして覗き事件は未遂に終わった。

「……さっきの声って、フリップとオットーノとムツィオじゃね？」

「吊るし上げ、確定」

「とりあえず女子たちに情報回しとくわ」

　女子の中で処刑が確定していく。名前が挙がった三人はこの事件が風化するまで彼女ができないことが確定した。

　一連の事件にユキがからからと笑う。

「いやー、こんなこともあるんですねー。本当に覗かれてたらどうします、カスミ？」

「呪う」

「あはは！　カスミは魔女みたいですね！」

「…………」

　ユキはカスミの冗談に大きく笑うが、トゥーリは少々ぞっとした。横にいるのは正真正銘の魔女である。本当にできるの？　とトゥーリは訝いぶかしげな視線をカスミに送るが、カスミは澄ました顔で知らんぷりをした。

「ところでティフィー……」

「なに？　ユキ？」

　ユキがじとっとした目でティフィーの体の一部分を凝視していた。

「お主ぬし、暫しばらく見ぬうちに胸力を上げたではないか……。某それがしでなければ気付かなかったぞよ……」

「ぬぬ？　気付いてしまったか？　我が永遠のライバル、ユキよ」

「なによその口調」

　トゥーリがツッコむ。

「あと胸力って何よ、胸力って」

「この件に関しては戦ゆえ……」

　ティフィーは中等部に上がってから胸部が女性らしく膨らみ始めていた。トゥーリは呆あきれ顔で口を挟むけれど、ユキにとっては真剣な話題であった。

「ユキ殿はこの一年であんま変わってないでござるな」

「ティフィー！　貴様あああぁぁぁぁっ……！」

　ユキは激げき昂こうした。

「某はお父さんに似てしまったんです！　だから悪いのは全部お父さんなんです！」

「冤えん罪ざいにもほどがあるどすなぁ」

　まさかジークも娘からこんな恨まれ方をしているとは夢にも思わないだろう。

「でも……胸が膨らんでくるのは、ちょっと恥ずかしい……」

「ほほぅ？　戦だな？　某に戦を売っているのだな？　ティフィーよ？」

　ティフィーは割と真面目に恥ずかしそうにしながらお湯に身を沈めていくのだが、ユキは邪悪な笑みを浮かべながらこめかみに青筋を立てていた。

「ユキはん、ユキはん。そう慌てることあらへんやんか。あてらはまだ13歳やで？」

「それは……そうですが、カスミ……」

　カスミのフォローにユキは口を尖とがらせた。

「大丈夫や、ユキはん。それまで小さくても、案外15くらいから一気に成長したりするものどす。ちょいびっくりするくらいになぁ」

「んー？　……なんか実感こもってますね？　どこ情報ですか、それ？」

「あ、あー……、ネットどす、ネット」

「…………」

　何か言い淀よどみながらカスミはそう口にする。ユキもカスミのその様子に特に疑問を感じなかったが、トゥーリは何かに気付き、ニヤニヤとカスミに視線を向けていた。

「へぇ～」

「……なんどす、トゥーリはん」

　茶化すようなトゥーリの視線に気付き、カスミが頬を赤らめながらムスっとした声を出す。

「いやぁ、あなたって、そうだったんだなぁって……」

「‥…じろじろ見ぃひんといておくれやす」

　トゥーリはカスミの言葉に潜むものに気が付いていた。この中で15歳を経験している者はトゥーリとカスミだけであった。

「そっか～、15歳かぁ～。へぇ～」

「……その反応、おばさんくさいどすえ。トゥーリはん」

「ぐはぁっ……！」

　それは若者の成長度合いを上から眺める年長者の反応そのものだった。それに合わせるようにカスミから言葉のカウンターのナイフが飛ぶ。トゥーリは傷ついた。

　これは確かに戦であった。皆が痛み合っていた。

「はぁー……」

　誰からともなく熱いため息が漏れる。温泉で温められた体から息が吐きだされ、湯気に混ざり消えていく。冬の山の空気は凍えるほどに冷たいが、皆の体は肌が赤くなるほどぽかぽかと温まっていた。

「…………」

　皆でゆっくりと星空を見上げていた。

「しかしなぁ……」

　カスミがぽつりと言葉を漏らす。

「この土地に温泉が眠っとったなんてなぁ。知らへんかったわ……」

「カスミ？」

　彼女は温泉の湯の中で脱力しながらそう呟つぶやく。

　四百年前、アオイの時代ではこの土地で温泉は発見されていなかった。時間が経たち、機械や技術の進歩もあって、この土地で温泉が発掘されたのだった。

　自分の知らない故郷の一面を思い、カスミは複雑な笑みを浮かべた。

「カスミ、ここに旅行に来たことがあったんですか？」

　ユキが聞く。

「旅行ではあらへんけど……まぁ、そうやな、昔こっちの方にいたことあったんや」

「へー」

　ユキたちは軽く相あい槌づちを打った。

「前に来た時はどんな感じだったの、カスミ？」

「前？　前かぁ……」

　ティフィーの何げない質問にカスミは空を見上げ、思い出すようにゆっくり語る。

「……素朴な場所やった」

「素朴？」

「そや。星空と山以外なんもあらへん場所でなぁ。ただとにかく穏やかな場所やった。退屈も感じとったけど、ただただ穏やかな場所やった……」

　カスミは目を閉じる。今でも故郷の昔の姿は瞼まぶたの裏にありありと浮かぶ。

「静かやった……ただ、昔から、穏やかな場所やった……」

「それって……」

　カスミはしみじみ語り、トゥーリは僅かに体を揺らした。カスミの昔、という言葉から彼女だけがその言葉の裏にある意味に気付き、心配そうな目を向けた。

　カスミはゆっくり喋しゃべる。

「……昔この土地で無くしものをしてなぁ」

「へ？」

　白い湯気がもやもやと上がる。

「無くしもの？」

「何を無くしたんですか？　探すの一緒に手伝いますよ!?」

「…………」

　ユキの言葉にカスミは力なく首を振った。

「ええんや、もう……。あては無くした。もう、無くしたんや……。どうしようもない事なんや……」

「……？」

　カスミの脳裏に昔の仲間の姿が思い浮かぶ。イリアス、ベルディ、家族、お世話になった大人、遊んであげた子供たち。

「もう、望んじゃいけないもんなんや……。ここに来てはっきりと分かった……」

　もう絶対に戻ってこないんだと、ぐっと歯を噛かみ締めた。

「何を無くしたんですか？」

「…………」

　ユキは首を傾かしげる。カスミは小さく口を開く。

「未来を……」

「へ？」

「絆きずなと、皆で笑って暮らせる、未来を……」

「カスミ……？」

　誰に語り掛けるでもなく、空に向かって言葉を吐いた。

　昔、アオイの平凡で穏やかな日常は唐突に奪われた。里を焼かれ、人に追われ、待っていたのは死と苦しみの日々だった。

　アオイにも平凡な日常が訪れてもよいはずだった。狭い里ではあるけれど、友と仲良く日々を過ごし、仕事をし、そして誰かと結婚して子供を産んでいたかもしれない。友達の子供を可愛がっていたかもしれない。そんな穏やかな人生を過ごしたってよいはずだった。

　だが、そんな未来はもうどこにもなく、存在しなかった過去となってしまった。

　カスミは大きく息を吐いた。それは熱い熱い息であった。

「……いやいや、未来をなくしたとか言われても、ちょっと意味が分からないです」

　しかし、そんなカスミの感傷をよそに、眉間に皺しわを寄せながらユキはぶんぶんと手を振った。

「あはは……、そうやな……」

　カスミは苦笑する。自分の痛みは誰にも伝わらない。それは分かっていても、乾いた笑い声を口にするほかなかった。

「もっと具体性のあるものを言ってくださいよ。こっちも困ります。『財布』とか『鍵』とかが鉄板ですかね？　それなら探すのを手伝えますよ？」

「あ、財布も無くしたことあるどす。ここで」

「えっ!?　可哀そうっ！」

「…………」

　ユキとティフィーはさっきよりも大きく反応する。『未来』を無くしたことよりも、『財布』を無くしたことの方が可哀想であった。

　思わずカスミも口をへの字に曲げる。

「どこで落としたとか、覚えはあるの？」

「多分、狩りをしていた時に、森で……」

「狩り？」

　ユキは小さく首を傾かしげるが、すぐに話を続けた。

「森ですか……。それは探すのは大変そうですね……。どうしようもないと言ったカスミの気持ちがよく分かります」

「いや、そうやのうて……」

　カスミの未来の話と財布の話とを、ユキたちは混同して考えていた。

「……いや、財布の話はどうでもええねん。別に見つからなくてもなんとも思わへん」

「そんなっ！　財布ですよ……！」

「財布を無くすのはきつい……」

「まぁ……あても無くした当時は絶望しましたけど……」

　四百年前の財布が今見つかっても、カスミにはどうしたらいいのか分からなかった。

「じゃあ、来週の予定はどうします？　どこで遊びます？」

「は……？」

　ユキが唐突に話題を変えてきた。カスミがぽかんとする。

「カラオケはこの前行きましたからねぇ。ちょっと別の所がいいですね」

「はいはーい、ユキユキ、あたしボウリングに行きたいー」

「あ、いいですね、ボウリング。反対意見ありますかー？」

「ちょ、ちょい待って？　ちょい待って、ユキはん？」

　どんどん話を進めるユキとティフィーにカスミがストップをかけた。

「なんで急に来週の話になっとるん？」

「なにって？　カスミが言い出したんじゃないですか？」

「……？」

　ユキがさも当然のようにそう言い、カスミは目を丸くする。トゥーリもユキたちに付いていけてないようで、ただぽかんとしている。

　ただユキは自信満々に胸を張っていた。

「だってさっきカスミが未来を無くしたって言ったでしょ？」

「え？　あぁ、そうどすけど……それでなんで来週の遊びの話？」

「何言っているんですか！」

　ユキが立ち上がる。湯が跳ねる。

「来週だって未来でしょ！」

「…………」

　その言葉にカスミは目をぱちくりとさせた。

「未来を探すなんて簡単です」

「…………」

「カスミの未来くらい、一緒に探してあげますよ」

　ユキがにかっと笑う。軽い口調でそう言う彼女にカスミは唖あ然ぜんとさせられる。見ればティフィーも不敵な笑みを浮かべている。

　未来を探すのは簡単。カスミの天地がひっくり返る。

　温泉は熱く、皆の肌を真っ赤にしている。温泉の湯が湧き出し、水面を打つ音が皆の耳をくすぐっていく。故郷の土地で、カスミは雷に打たれたかのような衝撃に襲われた。

「ふふ……」

「…………」

「ははははは……」

　カスミの腹の底から笑い声が上がってくる。小さく、湿った笑い声であった。

「そっかぁ……」

　山から風が吹く。

「未来を探すのなんて簡単……簡単かぁ……」

　カスミはお湯を手ですくい、自分の顔にかける。涙が滲にじみそうになる自分の目を隠し、お湯のせいにしたかった。

「無くしたけど……まだここに、あるんやなぁ……」

　手で顔を隠す。赤い顔も、胸から湧き上がってくる感情も全て温泉のせい。恥ずかしくって皆の顔をまともに見られなかった。

　カスミは空を見上げる。

　自分は良い友達に恵まれた。今世も良い友達に恵まれた。

　今ここに悲しいことなど何もなかった。そうだって、昔の皆にも言いたかった。

「みんな……」

「カスミ？」

「……ありがと」

　小さな声でそう呟つぶやく。

　照明の温かい色が周囲を照らす。夜の闇は深く、床も壁も黒色に染め上げてしまうが、明かりが白い湯気に紛れて広く辺りを輝かせる。光が水面に反射する。

　ユキとティフィーがにかっと笑う。トゥーリも照れくさそうに笑う。

　故郷の山々が全てを見守っている。星の明かりが空から降り注いでいる。

　カスミは小さく微ほほ笑えんだ。
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　夜が深まる。

　今日の予定が全て終了し、皆は宿の部屋でぐっすりと眠っていた。星を見るために深夜まで起きていたからか、皆ゆっくりと深い夢を見ていた。

　その中で一人の少女がゆっくりと起き出す。

　カスミだ。

　皆が起きないよう、物音を立てずに部屋の中を移動する。

　寝間着の上に一枚羽織り、部屋の外へとゆっくり出ていく。建物の外は山の風が吹いており、上着を羽織っているとはいえその下は薄着であり、その服装では山の夜にはもの足りず、寒さが身に染み込んでくる。

　しかし、その冬の風は四百年前に何度も何度も浴びていた懐かしいものであり、寒さに反しカスミは少し嬉うれしくなって笑みをこぼす。

　夜の故郷を一人歩く。周囲に人ひと気けはなく、かすかな音は全て山が吸い込んでしまっている。この場を照らす光は街灯と周りの宿から漏れる弱い明かりだけであり、山は一面闇の黒色に染まっていた。

　途中、木の陰に隠しておいた小さな酒の瓶を拾う。引率の教師たちが宿の部屋の中でささやかな酒盛りをするために持って来ていた物であり、カスミは人のいない時間を見計らってその酒の中の小瓶を一本くすねていた。同じように隠していたいくつかのグラスを拾い、またカスミは歩き出す。

　向かうべき場所があった。向き合わなければならないものがあった。四百年前、里の者たちが崇あがめ、守り続けてきた存在であり、里の襲撃と共に失われたと思っていたものであった。

　それがどこにあるかなど、カスミは地図を見なくても分かる。道や建物の配置などは大きく変わってしまったけれど、それがある場所や周りの地形までは変わっていない。視界が不自由な闇の中でも、カスミは一切迷うことなくそこに辿たどり着く。

　カスミは足を止め、顔を上げる。

「……お久しゅうございます、神樹様」

　彼女の目の前に立っているのは堂々とした大樹であった。樹齢は千年以上と推定され、この土地で一番古くから生えている樹木であると、パンフレットにはそう書かれている。

　それは四百年前の魔術師の里の者たちに神樹と崇め奉られていた樹であった。魔術師の里が生まれた時から生えている樹であり、里の歴史を見守り続けてくれた存在であった。

「…………」

　やはり昔の教会による襲撃で一部分が焼けてしまったのか、昔生えていた部分の枝がなくなり、不自然に形が歪ゆがんでしまっている。しかしこの大樹の生命力は相当強く、昔にはなかった部分もまた生えて、立派な太い枝となっていた。

「神樹様……」

　大樹は昔と変わらない誇らしさと共に、堂々とこの土地に根付いていた。

　カスミは大樹の傍そばに寄り、その場に腰を下ろす。そしてくすねてきた酒の瓶を開け、持ってきたグラスに酒を注ぎ、大樹の傍にそっと置いた。

「まずは、ご挨拶が遅れてしまい、大変申し訳ありませんどした」

　そう言いながら次のグラスにも酒を注ぎ、またそれを大樹の傍に置く。

「あてです。分かりますか？　アオイです。四百年前のアオイの転生者で、今はカスミと申します」

　それを何度か繰り返す。小さなグラスが酒で満たされ、それを五つほど大樹の前に並べた。

「長い時を経ても変わらぬご立派なお姿、心よりお喜び申し上げます」

　冬であるために葉は落ち、大樹は枝の先までよく見える姿となっている。木の一部が焼け焦げた跡があるが、それでもその雄大さは変わってはいなかった。

「遅くなって申し訳ございません。ここに戻ってくるのに勇気が要りました」

　グラスに酒を注ぎ終えると、カスミは大樹の前にうやうやしく正座をした。背筋を伸ばし、懺ざん悔げをするように言葉を紡ぐ。

「あてらの里は……滅びてしまいました。必死に生きようと頑張りましたが、皆死んでしまいました……」

　彼女の膝が露に濡れる。足に土が付いて汚れる。だが、彼女はそんな事は一切気にしない。

「神樹様が見守り続けてくださった里の歴史を途絶えさせることとなって、誠に申し訳ございません。……全てはあての不徳の致すところでございます」

　カスミは深々と頭を下げる。座っている状態からさらに頭を下げ、地面に額が付きそうになる。

「……皆を転生の魔法で蘇よみがえらせようとしました。でも、できまへんでした。卑小な我が身では、里の皆を蘇らせることは無理でした……」

　まだカスミは頭を上げない。ただ深く深く、彼女の後悔が滲にじみ出るかのように頭を下げ続けた。

「申し訳ございません……。あてには、できまへんでした……。できまへんでした……」

　カスミは今まで研究をやめたことがなかった。その研究の果てに、皆を生き返らせることが不可能だという結論が出たとしても、それを認めず、自分を見失いながら、また研究へと向かっていった。

　だから、それはカスミが初めて口にする、諦めの言葉だった。

「申し訳ございません……。申し訳ございません……」

　ぽたりぽたりと目から涙が落ちて、夜の地面を濡らす。カスミは謝罪の言葉を口にする。

「神樹様……あてを、許してくださいますか……？」

　冷たい一筋の風が吹き、大樹の木の枝が細かく揺れる。葉が落ちているため、音もなく、返事もなく、ただその体の先端を小さく揺らしていた。

　カスミは顔を上げた。

「皆……ごめんなぁ……。あては皆を生き返らせることができなさそうや……。ごめんなぁ……。許してなぁ……」

　カスミは里の皆に声を掛ける。大樹を通じて、昔の仲間に言葉を伝えようとしていた。大樹の前に並べた複数のグラスは昔の仲間に向けての鎮魂の盃であった。

「でも、あて……これからは今をしっかりと生きようと思う……。イリアスの歌を聞いてなぁ、そう思ったんや……」

　カスミはポーチ越しにイリアスのオルゴールをそっと触る。

　この歌がカスミに勇気をくれる。

　罪悪感にまみれた彼女の全てに、前を向いて生きる許しをくれる。

「ごめんな。許してな……。ごめんな……」

　顔を上げたら、涙がこぼれて彼女の頬を伝った。涙が夜の空気によって冷やされていく。

「イリアス、ベルディ……。ごめん、ごめんなぁ……」

　彼女の黒い髪が風に揺れる。

「ごめんなぁ……。堪忍してなぁ……許してなぁ……」

　カスミは自分の胸を押さえるようにして、ぎゅっと握りこぶしを作る。それは苦しい胸を押さえる姿にも、死んだ仲間へ祈りを捧げる姿にも見えた。

「……神樹様は凄すごいなぁ」

　カスミは改めて大樹の大きな姿を見上げた。

「転生なんかのうてもこの千年、ずっとこの世を見守り続けてはる。あては転生をしてやっと四百年……。それも、生きている時間はたった三十年や……」

　この里を見守り続けている神樹様は千年以上生きておられると、カスミは四百年前の昔そう聞いていた。そして今、この天文スポットの土地を紹介するパンフレットを見てみると、この大樹は千年以上生きていると推測される、と書いてある。

　それを思い、カスミは少しおかしくなる。千年以上も前の事なんて小さな人間には何も分からないということだ。

　この大樹の本当の年齢を知っているのは、この大樹自身と、山と、空に浮かぶ星ぐらいのものだった。

「あては三十年……。大樹様は千年。星は何十億年、かぁ……」

　変わらない。四百年ぶりに戻って来たけれど、昔のままの大樹と星空が今カスミの目の前に堂々と広がっている。細かい違いはあれど、それでも今も力強く生き続け、この土地を温かく見守っている。

「転生なんて、ちっぽけや」

　顔を上げ、カスミは小さく呟つぶやく。

「自分なんて、ちっぽけやなぁ……」

　彼女はゆっくりと腰を上げた。そして酒の入った瓶を手に取り、その中身を大樹の根元にとぽとぽと注いだ。現代の酒が昔のままの土にゆっくりと染み込む。カスミは神様に鎮魂の酒を捧げた。

　その大樹の前には、さっき昔の仲間に捧げたいくつもの酒のグラスが並んでいる。

「皆の魂はここに眠っている、そういうことにします。そう信じます」

　そう言って、カスミは手に持っている酒の瓶を、大樹の前に並べてあるグラスに軽く優しく当てる。キン、キンと、高い音が小さく鳴り響く。

　そして彼女は瓶の底に残っていた少量の酒を口に含む。昔の仲間と盃を交わすように、鎮魂の酒を喉に流した。

　そして祈る。両手を重ねて目を瞑つむり、昔の仲間に深く思いを捧げる。四百年の時を経ての墓参り。ただじっと手を合わせ、長い長い時間、生きる大樹と眠る仲間に祈りを捧げていた。

「……また来ます」

　目を開き、彼女は熱いため息をつく。

　夜の闇は大樹の姿を黒く塗り潰している。しかし、輝かしいばかりの星明りの空が背景となって、大樹の夜の陰が姿をくっきりと浮かび上がらせている。

　この土地にはずっと変わらぬ大樹が根を張っていて、ずっと変わらない星空が広がっている。昔の人も里もなくなってしまったけれど、変わらない雄大なものがこの土地を見守り続けているのだと知り、カスミは少し救われた気持ちになった。

　カスミは大樹を背にし、帰路につく。今の友達がぐっすりと眠る宿に向けて足を運ぶ。




　無数の星が燦さん然ぜんと輝いている。光の粒が空一面に散りばめられていて、その光は今も変わらずカスミの背中を照らしている。むせ返るほどの山の樹木の匂いが風に乗って運ばれて、彼女の鼻び腔こうをくすぐっていく。

　昔の記憶と今の現実の光景が重なる。全てを失ったように見えて、まだ残り続けるものがあるのだとカスミは感じ取る。

　星明りの空の下をゆっくりと歩く。故郷の土を踏みしめる。きっと昔の仲間が、この土地で安らかに眠っているのだと信じて。

　一緒にこの星空を見上げているのだと信じて。




　そう思い、カスミは星空を見上げながら前に向かって歩いていた。










［『転生者の私に挑んでくる無謀で有望な少女の話 ３』完］
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